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			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。
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			第一章　逃避

			


			「泣いて、いるんですか……？」

			　その言葉を聞いて彼女は顔をあげた。

			　森の奥の忘れ去られた洋館、その寝室に彼女はいた。ベッドに腰掛け、さめざめと涙を流して。

			　秋の夕暮れ、幸さち浦うら詩し月づきは幽霊と向きあっていた。

			　泣き濡れた瞳がじっと詩月を見つめている。彼女は可愛いというより綺麗な、整った顔立ちをしていた。

			　詩月は知り合いの言葉を思い出す。

			　──あの廃墟、幽霊が出るんだって。

			　元々、呪いや幽霊なんてどうでもよかった。塾をサボって誰の目も届かないところに行きたかっただけ。そういう場所なら人が寄りつかないと思ったから、忍びこもうと決めたのだ。

			　だから目の前の存在が信じられなかった。まさか本当に幽霊なのだろうか。

			　ただ、不思議と彼女のことを恐ろしいとは感じない。

			　詩月も彼女を見つめ返す。よく手入れされた艶やかな黒髪、カジュアルなブルゾンに細身のジーンズというラフな格好、豊かで成熟した身体。彼女は大人のお姉さんだった。小学校卒業のころからちっとも成長してない自分とは大違いだ。

			　窓から吹きこむ風がカーテンを揺らす。日没と共に影が長くなっていく。

			　見つめあったまま、二人は沈黙する。静かに朽ちていくこの洋館と同化するように。

			　彼女の目から、また涙が頬を伝い落ちていく。

			「あの……」

			　先に沈黙を破ったのは詩月だった。

			　詩月は話すのが苦手で、他人とのコミュニケーションを忌避していた。今だって緊張で身体が震えている。それでも、この人に声をかけなくては──そんな衝動が詩月の背中を押していた。

			　あの人はたった一人で泣いていた──そのことに詩月は強く心を揺さぶられていた。彼女の正体が幽霊かどうかなんて関係なかった。

			　彼女の嗚咽が、彼女の孤独が、詩月には自分の抱いているものと重なって見えた。

			　だから詩月はその涙を、知らんぷりすることなんてできなかった。

			


			×××

			


			　幽霊との出会いからおおよそ一時間前──詩月は迷っていた。

			　塾に行くか、サボってしまうか。

			　帰りの電車に乗って、単語帳とにらめっこしながらずっと迷っている。今のところ、サボる方が優勢だ。

			　サボってどうするの──散々聞いてきた母の言葉が頭の中で響く。詩月は膝に置いていた単語帳を閉じる。さっきからちっとも頭に入ってこない。一日休めば三日遅れる──母はよくそんなことを言うけれど、大丈夫だろう。春から四周した単語帳は、もう中身を暗唱できるほど読みこんでいる。

			　詩月はため息をついて窓の外を眺めた。外では夕闇が街を包もうとしている。夏を過ぎてから、夜になるのが早くなった。

			　車窓から見える街の光景は、詩月にとって見慣れたものだ。ここから見える映画館やショッピングモールで同級生は遊んでいるらしい。この瞬間も自分と同じブレザーを着た少女達があちこちにいるのだろう。しかし、詩月はそうしたところになんの思い出もない。中等部に進級してから、彼女は一度も街で遊んだことがなかった。今年の夏休みも朝から晩まで勉強していた。この三年間、週に五回ある塾の他は家と学校を往復していただけ。

			　勉強自体は苦痛ではない。だが、楽しくもなかった。ただ、母の言いつけ通りに知識を詰めこんでいるだけだ。

			　──自立した強い人間になるためには賢くなければならないわ。だから今だけは我慢なさい。

			　母はいつも詩月にそう言い含めていた。幼いころからずっと、母は〝今だけは〟と言っている。

			　その〝今〟はいつまで続くのだろう。きっと、これから先も、自分が死ぬまで続くのではないか──そんな予感が詩月を窒息させる。

			　詩月には将来がなにも分からなかった。母の決めた通りに流される生き方しか、詩月にはできない。そんな自分が嫌で嫌でたまらない。だから、どこかへ逃れたいとずっと望んでいる。それでも詩月は最後の一歩を踏み出せずにいた。

			　なぜならサボった後の見通しが詩月にはなかった。彼女は自由な時間の使い方を知らなかった。

			　かつて一度だけ、詩月は塾をサボったことがある。苦い思い出だ。塾に行かなかった結果、家に帰るまでの数時間を詩月は持て余した。迷子になった気分だった。夕暮れに制服で歩いていると補導されてしまう気がして、どこにも行けなかった。結局その日は塾の近くのカフェで自習をして過ごした。手に入れたモノは罪悪感と失望だけ。

			　──今度こそ、わたしはちゃんとサボれるのかな。

			　そんなことを考えて迷っているうちに、電車が塾の最寄り駅に停まった。一駅先は街の中心部だ。サボって遊ぶのならばまだ降りない方がいい。しかし詩月はホームに降り、そのまま改札口を出てしまう。身体に染みついた習慣に流されて。

			　──ああ、降りちゃった。

			　絶望的な気分に追い打ちをかけるように携帯が鳴る。

			　詩月がスクールバッグから取り出した携帯は、決められた連絡先としか通話できない、いわゆるキッズケータイだ。学校ではそもそも携帯を持っていないということにしている。詩月はこのちっぽけな携帯を見せるのが、ひどく恥ずかしかった。

			「ママ？」

			「詩月。そろそろ塾でしょう？」

			「うん……」

			「今日は英語だったわよね。しっかり勉強してトップを維持なさい。夏休み明けでも、気を緩めちゃダメよ」

			「うん……」

			　できるだけ体調が悪そうな声を出してみても母は気づいてくれなかった。

			　通話が終わった瞬間、詩月は長く息を吐いた。携帯を握る手は震え、それが全身に広がっていく。

			　さっきのは母なりの励ましだったのだろう。しかし詩月の気持ちは一気に塾から離れていく。母がこの時間に電話してくるのはいつものことだった。電車から降りる時間さえ、母に把握されている。

			　いつも見張られているという実感がどうしようもなく詩月を駆り立てた。

			　塾にいたくない。自由がほしい。

			　行くあてのないことなんて気にしていられなかった。こんな時、頼れそうな相手をたった一人だけ詩月は知っている。

			　勉強と同じだ。分からないことは詳しい人に聞いてみればいい。アーケードの向こう側にある塾のビルを詩月は思い浮かべる。そこにサボりの先生が待っているはずだ。

			


			×××

			


			「お！　ちょい早いね、幸浦」

			　詩月が教室のあるフロアまで上がると、遊ゆ阪さか星せい良らが詩月を出迎えた。星良は塾で唯一の顔見知りだった。

			「今回の単元、きっついよねー！　センセの授業は面白いけどさぁ……」

			　いじっていたスマートフォンをバッグにしまい、星良は詩月に人なつっこい笑みを浮かべる。

			「う、うん。遊阪さん……」

			　詩月はぎこちない笑顔を彼女に返した。星良と接すると、詩月はいつも身構えてしまう。授業が始まるまでに、ちゃんと目的を遂げられるだろうか。

			　星良は塾の中でも目立つ少女だ。彼女の明るい茶髪は、生まれつき色素の薄い詩月の髪と違って自らの意思で染めたもの。私服通学だから、会うたびに服装も違う。ファッションに疎くても、彼女がとてもお洒落なのは分かる。薄くメイクした顔は大人びていて、とても同い年には思えない。スタイルだって、背が低いのを気にしているけれど、彼女よりも小柄な詩月には充分大きく感じられる。

			　星良と並ぶと、詩月はどうしても引け目を感じてしまう。編みこみはしているけれど、おとなしい髪型。何の工夫もなく、ただ袖を通しているだけのブレザー。後輩に負けることもある低身長。顔は幼いころから変わっていない気がするし、メイクも禁止されている。当然、体型だって子どものまま。そんな自分が星良の近くに立つと、彼女に対して申し訳なさすら湧いてくる。

			「もうすぐ模試だけどさぁ、勉強進んでる？　今回は絶対負けないかんね」

			　月末の模試を詩月はぼんやりと思い浮かべた。

			　どうでもいい、と返事したら星良は怒るのだろう。彼女は真剣に英語の学年トップを狙っているから。

			　住む世界の違う二人が、言葉を交わすきっかけとなったのは塾の模試だった。

			　春の模試で詩月は英語の成績が一位だった。嬉しくなかった。どうせ母は褒めてくれない。勉強したのだから当然だと言うに決まっている──無感動に答案を眺めていた詩月の肩を叩いたのが、別の塾から移ってきた星良だった。

			　──英語だけは前の塾で誰にも負けなかったから、びっくりしちゃった。

			　星良にどんな返事をしたのか、詩月は覚えていない。しかしそれ以来、詩月と星良は授業前になんとなく雑談するようになっていた。

			　詩月は星良のことがよく分からない。あたしと幸浦はライバルなのだと星良は言っていた。だがライバルという言葉の持つ、互いに火花を散らすような緊迫感を詩月は星良に抱いていなかった。

			　結局すべて彼女の暇つぶしなのだと詩月は思う。もしももっと雰囲気の近い相手が塾に入ってきたら、星良はその相手とおしゃべりするようになるだろう。それで構わなかった。仲良くなりすぎると母がいやな顔をするに決まっている。遊んでいて勉強できるのかと口を挟んでくるに違いない。

			　他人ではないが友人でもない星良との距離感が詩月には心地よかった。その距離感を自ら狂わせてしまうことに詩月は恐れを抱く。このお願いで、自分達の関係はどう変わってしまうのだろう。

			「あ、あのね。相談したいことがあるの」

			　短く息を吸いこんで、一歩踏み出す。

			「珍しいじゃん。どしたの」

			「……塾のサボり方、教えてほしいの」

			　星良は英語の授業だけ真面目に通っていて、他はよく欠席している。それが問題になっていないのはサボっていても成績が詩月と並んでトップクラスだからなのだろう。

			　星良なら上手なサボり方も知っているはず──ルールの破り方を知らない詩月にとって彼女は最後の希望だった。

			　詩月の頼みを聞いた星良はしばらく固まってから派手に吹き出した。

			「人に聞くことかな！　それ！」

			


			×××

			


			　渾身の相談から数十分後、詩月は森の中を歩いていた。

			　私有地と書かれた古い看板を越えると、そこは異界だった。定期的に人の手は入っているのか、車の通れそうな道はあるし、倒木や粗大ゴミを道の脇にどかした跡もある。それでも夕空を覆う木々や湿った土の匂いは街中とはまったく違っていた。

			　塾の近くにこんな秘境が隠されていたことに、詩月は戸惑いを隠せない。

			「あ……始まった」

			　ケータイを見ると午後五時半だった。塾の授業が始まる時間だ。

			　今ごろ星良は教室でテキストを広げているのだろうか。この場所を教えてくれた彼女に詩月は思いを馳せる。

			　塾をサボって何をすればいいのか分からない──詩月の相談を聞いて星良は親身になって考えてくれた。

			　ひとりで時間を潰せて、制服でも目立たない場所。そんな条件を満たすスポットを星良はたくさん知っていた。

			　その中の一つが詩月が目指している廃洋館だった。

			　郊外にぽつんと残された森。そこはあるお金持ちの私有地で、中心部には忘れ去られた古い洋館があるのだという──結構有名な場所らしいけれど、詩月は聞いたことがなかった。

			　星良の言葉を詩月は思い出す。

			「庭の入り口までは行ったことあんの。花畑はホントにすごかったけど、そっから先に進むのはやめといた方がいいよ」

			　廃洋館の庭園は人の手を離れた花々が花壇を越えて生い茂り、花畑になっているのだという。そして星良は真剣な調子で続けた。

			「ガチで〝出る〟らしいからね……」

			　両手をだらりと垂らして星良はそう言った。

			　詩月が向かっている場所は心霊スポットだ。

			　単なる廃洋館なら不良やマニアの溜まり場になっていてもおかしくはない。しかし洋館に近づく人間は誰もが恐ろしい目に遭って、逃げ帰る羽目になるのだという。だからそこは誰も寄りつかない、呪われた場所なのだ──星良はそう言っていた。元々の持ち主である名家も幽霊の呪いによって没落してしまったらしい。そもそも、どうして幽霊が出るようになったのか。そんな疑問もあったけれど人の噂なんていい加減なものだと、詩月は少し冷めた気持ちで納得していた。

			「花畑とお屋敷はすごく綺麗だから、見に行く価値あるよ。呪われるらしいから写真を取ったり、お屋敷の中に入るのはホントにやめといた方がいいけどね」

			「教えてくれてありがとう。お花には興味あるからそこだけ見てみようかな……」

			　詩月の返事には嘘が混ざっていた。星良の気遣いを無視してしまうのは胸が痛んだ。

			　花畑を見るだけで終わらせるつもりはない。詩月は洋館の中も探検するつもりだった。

			　捨てられた呪いの洋館なら他人の目に怯えることなく、未来への不安を忘れ去ることができるかも──そんな期待が詩月にはあった。

			　呪いや祟りを詩月は恐れない。どうしようもなく苦しい日々が終わってくれるのなら、いっそのこと呪われてしまっても構わなかった。

			　森の道は緩やかな坂道になっていて、自然と詩月の足取りは重くなっていく。

			　本当に洋館なんてあるのかと不安になってきたところで出し抜けに視界が開けた。

			　生い茂っていた木々がなくなり、空が高くなる。眼前で目的地が夕日に照らされていた。

			「わぁ……！」

			　詩月は小さな歓声をあげた。

			　まず目に飛びこんできたのが、古びた門だった。門扉は失われ、石造りのアーチだけが残されている。しかし洋館への道は開放されていない。後から設置されたのか、工事現場で使われるフェンスが立ち入り禁止の札を掲げている。だが門扉の代役であるフェンスもすっかり錆びついて斜めに傾いでいた。隙間から簡単に抜けられそうだ。

			　意を決して詩月はフェンスを通り抜ける。

			　久方ぶりの来客を歓迎するように、むせかえるような花の香りが詩月を包んだ。

			「百合……？」

			　フェンスに遮られてよく見えなかったけれど、洋館への道のりは百合の花に埋め尽くされていた。珍しい品種なのだろうか、見たことのない、青い花弁をしている。光の加減で黒にも見える深い紺は、真夜中の空の色のよう。

			　まるで星空が地面に降りてきたみたい──詩月はしばらく、青い百合の園で佇たたずむ。塾をサボっているという罪悪感は遠くに消え、心に浮き立つものが生まれてくる。

			　来てよかったと思った。

			　そして、詩月は花園の先にある洋館を見あげる。

			　想像よりも洋館は小さかった。それでも緑に侵食されつつあるその姿は長い歴史を感じさせた。いつごろ建てられたものなのだろう、洋館は二階建てで、丸みを帯びたレトロな窓枠が可愛らしい。夕日に照らされた白い壁はくすみ、あちこちに蔦が絡んでいるものの、大きく壊れているところはない。正面に見える玄関扉は閉められていて、中をうかがうことはできなかった。庭をよく観察すると背もたれの壊れた椅子や脚の折れたテーブルも転がっていた。かつてはここの住人が庭を眺めつつ談笑していたのだろうか。

			　時間に取り残された景色に感動しつつ、視線を二階に移したところで、詩月は目を見開いた。

			


			　──誰かが、いる。

			


			　二階の窓は両開きの大窓になっていた。その締め切られた大窓に人影がよぎるのを詩月は見た。髪の長い誰かが、そこにいた。

			　出るらしい──星良の言葉がフラッシュバックし、詩月の心臓は大きくはねる。目をこらしてもう一度大窓を観察する。窓ガラスは汚れていて、おまけにカーテンまでかかっている。庭からでは部屋の様子がよく分からない。だがそこに誰かがいたことを詩月は疑わなかった。

			　呪われてもいいと思っていたのに詩月はうまく息ができなくなる。心の片隅には幽霊なんて嘘だという、侮りの気持ちがあった。しかし、まさか本当に〝いる〟のか。

			　しばらく大窓を見つめてから詩月はゆっくりと洋館に向かう。二階にいる誰かをこの目で確かめたかった。幽霊に怯えて引き返したところで、結局、未来に怯えることになる。だから詩月は前に進むことを選んだ。

			　庭を抜け、詩月は玄関扉に手をかける。軋んだ音を立てながら、あっさりと扉は開いた。

			「おじゃま、します……」

			　詩月はお辞儀する。人が訪れるのは何年ぶりなのだろう。舞いあがった埃に彼女は口を覆った。洋館は和洋折衷のつくりで、和風の三和土とエントランスが詩月を出迎える。修学旅行で泊まった旅館を彼女は思い出した。空っぽの靴箱とその上で埃を被っている写真立てが、在りし日を偲ばせる。

			　洋館の内部は静まり返っていた。夕日が差しこんでいてほのかに明るい。天井には裂け目が走っている。床には鳥の羽やトカゲの死骸が転がっていた。自然の痕跡に彼女は眉をひそめる。幽霊以上に虫や動物は苦手だ。

			　床はところどころ壊れて穴が開いていた。逡巡しゅんじゅんしたものの、詩月は土足で洋館に上がることにした。

			　二階への階段はエントランスを見渡すとすぐに見つかった。階段に敷かれた赤絨毯は黒ずんであちこちが剥げていたが、それでも豪奢な雰囲気を保っていた。手すりをしっかり掴んで詩月は階上へと向かう。二階の廊下は不自然に寒かった。先ほどの大窓がある部屋は三つ並んだ扉の真ん中だろうか。廊下の絨毯は階段のものより分厚くて、足音がかき消される。

			　目星を付けた扉の前まで歩き、詩月は深呼吸した。誰かがいたら、どうしよう──いくら考えても答えは出てこない。彼女は息を潜めてドアノブを回す。

			　扉は古びていたが、音もなく開いた。

			　いきなり差しこんできた夕日に詩月は目を覆った。外で見た時は閉められていたカーテンが開けられているらしい。

			　──やっぱり、この部屋には誰かが……。

			　詩月の思考はそこで断ち切られた。

			　大窓の部屋は寝室だったのか、天蓋付きのベッドが残されていた。不気味なほどベッドは綺麗で、よく手入れされていた。

			　そして、そのベッドに誰かがこちらに背を向けて腰掛けている。その脇には布製のトートバッグも投げ出されていた。

			　長い髪と身体つきから、後ろ姿だけで女の人だと分かる。ブルゾンを羽織った、詩月よりも年上の人。

			　幽霊にしてはあまりにもくっきりと、彼女はそこに存在していた。よく手入れされた艶やかな黒髪。耳元で光るピアス。詩月よりもはるかに健康的な肌。すべてが透けることなくそこに在る。

			　それでも彼女こそが、噂の幽霊なのだろうか。

			　詩月は扉を半開きにしたまま動けなかった。

			　彼女は夕日に目もくれず、俯き、泣いているようだった。その肩は震えていて、啜りあげる微かな音が聞こえた。

			　彼女は寄る辺のない背中をしていた。周りから己を守るように、身体を丸めていた。

			　自分が入ってきたことに気がつかないのも、それだけ心が悲しみでいっぱいになっているからなのか──大人が泣いているところを見るのは初めてだった。

			　吸い寄せられるように彼女のもとへ近づく。ゆっくりと回りこみ、彼女の前に立つ。背後から声を掛けて驚かせたくなかった。

			　そして詩月は勇気を振り絞った。

			「泣いて、いるんですか……？」

			　その言葉を聞いて、彼女は顔をあげた。

			「あの……」

			　しばしの沈黙の後、詩月は真っ直ぐに自らの気持ちを口にした。

			「泣かないで、ください」

			　詩月は彼女の涙を自分の涙のように感じた。スカートのポケットからハンカチを取り出す。私物にもうるさい母を説得して買った、花柄の可愛らしいものだ。大人びた彼女には不似合いだったけれど詩月はこれしか持っていなかった。
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			　ぎこちなく歩み寄ってハンカチを差し出すと、彼女もためらいがちに手をのばし、受け取ってくれた。

			　そして彼女はそっと涙を拭った。しばらく目を瞑ってから、再び詩月と向きあう。

			　もう、泣いていなかった。

			「ありがとう。優しいんだね……」

			　彼女は微笑んだ。芯の通ったはっきりとした声だった。

			　まだ涙を堪えているような、彼女の危うげな笑顔に心をかき乱されて詩月は赤面した。

			「あッ、えっと……うぅ」

			　この人にこれ以上泣かないでほしい──その気持ちだけで動いてしまった詩月は次にどうすればいいのか分からない。

			　詩月が俯いていると、彼女は自分の隣をぽんぽんと叩いた。

			「ねえ。座って？」

			「は、はいっ」

			　詩月は彼女から離れた場所に腰掛ける。やはりベッドは手入れされているようで、マットレスは柔らかく、その表面も汚れていない。スクールバッグを足元に置いて、詩月は膝の上でぎゅっと拳を握りしめる。勢いだけで知らないお姉さんに声を掛けてしまった。初対面の、それもさっきまで泣いていた人と話すべきことが思いつかない。

			「私がいて、驚いたでしょう？」

			　お姉さんの気配が濃くなる。彼女が身体を詩月の方へずらしてきたからだ。わざわざ距離を置いたのにあっさりとその隙間を埋められてしまい、詩月はびくりとした。

			「やッ、そんなことないです……。忍びこんだのは、わ、わたしですし」

			　詩月は首を振った。お姉さんはくつろいでいて、よそ者ではないように感じられた。この洋館の元の住民なのか。それともやはり幽霊なのか。詩月の考えをよそに彼女は身をかがめて、詩月と目を合わせる。整った顔が詩月の間近に迫る。

			「ふふ、確かに。ねえ……どうしてここに来たの？　ええと……あなた、名前は……？」

			　知らない人と目を合わせて話していることに耐えられず、詩月は視線を下げた。すると彼女の胸が目に飛びこんでくる。シャツを押しあげていて、とても大きい。自分とはまったく違う身体つきに詩月はたじろぐ。そんなところをじろじろ観察するのは憚られて、慌てて相手の肩あたりに視線を集中させる。それからやっとの思いで詩月は自分の名前を伝えた。

			「さ、幸浦です。幸浦詩月」

			　たどたどしく漢字でどう書くのかも伝えると、彼女は目を閉じて、そっとその名前を呟いた。

			「さ・ち・う・ら……幸浦詩月ちゃん、ね。教えてくれてありがとう。私は光み紗さ。会え野の光紗っていうの。よろしくね、詩月ちゃん」

			　光紗はシーツに指で文字を書いた。初対面でいきなり名前を呼ばれているのに、詩月は気にならなかった。声を聞くだけで身体がぽかぽかと熱くなった。隣の光紗を妙に意識してしまい、詩月は身体をずらして、光紗から離れようとする。すると同じ距離だけ、光紗は近づいてきた。彼女の間合いの近さに詩月は動揺する。

			「詩月ちゃんはどうしてこんなところに来たの？」

			　しっかりと目を合わせて、再びの問い。詩月は落ち着きなく視線を彷徨さまよわせる。

			「わたし、塾に行きたくなくて……サボっちゃって、でもどこで時間を潰せばいいのかも分からなくて」

			　これじゃ説明になっていない。記述問題なら零点だ──追い詰められた詩月は光紗を見つめかえした。ちゃんと説明できなければ、追い出されてしまう気がした。まだ塾が終わるまで長い。すべきことも分からないまま街に戻るのは祟られるより恐ろしかった。

			「詩月ちゃんも、どこかに逃げたかったの？」

			　そんな詩月に光紗はそっと囁ささやいた。その顔はもう泣き止んだというのに、まだ寂しげだった。

			　逃げる──その言葉を聞いて、弾かれたように詩月は頷く。

			「わたし、一人になりたかったんです。ママに見張られない、わたしだけの時間がほしくて……」

			　なぜか光紗なら分かってくれる気がした。詩月は胸の裡をあらわにする。それは何の根拠もない、甘い期待だった。しかし詩月を受け止めるように光紗は彼女から目を離さない。ただ穏やかに詩月の言葉を待っている。

			「そっか……厳しいんだね、詩月ちゃんのお母さんも」

			　光紗の言葉から、詩月は彼女も息苦しい家庭に身を置いているのだと察した。

			「帰らなきゃいけない時間まで、あとどれぐらいあるのかな。いいよ、お姉さんと一緒にサボっちゃおう？」

			　詩月は息を吐いた。

			　同時にまた不安が忍び寄ってくる。これから光紗と何をすればいいのだろう。ひとりであれば洋館を探検し、庭を眺めてすごすつもりだった。しかし詩月は光紗と出会ってしまった。彼女を無視して勝手なことはしたくない、だからといって話すこともない。

			　これ以上留まっていると、彼女をきっと退屈させてしまうだろう。

			「わたしなんかといても、つまらないと思います……」

			「そんなこと、言わないで」

			「でも……」

			「なら教えて。詩月ちゃんは、何がそんなに怖いの？　私には聞くことぐらいしかできないけど……お姉さんとして、相談にのりたいな」

			　詩月は胸を押さえた。ここに母はいない、母は何も知らないでいる。自分にそう言い聞かせる。自由になれると思って遠くまで来ても母の幻は未だに消えていない。

			　光紗はじっと詩月を見つめていた。詩月から本音を引き出そうとするように。

			　詩月の家庭は他人と少し違う。誰かに家のことを話したことはない。母がそれを許していないことは分かっていた。

			　詩月が言葉を詰まらせていると、光紗の両手が詩月の握りしめた拳を包んだ。ひんやりとして柔らかかった。

			「さっき、私に泣かないでって言ってくれたでしょ。今度は私が詩月ちゃんを元気にしてあげたいの」

			　光紗の声はどこまでも優しかった。蓋をしたはずの感情がこぼれ始める。もういやだ、苦しい、助けて──ずっと飲みこんできた言葉達が詩月を決壊させた。

			「わたしのママ、昔からずっとわたしを見張っていて……。あの人の浮気が分かって、別居しちゃってからもっと厳しくなって！　わたしの全部が、ママに決められてる！　これから先のわたしの未来が、何もかも、ママのものにされてる……！」

			　何年間も我慢し続けていた思いは一度決壊すると、もう止まらなかった。

			　いつしか詩月は泣き叫んでいた。これまでずっと、泣くことも怒ること、もみっともないからやめろと言いつけられてきた。

			　光紗は詩月の手を握って、ずっと話を聞いていた。その手に引かれるように詩月は澱んでいたものを吐きだしていく。本心を打ち明けるにつれて、身体が軽くなる。こんなに重くてどろどろしたものが自分の底に沈んでいたのだと、ようやく詩月は気づくことができた。

			　

			×××

			　

			「詩月ちゃん、ずっと頑張ってきたんだね」

			　話すことがなくなったころには日が沈んでいた。時間を忘れるほど夢中になって話をするなんて詩月には初めての経験だった。

			　電灯もないのに部屋が明るいことに詩月は今更気づく。

			　光紗の後ろを見ると古めかしいランプを模したランタンがベッドの上で灯っていた。彼女が持ちこんだものらしい。オレンジ色の柔らかな光は詩月の気持ちを落ち着けてくれた。

			　冷静になった詩月は黙りこんでしまう。一方的に喋ってばかりだったのがとても恥ずかしかった。

			「ご、ごめんなさい。話してたら……止められなくなっちゃって」

			「謝らなくていいよ」

			　光紗は深々と頷いた。

			「お母さんに分かってもらえないのって、悲しいよね。私にもちょっとだけ分かるよ」

			　目を伏せる光紗に詩月は胸をざわつかせる。光紗がここで泣いていたのも家で何かがあったからなのかもしれない。彼女の涙の理由を詩月はまだ知らなかった。

			「もっとお話を聞きたいけど、時間は大丈夫？」

			　詩月は慌てて携帯を取り出した。午後八時。二時間もここで光紗に話を聞いてもらっていたらしい。時間の流れに詩月は動揺する。

			　あと三十分ほどで塾の授業が終わり、母が駅まで迎えにやってくる。

			　サボっていたことが気づかれるのだけは避けなければならなかった。

			「どうしよう……帰らなきゃ……」

			　忙しなくベットから立ち上がると、光紗もランタンを持って詩月に続いた。

			「外まで案内するね、暗いと危ないから……」

			「ありがとうございますっ」

			「ほら、詩月ちゃん」

			　笑顔と共に手を差しだされ、詩月はたっぷりうろたえてから光紗と手を繋いだ。

			「ふふ……行こうか」

			　光紗に手を引かれて、詩月は歩きだす。廊下に出ると洋館は別世界になっていた。夜の廃墟は真っ暗闇で足元も見えない。虫の音や木々のそよぎがやけに大きく感じられる。繋いだ手に力を入れてしまうと、光紗は握りかえしてくれた。

			「ふふっ、こうしていたら怖くないよね」

			「はいっ！　へっ、平気になりました！」

			　詩月はぴったりと光紗にくっついていた。彼女とランタンの明かりだけが詩月の頼りだった。洋館から出ると、また青い百合が目の前に広がる。その花弁は夜に溶けこんでいて、花園を進むと服と花弁の擦れあう音だけが聞こえた。やがて入り口を塞ぐフェンスがおぼろげに見えてくる。帰らなくてならないのだと、否が応でも実感させられてしまう。

			　もっと一緒にいたいのに──光紗の横顔を見つめると、なんだか身体がぽかぽかしてきて落ち着かない。ずっとこの心のゆらぎを感じていたかった。

			「ここからは、もう大丈夫だよね？」

			　その言葉を聞いて、詩月は思わず彼女の手を引いた。

			「……ごめんね。私はもうちょっと、残っていたいの」

			　詩月の気持ちを察したように光紗は首を振った。詩月は何も言えず、手を離す。彼女はまだここに用があるらしい。邪魔は、できない。

			「ここからなら、大丈夫です！　ケータイにライトもついてるし」

			　詩月は精一杯元気に振る舞ってみせた。キッズケータイのライトはあまりにも心許ないが、一本道を進むだけなら迷うことはないだろう。

			「本当にごめんね」

			「い、いいんです。わたしこそごめんなさい。会野さんに変なこと話しちゃって」

			「そんなことないよ……」

			　詩月は不安げに光紗を見あげた。

			　そんな彼女に光紗は微笑みかけて、それから──

			「今日はありがとう。詩月ちゃんに会えて、よかったよ」

			　光紗は詩月を抱きしめた。身体を屈ませて、小さな彼女を包みこむように。その手からランタンが落ちて、転がる。

			「ひゃっ！　うぅう……！」

			　詩月は頭が真っ白になってしまった。

			　思考が光紗の身体に圧倒される。光紗の身体は大きく、柔らかく、なにもかも詩月とは違っていた。ちょうど彼女の大きな胸元に鼻先が埋まってしまって、レモンのような爽やかな香りが詩月の鼻腔びこうを満たす。緩やかな息遣いを首筋に感じる。身体に回された腕の力は驚くほど強く、しっかりと詩月を引き寄せてくる。おかげでお腹のあたりまでくっつきあってしまった。

			　こんなスキンシップは詩月の経験にないものだった。半ば押しつぶされて、全身に光紗の存在を焼き付けられているような感覚。やり場がなくてだらりと下がっていた両腕をおずおずと光紗の背中に回す。光紗のぬくもりを手のひらに感じた。

			　爆発しそうな胸の鼓動。やがてそれを意識する余裕すらなくなってしまう。詩月はつま先立ちで光紗と一つになる。

			　──会野さんは幽霊じゃない。こうしていると、ちゃんと会野さんのことを感じるもん。

			　心からそう思った。

			「あ……」

			　ようやく光紗が離れた時、詩月は甘えるような鳴き声を漏らしてしまった。まだ身体のあちこちに光紗のぬくもりが残っていて、くらくらする。

			「来週の夕方も私はここにいるから。また来てほしいな。今度はここを案内してあげる」

			「はッ、はい！　会野さん」

			　うわずった声で詩月が返事すると、光紗はいたずらっぽく詩月の頭を撫でた。

			「ふふ、次は私のことも名前で呼んで？　約束だからね、詩月ちゃん」

			　落ち着いたはずの気持ちが、まためちゃくちゃになる。

			　光紗さん──と口に出しかけて、あまりの気恥ずかしさに詩月は顔を隠した。もうまともに話せる気がしなくて、逃げ出すように詩月はフェンスに向かう。身体をぶつけながら、詩月は向こう側へと抜けた。今日はもう帰らないといけなかった。

			「また来ますっ！」

			　でも、最後にこれだけは──詩月は振り返り、フェンスの隙間から声をあげる。ランタンを拾おうとしていた光紗がこちらを向いて微笑んだのを見届けてから、詩月は走って駅に戻った。

			


			×××

			


			　母と二人きりの夕食は一人で食べる昼食よりも寒々しい。詩月は黙々と夕食のベジタブルカレーを口に運ぶ。食べなれた味。ろくに顔も見たことがない、家事代行の人の料理。自分も母も家事をしている余裕がない。家は二人が外にいる間に、家事代行の人が手入れしている。ここは帰って寝るためだけの空間だ。

			「詩月、今日の塾はどうだったの？」

			　母の呼びかけに、詩月はスプーンを取り落としかけた。

			「今日は長文読解がメインだった。ここ数年で頻出の形式なんだって……」

			「そう。前の模試はどれもトップだったけど記述問題は取りこぼしがあったでしょう？　しっかりやっておきなさい。今後のためよ」

			　母の指示に詩月は逆らえない。自分と違う強烈きょうれつな意志をたたえたあの目に射すくめられると、身体が勝手に頷いてしまう。母と自分はなにもかも違っている。顔つきも背の高さも心の強さも母から受け継ぐことはできなかった。

			「うん、分かってる」

			　そこで会話は途切れる。広いリビングで聞こえるのは食事の音だけ。母は勉強の進度しか聞かないし詩月も他に話せることがない。

			　今日、塾をサボり、光紗に出会ったことを伝えたら母はどんな顔をするだろう──怖くて、想像もしたくなかった。

			「ごちそうさま。お風呂入ってくるね」

			　遅い食事を終えた詩月は手早く食器を片付けて部屋に着替えを取りに行く。これで今日の会話は終わりだ。これから母は遅くまで持ち帰った仕事にとりかかる。

			　ひとりで子どもを育てることがどれほど大変なのか、詩月も娘として分かっているつもりだ。それでも干渉は息苦しい。娘と接する時間のなさを誤魔化すように母の圧力は日々強まっていく。

			　家にいる時、詩月はずっと口をつぐんで息を止めている。まるで水の中に潜っているように。

			


			「はぁ……」

			　シャワーを浴びて、自室のベッドに潜りこんでから、詩月はやっと緊張を解いた。このひとときが家では唯一の息継ぎできる時間だ。

			　母の定めた消灯時間まであと三、四十分ほどある。普段なら本棚から読みかけの小説を取り出すところだけれど、今夜の詩月は何もせず、仰向けに天井を眺めていた。頭に浮かぶのは洋館での記憶ばかりだった。

			　思い返してみるとあのひとときは夢のようで、現実味がない。そんな不思議な体験で最も強く記憶に焼き付いているのが光紗の存在だった。

			　光紗の涙、声、顔つき、手のひら、そして抱きしめられた時のぬくもり。光紗の一つ一つが、詩月の中で生々しい実感を伴って息づいていた。

			　──また来てくれたら嬉しいな。

			　光紗の言葉を詩月はリピートする。来週の夕方も彼女は洋館で自分を待っているのだという。

			　彼女と会いたいのなら、また塾をサボらなくてはいけない。もう心は決まっている。だって誘われてしまったのだから仕方ないではないか。

			「光紗さん……」

			　詩月は囁くようにその名前を呼んだ。今度は名前で呼んでほしいと彼女は言っていた。今のうちから練習しておきたかった。

			「みささん……光紗さん……」

			　名前を呼ぶたびに、詩月の奥で何かが膨れ上がってくる。抱きしめられた時のように身体が熱くなってきて頭に白いもやがかかってくる。

			　──詩月ちゃん。

			　名前を呼んでいると、光紗の返事が聞こえてくる気がした。なんだか耳までぞくぞくとしてくる。来週になったら、たくさん呼んでもらえる。考えるだけでたまらない。

			「光紗、さん！　みさ……っ！」

			　膨れ上がったものが、ぷつりと裂けるのを詩月は感じた。その裂け目からどろどろしたものがあふれ出てくる。もう、我慢できなかった。

			　詩月は自分のパジャマをまくりあげた。

			　ブラを着けていない裸の胸があらわになる。

			　これまで、寝る前に詩月がしていたことは、読書だけではなかった。

			「ふーっ、ふぅう……」

			　息を潜め、シーツの下でおもむろに両脚を開く。とてもはしたない格好をしているという自覚が、身体をさらに熱く滾たぎらせる。

			　詩月は自慰が大好きだった。

			　きっかけは読んでいた少女小説。学生向けの青春物語で、女子剣道部の先輩と後輩が大会を目指す中で絆を深めていく、そんな内容だった。そこに少しだけ先輩と後輩が結ばれる場面が書かれていた。ごくわずかな描写だったけれど、まだ初等部だった数年前の詩月にはそれだけで充分だった。

			　触れてはいけないとされる部分に触れるとどうなるのか──好奇心から始まった行為に詩月はあっという間に嵌まりこんだ。今や詩月は毎晩自慰に耽ふけっている。弄いじられ続けた身体はすっかり快楽に弱くなってしまった。

			　なにより自慰に溺れている間は不安も恐れも溶けて、気持ちいいことだけが頭を満たしてくれる。だから詩月は今晩も、自分の身体を快楽に捧げてしまう。

			「はぁ、はぁ……」

			　まずはじめに詩月は自分の胸を両手で包んだ。マッサージするように手のひら全体ですりすりする。すぐに呼吸は乱れ、乳首がじんわり硬くなってくる。
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			「……っ、あ、ぁぁ！」

			　──これから、いっぱいいっぱいオナニーする。

			　身体のスイッチを入れて、詩月は頭の中を桃色に染めあげる。

			　気持ちが高まってくるに従って、詩月は手の動きを激しくしていく。

			　手のひら全体でやわやわと揉みながら、指で胸の先を擦るのが、お気に入りのやり方だった。そうすると、胸から頭まで痺れるような快感が走ってくれる。

			　──ずっと触っていたから、こんな風になっちゃったのかな。

			　何度も指を動かしながら、詩月は自分の身体を恥じる。

			　詩月の胸は乳首と乳輪だけが他人より大きかった。乳首は小指の先ほど長くて、乳輪は指三本では隠せないぐらい広い。

			　プールの時間や修学旅行のお風呂でしか見たことはないけれど、クラスメートのそこは自分よりも小さく、色も薄かった。それに、乳輪がぷっくりと膨らんでいるのも変だと思う。パフィーニップルという言葉を詩月は知らない。

			　きっとみんなは自分ほどアレをしていないから──そう考えると恥ずかしくてたまらないのに、詩月はどうしても自慰をやめられずにいる。気持ちよくて、ふわふわして、すぐに我慢できなくなってしまう。今も、指先でころころと転がすのを止められない。

			「ひぅうっ、ぅぅう！」

			　たっぷりといじくりまわしてから、詩月は硬くと尖った胸の先をきゅっとつまんだ。痛くならないぎりぎりの力加減を、彼女はよく心得ている。胸から頭に流れている痺れが急に強まって、何も考えられなくなる。身体をぐっと反らし、ベットを軋ませる。脚のあわいがひくりと動く。内ももを擦り合わせて、詩月は喘ぐ。どうして腕は二本しかないのだろう、胸をいじめていると、気持ちいいところを全部触れない。

			「きもちぃい、ちくびきゅってするの、すきっ、すきぃいっ……」

			　乳首責めを続けながら、詩月は自分自身に囁きかける。している時は、普段絶対に言えないことでも平気で声に出せた。いやらしい言葉を口にする方が気持ちいいからだ。

			「みさ、みささぁん……あっ、あ、んいぃっ」

			　名前を呼ぶと光紗の思い出が頭で輝いた。光紗の思い出と気持ちよさが混ざり合って、詩月をかき混ぜる。怖いとさえ感じるのに自分をコントロールできない。腰が知らないうちに浮いて、触ってほしさにゆらゆらと動く。

			　これまでの詩月は身体に触れる時、何かを〝使ったり〟はしなかった。恋愛小説の控えめな描写から、貧相で曖昧な〝いやらしいこと〟の光景を思い描くのが精一杯だった。ネット環境は家の共用パソコンと学校にしかなかった。いやらしい本を他人から隠し通す自信もなかった。強すぎる欲望に反して、詩月の知識はあまりに乏しかった。

			　誰かを想いながら欲望を燃やすことの快楽が詩月を覆い尽くしていく。

			「う、う……っ、くふぅう」

			　快感で我を忘れる前に、詩月は胸から手を離した。どれだけたまらない気分でも焦らした方が後から何倍もの快感を味わえる。これまでの経験から学んだことだ。

			　触りたい、抓りたい、こちょこちょしたい。そんな衝動を抑えこんで詩月は荒い息遣いで自分の胸を見つめる。さんざん弄られた詩月の乳首は周囲ごとぷっくりと盛り上がり、張り詰めていた。広い乳輪が充血してぎゅっと縮まっているのが分かる。軽く身体を揺すると、小さな乳房も揺れる。自慰を始めてから、乳首はとても敏感で立ち上がりやすくなった。色も濃くなってしまっている。身体を肉欲のために作り替えたのだという自覚すら、今の詩月には震えるような快楽をもたらす。

			「あ……！　んんんん……あー……っ」

			　詩月は乳首を爪先でくすぐる。触られるのを待ちわびていたそこは、鋭敏な刺激を余すことなく詩月にぶつけた。手と胸だけに感覚のすべてが集まってくる。口の端から涎が垂れてしまう。

			「……ふっ、う、っく、くううぅ！」

			　もうじきおしまいが、やってくる。

			　普段なら昇り詰めてしまいそうになると一度ぐらいは手を緩めるのに、今夜の詩月にその余裕はなかった。乱暴に動きを速めて、一息にそこまで駆け上がる。

			　急に高まる感覚が頭を弾けさせる。我慢、できない。そう感じた詩月は焦るようにシーツを引き寄せて、噛みしめる。大声を出して、母に聞かれたら大変なことになる。

			　はしたなく髪を振り乱して、最後に詩月は思いきり自分の胸を引っぱった。

			「みっ、しゃ、あぁ、あ、ふぐうぅうう……っ」

			　最後に呼びたかった彼女の名前は形を失って、鳴き声のようなものに変わってしまった。

			　身も心も蕩とろけて、詩月は飛び散ってしまう。後頭部を枕に押しつけ、彼女は薄い身体を弓なりにした。力がこもりすぎたせいでお腹がぐっとすぼまり、足指がシーツを固く掴む。それから詩月はぐったりとベッドに身を預けた。

			「はーっ、はぁあ……」

			　汗ばんで張り付いた前髪をかき分けようともせず、詩月は余韻に浸りながら、飛び散った自分を掻き集めていく。繰り返し開発したものだから、乳首だけでも簡単に達してしまう。そんな自分が恥ずかしいのに、どうしてもやめられない。

			　それにしても、今日は明らかにやりすぎだった。詩月はのろのろとベッドから降りてドアを少しだけ開ける。隙間からリビングをうかがうと、母は黙々と仕事をしていた。外に音は漏れてなかったと信じたい。こんなことをしてるなんて母にばれたら自分は死んでしまう。

			　胸を撫で下ろしたところで、詩月は下半身の違和感にため息をついた。

			「うぅ、やっちゃったぁ……お気に入りなのにぃ……」

			　秘所が冷たい。脱ぎ捨てるのを忘れていたショーツがそこにべったりと張り付いている。普段は汚れてしまいそうだと感じたら脱ぐようにしているのだけれど。詩月は呻きながら、パジャマごとショーツをずり下ろし、確かめる。クロッチにはおつゆがてかてか光るほど染みこんでいた。ズボンにまで染みている。こんなものを洗濯機に入れるのはまずい、自分でこっそり洗って部屋で乾かさないと。

			「ごめんね、明日綺麗にしてあげるから」

			　詩月はのろのろと起き上がって、学習机に向かう。そこからビニール袋を取り出して、べとべとのショーツをそこに放りこむ。替えのショーツに履き替えてから身体も拭いておく。後のことは、明日するしかない。おととし、達した時に漏らしてしまって以来、詩月は部屋だけで後始末できるようにしていた。半泣きになりながら湿ったシーツをごまかしたあの時のみじめさに比べれば、下着ぐらいどうってことない。

			　まだ下半身に湿り気を感じながらも、詩月はベッドに倒れこむ。心は落ち着いても、まだ身体は熱が引いていない。胸もまだ敏感なままで、パジャマが擦れるだけでも弱く反応している。そっと、おへその下を撫でる、ズボンの中にまで手を入れる。今夜は秘所にまだ触れていない。そこにじわじわ熱が籠もるのを感じ、詩月はささやかな茂みをかき分けて、剥き出しの秘所に触れた。

			「光紗……さん」

			　詩月は天井を見つめ、自分をかき乱した人の名前を呼ぶ。秘所を撫でる手の動きは、ゆっくりと優しいものを心がける。さざ波のような気持ちよさに身を委ねながら、詩月は考える。

			　なぜ光紗を思いながらすると、おかしくなるぐらい気持ちよくなれるのだろう。

			　──わたしは光紗さんのことが、好きなのかな。

			　詩月は好きという言葉を反芻はんすうする。自慰行為は本来好きな人を思ってするものらしい。クラスの子が教室に持ちこんでいた雑誌にもそんな記事があった。

			「ううん……」

			　詩月は寝返りをうつ。その感情はよく分からなかった。まだ彼女は物語の中でしか恋に接したことがない。

			　しかしそれでも、詩月は自分が女性に惹かれる人間だと自覚している。綺麗、かっこいいと思うのは年上のお姉さんばかりだ。恋愛小説も女性同士のものばかり集めている。

			　ただ、光紗への思いは単に綺麗だとかかっこいいだとか、そうしたものではなく、もっと激しいものだった。その感情の正体が詩月には分からない。好きがどういうものなのか説明できないから。

			　光紗と過ごした時間はたったの三時間ほど。あの人のことを自分は何も知らない。偶然出会っただけで、あの人が泣いていた理由さえ聞いていない。それなのに光紗との思い出は途方もなく膨らんで、心を占めている──それが詩月には不思議だった。

			　これまでの世界が自分と母とそれ以外だけだった詩月にとって、光紗への気持ちは正体不明のものだった。欲望は身体で理解していても、恋を彼女は知らなかった。光紗を前にして湧き上がるものはたくさんの感情が入り交じったシチューのよう。その中にあるかもしれない好きの形が詩月にはまだ分からなかった。

			「……ん」

			　光紗への感情を考えているうちに、詩月は彼女に抱きしめられたことを思い出す。子どもとは違う柔らかい身体、大人のお姉さんのぬくもり、そうしたものが詩月の頭をくすぐる。お腹の奥が熱くなってくる。

			　答えの出ない疑問から逃げるように、また詩月は自慰を始めてしまう。

			「あっ、ふあぁぁあ、いいぃ……！」

			　さきほどの乳首責めで、まだ秘所は温んでいた。改めて準備をする必要はなかった。中指を淫裂に挟みこんで、そのまま入り口にさし入れる。昔は綿棒一本で精いっぱいだったのが信じられないほど、そこはたやすく中指を飲みこんでしまう。

			　下半身に走る感覚に詩月は安心する。気持ちよくなりたいという欲望はずっと親しんできたもので、そこには何の悩みもない。

			「ううぅっ、んんんんっ」

			　浅いところをゆるく擦りながら、また詩月は両脚を開いていく。もう片方の手はシーツを握り、口元に押し当てる。思い切り声が出せれば、もっと気持ちよくなれそうなのに、家ではいつもこうだ。

			　光紗のことが好きかどうかは分からない。けれど光紗に対して、いけない気持ちが湧いているのは間違いなかった。他人に欲望を向けることへのためらいも、秘所の疼きがせき立ててくるせいで、詩月を止めることはできなかった。

			　──こんなことしてるなんて、秘密にしておかないと。

			　しかしどれだけ喘ぎ、悶えても、罪悪感は完全に拭い去れなかった。好意は分からなくても悪意や嫌悪はよく分かる。母の顔色ばかりうかがっていたせいだ。こんな汚れた欲望をさらけ出せば、きっと光紗に嫌われてしまう。

			　──来週また光紗さんに会える。

			　もっとあの人をよく知れば、欲望とは別に存在する、説明できない気持ちの正体も分かるのだろうか。

			　──早く時間が過ぎればいいのに。

			　いつもより夜更かししながら、詩月は来週の金曜日が早くやってくることを祈っていた。

			　先の予定を楽しみにするなんて、これまで一度もなかったのに。

		

	

			第二章　呪縛

			


			　これまでずっと空を眺めていた。この洋館で変わりゆくものは空だけだった。

			　今は庭ばかり見てしまう。あの子が庭を訪れる瞬間を見届けたくて。

			　光紗はそわそわと寝室の窓を眺める。あの子──詩月が来てくれたら、すぐに迎えに行くつもりだった。

			　もうすぐ日が沈む。あの子がここに来たのも、今ぐらいの時刻だった。あの子は森を抜けようとしているところだろうか、それともフェンスを通り抜けようとしているところだろうか。

			　一人で笑みを浮かべ、光紗は自分の口元を隠した。どうしても浮かれてしまう。約束を交わした人がやってくる。そんな当たり前がたまらなく幸せに感じる。

			　いてもたってもいられず、光紗は庭で待っていようかと窓から離れる。だけど降りている間に入れ違いになるかもと思い、また窓に張り付く。

			　──私がこんなに浮かれていると知ったら、詩月ちゃんは不思議に思うかな。

			　庭を見つめながら、光紗は詩月のことを想う。

			　自分がこれほど詩月を待ちわびていることを彼女は知らないだろう。あの日、詩月の来訪がどれだけ嬉しかったのか、教えてあげたい。

			　あの日も光紗は打ちひしがれていた。

			　大切な約束が破られたことに気づいていて、それでも相手を恨むことができなかった。会いに行くことも、待ち続けることもできず、涙を流すことしかできなかった。この悲しみが誰にも届かないのだと、分かっていても。

			　しかし、光紗のもとに詩月はやってきた。光紗の涙を拭うために手を差し伸べてくれた。

			　それだけで光紗は救われた。胸の底にあったどす黒いものが流れ去っていくのを感じた。

			　だから、光紗は詩月のためになんでもしてあげたかった。

			「詩月ちゃん……早く、早く会いに来てね……」

			　光紗は窓ガラスに触れた指先に力をこめる。

			　約束したから、あなたに名前を呼んでほしいから、大好きだから、早くここに。

			　早く、早く早く。待っているから。

			　また約束が破られたら、私は──

			　光紗は詩月を繋ぎ止めるためならばなんでもするつもりだった。

			　もうずっと、光紗は廃洋館に囚われている。

			　

			　

			×××

			　

			　詩月は塾に向かっていた。午後五時。いつもなら塾が始まるまで、思い悩むだけの時間。だけど、今日の詩月の足取りは軽やかだった。

			　どうせサボるのだから駅から直接洋館に向かうこともできた。しかし詩月は用心深かった。安心して光紗と会うために、星良に頼み事をしなくてはならない。

			　星良を頼ってしまうのは気が引けるけれど、光紗に会うためなら、何だってできる気がした。

			　一刻も早く光紗に会いに行きたくて、詩月は走り出してしまう。あの人のことばかり考えていたら、約束の日はあっという間に訪れた。

			　光紗との出会いは、詩月の日々を一変させた。次会う時は何を話そう、あの人は何を教えてくれるのだろう──そんな考えで顔がほころぶのを、詩月は何度も我慢しなくてはならなかった。家でも学校でも心は洋館に飛んでいた。光紗との再会で何が起こるのか、詩月には想像もつかなかった。

			　これまで、詩月にとって分からないことは苦痛だった。

			　問題が分からなければ点数が下がる。将来が分からなければ不安で胸が締めつけられる。

			　しかし光紗にまつわる謎は、そうしたものとは異なっていた。

			　謎の答えが気になって、気持ちが前へと乗り出していく。

			　あれからどれだけ考えても、詩月は光紗への感情に名前をつけることはできなかった。

			　憧れも親しみも感謝も、あらゆる感情が混ざった心の大鍋。そこにはきっと、自分が知らない気持ちも隠されている。

			　そして、詩月は欲望が膨らんでいくことも止められずにいた。

			　昨晩も詩月は光紗を想いながら自慰に耽っていた。この一週間、毎日してしまっている。今日なんて我慢できず学校のトイレで弄ってしまった。発散させた方が落ち着いて光紗のことを考えられる──そんな理屈で彼女はますます身体を桃色に染めあげていた。

			「……よしっ」

			　塾に着いた詩月はバッグの携帯を握りしめた。

			「あのっ、遊阪さん！」

			「うん？　なんかテンション高いね」

			　フロアに着くと、詩月は星良に駆け寄った。彼女よりも先に話を切り出す。

			「どうしてもお願いしたいことがあって」

			「あたしに？　どしたの」

			「……携帯、預かってほしいの」

			　星良の目を見て、詩月は両手で携帯を差し出す。

			　詩月の顔と手を交互に見つめ、それから星良は首をかしげた。

			「なんで？」

			「この携帯……ＧＰＳついてるから。サボってるのがばれたら大変なの」

			　もしも母が自分の行動まで監視していたら──それは見過ごせないリスクだった。

			「ふぅん？　幸浦んとこの親ってそこまでやるの？」

			「先週は大丈夫だったし、気にしすぎだとは思うけど……」

			　母に対して詩月は楽観的になれなかった。

			　サボりがばれてしまえば元の生活に逆戻りだ。慎重すぎるぐらいでちょうどいい。

			「授業が終わるぐらいには戻ってくるから。お願い、遊阪さんっ！」

			　星良は考えるように腕を組んだ。突き出したままの詩月の手が震える。

			　やっぱり駄目だろうか。図々しいお願いだと自覚はしている。それでも洋館に向かう前にできることは何でもしておきたかった。相手の顔色をうかがいがちだった自分がこんな大胆になったのも光紗と出会ったから。

			「お、お礼とか……わたしにできることなら」

			「いいよ。もし携帯が鳴ったりしたらどうすんの？」

			「え！　マナーモードにしてるし、放っておいていいよ」

			　詩月が手を引っこめようとしたところで、星良は彼女から携帯を受け取った。あたしは小学生ん時からスマホだったなぁ、と呟きながら彼女は詩月の携帯をまじまじと観察する。

			「つか今週もサボるんだね。どっかいいとこ見つけたの？」

			「ええと、ちょっとね」

			　詩月は言葉を濁す。光紗との関係は自分だけのものにしておきたかった。

			「お礼はぁ、今度ここのパフェ奢ってよ！　あんまサボってばっかだとアレだから、塾ない日とかにこの辺で待ち合わせしてさ」

			　詩月の態度を気にせず、星良は自分のスマホを彼女に見せる。そこに映っているのは赤と白のコントラストが美しい苺パフェだった。値段はお小遣いに響くけれど、確かにとてもおいしそうだ。こうした店をすぐに提案できる星良が詩月は羨ましかった。

			「……わたしも？」

			　誰かとおいしいものを食べに行くなんて、自分とは一生縁がないと思っていたのに。

			「そりゃ、あんたの奢りなんだから一緒に付き合ってくれないとさ？」

			　明るく笑う星良に詩月は言葉がなくなる。

			　──もしかして、わたしと遊阪さんって友達だったのかな。

			　そんな質問をすると笑われてしまいそうで、ただ頷く。勝手に築いていた壁が消えていくのを感じた。許されたという感覚。それは光紗への感情が纏まとっている炎とは違うものを光紗に与えてくれた。

			「行ってくる！　ありがとう、遊阪さん」

			　詩月はもう一度だけ彼女に頭を下げた。星良にはいつか光紗のことも話そうと思った。

			「いってら。金曜日は絶対に授業受けるから、なんかあったらいつでも言っていーよ」

			「英語……ほんとに好きなんだね」

			「や、それもあるけど」

			　詩月の何気ない一言に星良は口ごもり、それから声を潜めた。他人に聞かれれば言葉にこめた祈りが届かなくなってしまうかのように。

			「白しら淵ふちセンセの授業はサボりたくないんだよねぇ。あの人の授業、面白いからさ」

			　英語の白淵先生を詩月は思い浮かべた。くせ毛でショートカットのお姉さん。目つきが鋭くて、怖い印象がある。授業もかなり難しい内容で、それを淡々と進めていくから振り落とされる生徒も多い。予習をしていれば分かって当然ですが──という前置きが白淵先生の口癖だ。英語が好きな星良にはその手強さがちょうどいいのか。

			「白淵センセって、ちょうかわいいじゃん？」

			　──遊阪さん、白淵先生のことが好きなのかな。

			　──……可愛いって感じの人だとは思わないけど。

			　星良のほのかに上ずった声と紅い頬を見て、詩月はそう思った。

			


			×××

			


			　空を見ると夜が近づいていた。一週間前よりも日が短くなっている。周囲は暗く静かだったが、詩月の心は輝いていた。道の先に、洋館の屋根が見えた。詩月は早足になっていき、ついには駆けだしてしまう。門までたどり着いてから、一休みする。遅刻したみたいに息を切らせた姿なんて光紗には見せたくなかった。

			　──落ち着こう。焦らなくてもあの人は待ってくれている。

			　時間をかけて髪と服装を整えた詩月は、気持ちを抑えながらフェンスに近づく。向こう側にある青い百合の花園は、一週前と同じように咲き誇っていた。フェンスの横の隙間を通って、敷地へ。焦りすぎて、制服を引っかけてしまいそうになる。

			　二階の窓を見あげると、そこに光紗はいた。詩月は飛び上がって手を振る。詩月に気づいたようで、光紗も窓を開けた。

			「いらっしゃい！　詩月ちゃん！」

			「す、すぐ行きます！」

			　光紗は落ちそうなほど窓から身を乗り出していた。そんな彼女に大声で返事する。勢いよく玄関の扉を開けて、土足で踏みこむ。階段を軋ませ、音を立てて廊下を走る。大声を出したり、人の家で走ったり、どれも普段ならあり得ないことだ。光紗に声をかけられてあれこれ気にする余裕が吹き飛んでしまった。

			「こんばんはっ」

			「ふふ、こんばんは」

			　詩月が寝室に入ると目の前に光紗は立っていた。詩月が何か言う前に、光紗はしゃがみこんで勢いよく彼女を抱きしめる。

			「約束、守ってくれたんだね……」

			　光紗の柔らかさが再び詩月を包みこんだ。頭が光紗への気持ちで弾けそうになる。スクールバッグが手から落ちて、横倒しになった。

			「また来てくれて、よかった」

			「わたしも……あいたかった……です」

			　そっと囁かれて、詩月の身体が震える。どうにか口にした返事は消え入りそうなほど小さかった。首筋に光紗が顔を埋めているのが分かる。汗臭かったりしないだろうか。

			　ずっとこうしていたかったのに、しばらくすると光紗は詩月から身体を離してしまう。もっと光紗に抱かれていたくて、詩月はおねだりするような視線を彼女に向けた。触れあうだけでこんなにも心を揺さぶられてしまう。

			「ね、もう一つの約束も覚えてるよね」

			　にこやかに促されて、詩月は俯いてしまう。光紗は名前で呼ばれたがっている。自慰で頭がふわふわの時は言えたのに、こうして彼女を前にするとスムーズにいかなくなる。

			「覚えてます……。み、み……みさ、さん」

			　どうにか口にできたものは名前というより、単なる音の連なりだった。

			「もういっかい」

			　光紗も納得していないようで、楽しげにやり直しを命じられる。詩月はさっきよりもお腹に力をこめた。

			「光紗さんっ」

			「なぁにっ？　詩月ちゃん！」

			　母以外に名前を呼ばれるのが、こんなに幸せだなんて。

			　詩月は瞳を輝かせて、言葉を継ぐ。

			「わたしに洋館のこと、教えてください」

			　詩月はまだ、ここがどうなっているのか何も知らなかった。

			　──今度は案内してあげる。

			　片時も忘れなかったその言葉を改めて意識する。この洋館は光紗にとってどういう場所なのだろう。彼女のことはなんでも知りたい。それが自分を振り回している感情の名前をはっきりさせてくれるだろうから。

			「うん。たくさん、教えてあげるね！」

			　光紗は立ち上がって詩月の手を取り、彼女を寝室の外へと連れ出す。

			　廊下は闇に沈みつつあった。それでも詩月の胸を占めるのは未知への期待だけだった。光紗が手を握っていてくれるのなら、どこへでも行けそうだった。

			　

			×××

			　

			　洋館を探検しつつ、光紗は自分自身のことも詩月に教えてくれた。彼女はこの洋館の持ち主だった老夫婦の孫で、Ｄ大の四回生なのだという。具体的な年齢を知ると歳の差を改めて感じ、彼女が一層大人に感じられた。そして、この洋館──蒼百合館が、今年で百十歳になることも詩月は知った。大正時代に建てられ、庭に多くの百合の花が植えられたことがその名の由縁。当時は和洋折衷のつくりが流行りで、外観に反して旅館のような玄関や畳敷きの部屋があるのもそのためだという。

			「幼稚園ぐらいのころは、まだおばあちゃんとおじいちゃんが住んでたの。この部屋でよく遊んでもらったんだ……。私、おばあちゃん子だったの。自分の家は退屈で……おばあちゃんの家が一番楽しかった」

			　洋館の奥まったところにある小部屋の前で光紗は目を細めた。在りし日の記憶を彼女は思い出しているようだった。

			　詩月もその部屋を見渡す。倒木が天井を壊し、壁にまでめりこんでいる。吹きこんだ雨風が畳を苔の絨毯に変えていて、部屋の真ん中では腐った床が大穴を作っていた。ぶら下がっている電灯は触れるだけで落ちてしまいそうだ。しかしそれでも、入り口の柱に刻まれた身長計の跡や変色したごわごわの古雑誌はそこに誰かの生活があったのだと教えてくれる。

			「でも、おじいちゃんが亡くなって、おばあちゃんも街に引っ越して……洋館はそれっきり。みんな、ここのことを忘れちゃった」

			「こんなに大っきくて豪華なおうちなのに……」

			　詩月は廊下を見渡した。まだ人が住んでいたころは素敵な洋館だったのだろう。自宅が狭い詩月にとって、広い家はそれだけで浮き立つものがあった。

			「広いけど便利な場所じゃないからね。先祖代々の土地だからって、開発もせず残してたけど……ちょっとした用事でもいちいち森を抜けなきゃいけなかったもん」

			「おうちに昔の記念写真とかないんですか？　見てみたいです！」

			「えっ」

			　光紗の思い出にもっと触れてみたい。それに、また会う約束ができれば──そう願ったことを詩月は後悔した。

			　詩月の言葉を聞いた瞬間、光紗の表情に影が差した。

			「光紗さん？」

			「あのね詩月ちゃん……写真、見せてあげたいんだけど……」

			　詩月は背中を炙られるような感覚に襲われる。光紗の態度は明らかにこの話題を嫌がっていた。母が機嫌を損ねた時のように場の空気が急に硬くなるのが分かる。

			　何かを間違えた。理由は分からないがとにかく、失敗した。

			「や、古い写真ですもんね。すぐ見つからなそうならいいんですっ。変なことお願いしてごめんなさい……」

			「ええ。ごめんね詩月ちゃん！　もし見つかったら、持ってくるから」

			　不安に追い立てられて、詩月は早口になる。光紗も笑っていたけれど、詩月にはそれがぎこちなく感じられた。

			「それでねっ！　しばらくの間、ここは空き家だったんだけど、私がここを隠れ家にしたの」

			「こ、こんなにおっきい秘密基地があったら、わくわくしちゃいますねっ！」

			　お互い不自然なぐらい明るい調子で話題を変える。これからは気をつけようと詩月は心に誓う。人付き合いに慣れてない自分はどこで失敗するか分からない。

			「そ。大学生になってから、フミちゃんとここを私達の別荘にしたんだ」

			「フミちゃん……？」

			　その名前を口にした光紗は輝いていた。先ほどとは違う、喜びがあふれ出した本当の笑顔。これまで見たことのなかった、とびきりの表情。詩月はまた胸がぎゅっとなる感覚に駆られる。光紗にとってフミちゃんはとても大事な人らしい。

			「フミちゃんっていうのはね、後輩の女の子で、大好きだった人……」

			「その人……光紗さんの恋人なんですか……？」

			　光紗の口ぶりが意味しているであろうことを、詩月は口にしてしまう。

			　光紗に恋人がいる。その可能性にこれまで詩月は思い至っていなかった。こんな素敵な人なら恋人がいて当然だろう。困惑やショックではなく納得が先立つ。

			　そして詩月は密かに安堵した。どうやら光紗も女性に恋愛感情を抱く人らしい。

			　──だけど、わたしの想いはどうすればいいの？

			　小説に書かれていた一節を詩月は思い出した。

			　──恋人がいる相手を好きになってはいけない。お互いを不幸にしてしまうから。

			　それは浮気だとか不倫だとか、罪とされるもの。しかし許されないと理解していても、詩月の感情は依然として熱を放つ。自分でブレーキをかけられないのが好きという感情なのかもしれない。詩月は黙ったまま彼女を見つめる。

			「昔の、ね。今は……違うの。もう振られちゃったから」

			　光紗は遠い目をして、それから口を歪めた。

			「でもいいの。フミちゃんとつくった素敵な思い出は、なくならないもの！」

			　光紗は笑顔を作れていなかった。そこにあるものが諦めだと詩月は気づく。光紗はずっと平気なふりをして、それでも本音を隠しきれずにいる。母に抵抗したくてもできなかった自分のように。

			　誰が光紗を悲しませたのだろう。こんな素敵な人を捨てて、なんのつもりだろう。

			　──わたしなら……。

			　その思いを心に浮かべた瞬間、詩月は自分の好きがどういう形なのか、その輪郭を感じ取れた気がした。心の奥底から、まばゆいものが水面に上がってくる。

			　──わたしなら、光紗さんを悲しませないために何ができるのかな。

			　しかし、浮かび上がろうとしていた何かは、また沈んでしまう。

			　光紗の喜びのためにできることを、詩月は思いつけなかった。

			「光紗さん……」

			「暗くなってきたね。寝室にもどろっか」

			　詩月の手を引いて光紗は廊下を引き返していく。その間も話は続いた。彼女の語る思い出話は尽きることがなく、詩月はその一つ一つに耳を傾けた。

			　洋館の思い出はいつしかフミちゃんとの思い出に変わっていた。同じサークルだったのがきっかけで仲良くなったこと。初めて洋館に連れてきた日の、彼女のはしゃいだ顔。まだ崩れていなかった洋館にいろいろなものを持ちこんで、お泊まりしたこと。庭でお茶をしたこと。洋館では誰の指図も受けず、自由でいられたこと。光紗とフミちゃんの日々は輝かしいものだった。

			　それにしてもなぜ、恋人と別れてしまったのか。詩月はその疑問を口にできなかった。離別の事情を考えただけでも、光紗の大切な部分を踏み荒らしてしまう気がして、詩月は光紗自身に意識を傾ける。繋いだ手を握りしめると、そっと彼女も握り返してくれた。

			　会話しながら、詩月は早足になって光紗の横に並ぶ。すると光紗は笑いながら身体を寄せてきて、詩月は飛び上がりそうになってしまう。そんな風にじゃれあいながら、詩月は今日のことを思い返す。

			　光紗の人となりや過去が分かっても、まだ足りない。好きな食べ物、得意な科目、寝る前にすること、どんな些細なことでも聞かせてほしかった。けれど詩月は光紗に相づちを打つばかりで、自分から質問できなかった。写真をせがんだ時のように迂闊うかつなことを口走って、失望されたくなかったからだ。

			　今日は光紗にばかり話をさせていたことに詩月は気づく。先週は自分の話ばかりだった。もっとちょうどよい感じのおしゃべりをしてみたい。

			　勇気を振り絞って、詩月は自分から光紗に話しかけようとする。

			　だが、その言葉は寝室の扉が見えてきたことでかき消されてしまう。そのまま詩月は寝室の中へと導かれる。

			「歩き回って疲れたでしょ？　すわってすわって！」

			「はいっ」

			　言われるままに、詩月はベッドに腰掛ける。光紗はランタンを点けて、ベッドのサイドテーブルに置いた。暗かった部屋が橙の光で優しく照らされる。

			「これで一通り回ったかな。どう？　楽しかった？」

			「とても、楽しかったです……」

			　きっと昔からそうしていたのだろう、光紗は身を投げ出すようにベッドへ飛びこむ。

			　この部屋にベッドだけが残っているのも、かつて光紗とフミちゃんが手入れしていたからなのかもしれない。寝室での思い出だけはまだ聞いていなかった。

			　黙っている詩月が気になったのか、光紗は身体を起こして、彼女の隣に腰掛ける。

			「詩月ちゃん」

			「あぅ」

			　じっと見つめられて、詩月はたじろぐ。綺麗な顔が間近に迫り、目を逸らすことさえできなくなる。

			「……私とフミちゃんが初めてキスしたのも、このベッドだったの」

			「き、キス……」

			　光紗が唇からこぼしたものは、恋人達の記憶だった。

			　これまで光紗の語った思い出は甘い雰囲気を纏っていなかった。仲の良い友達同士の思い出でもおかしくないものだった。

			　キスという言葉にこめられた濃密な気配が詩月を刺激する。まだ名前のない感情がうごめくのを詩月は感じた。

			「どっちからって感じじゃなかったかな。このベッドでおしゃべりしてて、そろそろ帰ろうかって時に何となく二人で見つめあったの……それで、しちゃった。ファーストキス、全然レモン味とかしなかったねって、二人で笑ったんだ……」

			　──見つめあうって……今のわたしと光紗さんみたいに？

			　光紗とフミちゃんが口づけを交わす場面を想像して、詩月は体中が熱くなる。

			「わ、わわわ……っ！」

			　慌てて顔を離すと、面白がるように光紗は詩月を追いかけてくる。

			「詩月ちゃんはキスしたことある？」

			「そんなことっ、あるわけないです……ありえませんから……」

			　キスは詩月にとって性行為よりもありえないものだった。超人が空を飛んだり、勇者がドラゴンと戦うのと同じものだった。一人でそういうことはできる。秘所に触れるだけでいいのだから。

			　しかし一人だと、キスはできない。

			　その昔、鏡に自分の顔を近づけたことはあるけれど、馬鹿馬鹿しくて途中でやめてしまった。

			　キスなんて自分には関係ない──そのはずだった。

			「それなら……私と、キスする？」

			「ふぇ」

			　詩月は空白になった。

			　光紗は自らのみずみずしい唇に人差し指を当てた。彼女もうっすらと頬を染めている。その微かな恥じらいが、単なるからかいではないのだと、切実に訴えているようだった。

			「すっ、好きなひと同士じゃないと……」

			　詩月が咄嗟とっさに掴んで投げつけた言葉はあまりに頼りなかった。拒むことも受け入れることもできない、宙ぶらりんの気持ち。キスとはそういうものだという、実感の伴わない常識。そもそも〝好き〟、がどういう状態なのか詩月は分かっていないのに。

			「私は詩月ちゃんのこと、好きだけど」

			　詩月が考え続けている感情を光紗はためらいなく振るった。

			「すっ、すき？　どうしてわたしなんか」

			　〝好き〟で頭を殴られ、詩月はよろめく。

			「私のことを見つけてくれて、約束通りここに来てくれて……それに、私にとってもなついてくれるもの。可愛くて大好き。これからもっと好きになりたい。ずっと一緒がいい」

			　容赦なく畳みかけられて、詩月は降参してしまいそうだった。

			「詩月ちゃんは、私のこと、好き？」

			「ああ……ああ……！　わかりませんっ」

			　隠しきることができず、詩月は本心を露わにした。

			「分からないんです……っ。わたし、これまで誰かを好きになったことなんかなくて……！　そんなのお話の中にしかないと思ってたんです。でも光紗さんと出会って、それからずっと、ふわふわぽかぽかする……！　それがどういうものなのか、分からないんです……」

			　ふわふわぽかぽかの底に澱んでいる、ぎらぎらどろどろ。自分の欲望を詩月はさらけ出せなかった。最初からもっとよく考えれば、好きという気持ちが理解できたのかもしれない。だけどずっと詩月は欲望に流され、深く考えることから逃げていた。この場で光紗の気持ちに応えられないのはその報いだった。

			「じゃあ、キスして確かめてみてほしいな。いいでしょ？」

			「あ……」

			　光紗さんの、くちびる。綺麗なお姉さんとのキス。

			　欲望が心の壁を溶かして破る。

			　抗うことなんて、できるわけがなかった。

			　詩月はおののく指先で自分の唇に触れ、それから熱の籠もった瞳で光紗を見つめた。

			　まなざしにこめられた望みは光紗にも伝わったようだった。

			　そこから先は吐息だけだった。

			　怖くなってしまった詩月は両目を強く瞑った。身をこわばらせていると、滑らかでひんやりとしたものが頬を撫でた。光紗の手が詩月の頬に添えられていた。来る、と思っても心の準備をすることができず、詩月はただ震えていた。そのうちに衣擦れが聞こえ、さらさらと光紗の髪が顔にかかり、そして──

			「詩月ちゃん」

			「はい……」

			「もう大丈夫だから、目を開けて」

			　瞼がくっつきそうなぐらい固く閉じていた目を開く。光紗はすでに唇を離していて、詩月に笑いかけていた。

			「どうだった？」

			「ごめんなさい。あの、緊張しすぎて……よく分からなかったです」

			　取り繕う余裕はなくて、正直に答える。唇に何かが当たったのかどうかさえよく分からない。キスしそうになっているという状況だけで、詩月は飲まれていた。

			「じゃあ、もう一度……」

			「あ、う」

			　また光紗に身を委ねる。自然と目を閉じてしまう。

			　怖いのに、嫌じゃない。

			　二度目になると多少は気構えができていた。光紗も詩月のためにキスの感覚を教えてくれているのか、一度目よりもその動きは緩やかだった。唇同士が触れあって、頼りない、しかし確かな柔らかさを詩月は感じた。
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			　──これが、光紗さんとのキス。

			　詩月はスカートを皺がつくほど強く握りしめた。これだけでは物足りないとでも言いたげに、光紗の口は詩月の上唇を軽く食み、舌でそっと撫でてくる。詩月が切なげに息を漏らすと、ようやく光紗は詩月から離れる。離れ際の、ちゅ……という湿った音がいつまでもどこまでも耳に残る。

			「これが、キス……。わかった？」

			　言葉にならなかった。ファーストキスを捧げたという実感は後から押し寄せてきた。身体で味わった感覚が、頭で波打つ思考が、瞬く間に詩月をもみくちゃにしてしまう。動いていないのに全力疾走した気分だった。

			「みささぁん……」

			「次は、もっと楽しんで？」

			「え」

			　──まだされてしまうの？

			　すでに心を明け渡していた詩月は、三度視界を闇に閉ざす。

			「まだ恥ずかしい？　私ばっかり詩月ちゃんの顔見ちゃってるよ？」

			「はいっ！　大丈夫ですっ」

			　甘やかすような笑い声。自分がどんな顔をしているのか詩月は心配になってくる。しかし、光紗が迫ってくるのを直視すると心臓が破裂しそうで、どうしようもなかった。

			「見てないなら……よく聞いて、感じてね」

			　光紗の手が詩月の頬を這はい、耳を覆う。耳が塞がれているのに聞いてとはどういうことなのか──その意味を、詩月はすぐさま理解させられた。

			「ちゅ、ちゅうぅ……」

			　外界の音を遮られているせいで、身体の中から聞こえる音が大きくなる。光紗の吐息も舌も詩月を敏感にする。これまでよりずっと時間をかけて、詩月は光紗から口づけを施される。詩月の閉ざした唇を光紗が舌で撫でてくる。身体を支えていないとひっくり返ってしまいそうで、詩月は膝に置いていた両手をベッドに動かした。息継ぎに開いた口の端から涎が伝う。それを気にする余裕もない。

			「んっ……。ふふ、詩月ちゃん、きもちいい？」

			「はうぅ」

			　また唇が離れる。気づいていても、詩月は目を開けられなかった。

			「詩月ちゃん、べーってしてみて」

			「んぅ……」

			　手のひら越しに囁かれるお願いに、逆らえない。口を開けて舌を突き出す。無防備な口腔こうこうを晒すことに、言い知れぬいやらしさを感じる。犬になった気分だった。

			「へっ、へっ……み、みひゃさん……？」

			　舌を見つめられている気がして詩月は彼女を呼ぶ。まだ目を閉じているせいでよく分からない。

			「んっ、ひぃっ」

			　舌の上を何かが這った。ぬるついていて生温かかった。顔に吐息が当たり、それが光紗の舌だと気づく。驚きから舌を引っこめると、そのまま光紗が口腔へと這入りこんできた。

			「ふ、う……っ！　あぁあ……」

			「しづきひゃ、っ、ん、ん、んん……！」

			　がっちりと頭を掴まれていて、逃げることはできなかった。じゅる、じゅぷ、と口腔を蹂躙される音が反響する。お互いの唾液がまじりあったものが身体の内外へ流れ落ちる。まともに息継ぎできず、次第に詩月の思考はぼやけていく。

			　歯列をなぞられ、頭から背筋まで痺れるような震えが走る。徐々に体重をかけられて、詩月はベッドに組み伏せられる。いつしか耳は解放されていて、光紗の息遣いをくっきりと感じ取れた。荒く、せわしく、獣のようだった。

			　──わたし、光紗さんに食べられちゃう、このままめちゃくちゃにされちゃうんだ。

			　蹂躙されている感覚は、詩月の心を二つに裂いた。すべてを受け入れたいのに、どこかで恐れている。怖いはずなのに、もっとしてほしくなる。溺れるように腕を掻くと手に光紗の身体が当たった。そのまま彼女にすがりつく。

			「みさ、しゃ、んっ！」

			　光紗に舌先をノックされて、詩月は夢中で舌を伸ばす。すると光紗のそれが絡んできて、ねっとりと舐られてしまう。

			「んーっ、ふわぁあ……あぁあぁ！」

			　粘膜をくっつけあわせる感覚がたまらなくて、詩月は弱々しく声を漏らした。自分の心まで舐めとられて味見されている気分だった。詩月は太ももをもじもじさせる。おへその下までキスの熱が伝わってきて、下着を汚しそうだった。キスはとても気持ちよかった。

			「ぷあっ、はぁ、はぁあ……」

			　一つになっていた唇がようやく別れた後、詩月はしばらく動けなかった。薄く目を開けると息を荒くした光紗が目の前にいた。お互いの舌先に架けられていた銀糸が伸びて、切れる。

			「ふぅう……ごめんね、ちょっとやりすぎちゃったかも……」

			「はーっ、はぁあ……っ」

			「どう？　好きって気持ち、分かった？」

			　光紗と交わした、狂おしい口づけの目的を詩月は思い出した。

			　繰り返し施された口づけで形になった思い。それはずっと光紗とこうしていたいという衝動。光紗に会いたい、側にいたい──これまで抱いていた気持ちと同じものがより確かな形で現れたように感じた。それが好きという感情の正体なのかもしれない。

			　だけど、もう確かめようがない。

			「わたし……っ」

			　詩月は返事に窮した。わたしも好き──そんな返事は今の彼女にとって、空言だった。浮かび上がった感情はとうに飲みこまれてしまっている。

			　キスが最も強く呼び起こしたものは煮え滾るような欲望だった。他の気持ちを溶かして飲みこむ衝動のマグマ。感情を染めあげる真っ黒なインク。澱んでいた欲はあちこちから吹き出して、詩月を搦からめ捕っていた。

			　できるものなら今すぐスカートの中に手を差し入れたい。それが彼女の偽りない本心だった。

			「ぐちゃぐちゃになっちゃって、何も考えられなかった……です……」

			　詩月は目を伏せる。本音を伝えることはできなかった。頬を染めて吐息を漏らす光紗を見つめていると、欲望がますます膨らんでいく。そんな自分のはしたなさが嫌になる。

			「でも！　嫌じゃなかったです！　食べられちゃってるみたいで……すごかった、です」

			「詩月ちゃん」

			　光紗の一言だけで、詩月から飛び出すいくつもの言葉が蹴散らされる。

			「私ね、このベッドでキスより先のことも経験したの」

			　光紗の告白は耳から這入りこみ、詩月の全身を毒した。

			「詩月ちゃんは……興味ある？」

			　キスの時に心まで舐めとられてしまったのだろうか。詩月は目を見開く。光紗はもう自分の答えを知っているような気がした。お腹の奥が脈打つ。また下着が汚れてしまう。

			「言ってること、分かるかな」

			「せっくす……」

			　その言葉を他人に向けるのは初めてだった。

			「シたい？」

			　光紗の問いかけに、詩月の頭は痺れる。

			「すっ、すきなひと同士じゃないと」

			　二度目の言葉。ついさっきと重なるやりとり。

			　だけど、一度目とは決定的に違っているところがある。

			「私はもぉっと詩月ちゃんを好きになりたいな！　それにぃ……」

			　光紗は自分の胸に手を当てた。

			「詩月ちゃんだって、シてみたいでしょ？」

			「あ──」

			　詩月はキスより先を望んでいた。光紗との行為を欲していた。

			　すでに詩月は身体で学習している。〝好き〟が分からないままでも、気持ちよくなれることを。

			　見せつけられた快楽の予感に、眩み、よろめき、真っ逆さまに落ちていく。

			　気がつけば、詩月は光紗に身体を差し出していた。

			「わたし、光紗さんとセッ……せっくす……したいです」

			　今度はちゃんと口に出してお願いした。

			　好きとは何か──ずっと考えてきた問題を詩月はまた放り投げてしまう。

			　光紗は詩月の頭を撫でて、額に軽くキスを落とした。

			「うん。じゃあ、脱がせてあげるね……」

			　ブラウスに手をかけられただけで、詩月は甘い声を漏らす。

			　──しちゃうんだ。

			　ブラウスのボタンが一つ一つ、上から順に光紗の手で解放されていく。そして、当然肌着も丁寧に脱がされてしまう。

			　肌があらわになっていくにつれて、初体験の実感が強まっていく。身を硬くしていると、それを感じとったように光紗は顔をあげ、優しげに微笑んだ。光紗は詩月と視線を絡める。

			「寒くない？　大丈夫？」

			　頷くので精いっぱいだった。それでもわずかに気持ちが和らぎ、力が抜ける。ぎこちなく笑い返すと光紗はもう一度大丈夫だからね、と囁いた。

			「ごめんね。畳む余裕、ないの」

			　うやうやしく脱がせた服を、光紗は背後にぱさりと落とした。

			　外の空気を肌で感じ、詩月は身体をもぞもぞとさせた。火照った身体は寒さを寄せ付けていない。けれど光紗の視線が刺さって、身体が丸まりそうになる。

			　もう上半身はブラだけだった。スカートもソックスも穿いたまま、それなのに上半身だけ裸でベッドの上に座っている──そんな状況がいけないことをしているという感覚を煽り立てる。

			「わぁ……詩月ちゃんのブラかわいい……！」

			「ほ、ほんとうですか……！」

			　光紗の歓声を聞いて、詩月は背筋を伸ばした。今日身につけたのは一番のお気に入り。一番素敵な自分で光紗と会いたくて選んだとっておきだ。白地に黒の装飾を施したもので、花柄のレースに水玉のドットを散らしたデザインが可愛らしい。まさか彼女に見せることになるなんて思ってもいなかったけれど。

			「うん！　デザインも凝ってて、すっごく似合ってる。いいなぁ、こういうの大好き」

			「えへ、ちょっと高かったけど一目で気に入ったから……おこづかい前借りしたんです。バルコネットブラ？　っていうので、小っちゃくても形が綺麗になるんだって店員さんも……」

			　身体を晒していることも忘れ、詩月は光紗に近づいた。ついつい口調にも熱が籠もってしまう。

			　母は私服にも厳しい。詩月の好みで選んだ服は、大抵派手すぎると却下されてしまう。下着だけが、例外だった。

			　これは他人に見られるものじゃないから、好きに選ばせてほしい──そんな交渉の末に、詩月は母の許可を勝ち得ていた。

			　詩月にとって下着はどれも宝物だった。いつでも一番素敵なものを身につけていると思えば、ほんの少し心も楽になる。それが褒められるのは何よりも誇らしい。詩月はさっきよりも胸を張った。彼女にもっと自分の宝物を披露したかった。

			「大きいと地味なデザインばっかりだから、こういうの羨ましいなぁ。外すのもったいなくなっちゃう」

			　詩月の鎖骨にキスしてから、光紗は彼女の背中に手を回した。

			　乳房を光紗に晒すのだと意識して詩月は息を吸いこんだ。自慰のしすぎだとばれたらどうしよう──そんな不安が頭を過ぎる。

			　ホックが外れたのを感じる。乳首が外の空気に触れる。詩月は反射的に胸を隠しそうになってしまう。

			　──大丈夫。光紗さんなら、わたしの身体を嗤わらったりしない。

			　詩月にできるのは、光紗を信じることだけだった。

			「あのっ！　わたしのおっぱい……へん、ですよね」

			　慎ましい乳房、ふっくらと盛り上がった大きな乳輪、長めの乳首──毎晩弄って作り替えてしまったところ。恥ずかしくて死にそうなのに、視線と寒さと期待で乳首は既に尖っている。こんな時でもほしがりな胸がうらめしい。光紗は黙ったまま、自分の身体を観察しているようだった。こんないやらしいものは見たことがないと、珍しがっているのだろうか。

			「ごめ……ごめんなさい、こんな……」

			「どうしたの？　どこも変じゃないと思うけど」

			「こんなに乳首の周りが大きかったり、膨らんでたりとか……他の人で見たことないですよぉ」

			「身体なんてみんな違うんだから、変なことなんてないよ……私のも見せてあげるね」

			　あっという間に光紗は自分のシャツをまくりあげた。そのためらいのなさに詩月の方が恥ずかしくなってしまう。大きな胸を守っている下着はけっして地味ではなく上品なデザインだった。それもすぐに取り払われてしまう。支えがなくなったことで、光紗の胸はわずかに形を崩した。ブラを外した瞬間、胸が重量感たっぷりに揺れるのを詩月は見てしまう。

			「私のは大きすぎるのと……ここのほくろが気になってるの。ふふ……詩月ちゃんのとは全然違うね？」

			「はう……みささん……」

			　光紗が右の乳首にあるほくろを指で押すと、乳房は柔らかく潰れ、指を沈めた。詩月の意識は彼女の胸に吸い寄せられてしまう。

			　たゆたゆぷるぷるで、すべすべまんまるで、むにむにふわふわで──自分の胸とは何もかも違っていた。乳首や乳輪も、詩月より色素が薄い。他人の胸をまじまじと観察した経験はないし、きっとこれからも光紗以外の相手とはしないだろう。あまりに堂々と見せつけられて、詩月は嘆息してしまう。

			「変ってことは正しいおっぱいがあるってことでしょ？　そんなの見たことないなぁ。病気とかじゃないのに気にすることないよ」

			　そう、なのだろうか。

			　まろび出された胸のインパクトに圧倒されて、詩月は納得してしまう。この身体もこれでいい。そう考えてみると、確かに心が凪ぐのを感じた。

			「ね、詩月ちゃん」

			「なんですかっ」

			　依然として光紗の胸ばかり捉えていた詩月の視界に、光紗の手のひらが差し出される。

			「触っても大丈夫？」

			　胸の先が、じくじくと疼いた。

			「お願いします。さ、さわって……ください」

			　光紗の右手に頷く。いよいよえっちが始まるという予感で詩月は目を瞑った。キスされていた時と同じ、逃げたいような進みたいような相反する気持ちが心を揺さぶってくる。

			　光紗はすぐさま詩月の胸に向かわず、彼女のお腹にそっと手を置いた。

			「目を開けて……。まずは、私の手に慣れて」

			「光紗さんの手？」

			「そう。これがあなたのための指、爪、手のひら、肌……。いきなり触っちゃって、びっくりさせたくないから」

			　お腹あたりを撫でている光紗の手を、詩月は意識する。少し冷たかった手も、今は自分の体温が移って心地よい。その手は蝶のようにお腹から離れて、気まぐれに腕や頬へ止まる。肌と肌が擦れあう感触に安らぎを感じた。やがてもう片方の手も詩月の身体に置かれる。両手であちこちをさすられていると、マッサージされているような気分になる。

			　うっとりとする詩月の頬や額に光紗は口づけを施し、たっぷりと焦らしてから詩月の双丘を持ちあげた。

			「ん……」

			　まだ何もされていないのに、詩月は気持ちよくなってしまう。弱い力で慎ましい乳房を揺らされ、その柔らかさを確かめられる。焦らされているのか、親指がいたずらするように乳首を何度も掠かすめる。一人でするよりもずっとずっと丁寧な愛撫に、詩月の期待が煽られる。
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			「あんまりしてないのに、詩月ちゃんのおっぱいつんつんになってるね」

			「ふっ、う！　あうぅうう！」

			　否定したかったのに、詩月は思い切り嬌声きょうせいをあげてしまう。光紗が乳首をくすぐってきたからだ。指で乳首を弾かれて、擦られる。膨らんだ乳輪がぎゅっと縮まる。気持ちよさが思考にノイズを生む。詩月は両手でスカートを握りしめた。お腹の奥がうずうずしている。あとどれだけ我慢できるだろう。

			「わ……敏感……。詩月ちゃん、一人でしたことある？」

			「ひっ、ひとりで……？　なんでっ、そんなっ、あぁあ！」

			　自慰癖を見破られた気がして、詩月は言いよどんだ。その間も責めは続いているものだから、返事があやふやになる。胸を触られているだけなのに、すでにスカートの下はぐっしょりと濡れてしまって、誰かの指を待ちわびていた。自分で慰めてしまいそうになり、詩月は自分の手の甲に爪を立てた。

			「気持ちよくなるのが上手だから、練習してたのかなって。大事なことだから、私に教えて？」

			　詩月の返事を待つように指がおとなしくなった。大事なことだと言われては、詩月も黙っているわけにはいかなかった。なによりここで責めを止められては、頭がおかしくなってしまいそうだ。

			　──いじわるしないで。答えるから、もっともっと乳首をいじめて。

			「毎日……っ」

			「ん？」

			「まいにちっ、毎日、してますっ！　今日も学校の昼休みに……」

			　恥ずかしい情報もおまけして、詩月は光紗に告白する。ずっと秘密にしていたことをぶちまけたせいか、なんだかすがすがしくなってくる。何時間も探していたトイレに入った時のような気分だった。

			　──わたしって、もしかしたら自分を酷い目に遭わせるのが好きなのかも。

			　詩月は自分の欲望の形をわずかに理解した。

			「わ！　オナニー好きなんだ」

			「へ、へんですよね。ごめんなさいっ」

			　毎日自慰に耽っているのが不健全なことだという自覚はある。今度こそ嗤われる気がして、泣きたくなる。

			「よかった！　それなら、はじめてのえっちでもたくさん気持ちよくしてあげられそう」

			　確かに光紗は笑った。しかしそれは詩月に刃を向けるようなものではなかった。

			　なぜか、詩月は許されたように感じた。

			「は、はいっ！　わたし……オナニーばっかりしててっ。え……えっちに慣れてるから……その、光紗さんに何されても大丈夫だと思います」

			　この人がはじめてで、よかった──詩月は両手を広げる。光紗を受け入れたくて、光紗に受け入れられたくて。

			「うんうん！　私に任せて！　一人じゃ絶対にできないこと、いっぱい、い～っぱいしてあげる！」

			　光紗に抱きしめられ、詩月は吐息を漏らす。もう身体の震えは収まっていた。

			　そのまま二人は座ったまま激しく情を交わしていく。

			「んっ、ふ。詩月ちゃんの身体、きもちいい……」

			「あ、ああっ」

			　身体を温めるように、光紗のキスが詩月に降り注ぐ。詩月は光紗のキスを受け止めようと、懸命に口を動かす。

			　一人じゃ絶対にできないこと──唇を合わせながら、その言葉を反芻する。小説ではいつもぼかされている、身体を重ねるひととき。その予感に詩月の身体は濡れる。欲望を受け入れられたことで、詩月はとても盛んになっていた。

			　次第に光紗のキスは唇から下顎あご、首筋へとずれていった。新しい場所に口づけされるたびに詩月は鳴き声を出して、気分を昂たかぶらせていく。再び、ゆっくりとベッドに押し倒されて、詩月は光紗に身を委ねる。

			「お尻、あげて」

			「はい……」

			　光紗の口づけはおへそに至り、そしてスカートのウエストで止まった。詩月は促されるままにお尻を持ちあげて、スカートが脱がされるのを見守った。

			「ちゃんと上下で揃えてるんだ！　素敵だね……」

			「あっ、あんまりみないで……ください……」

			　下着を観察されて詩月は顔を覆った。下着はブラと同じく、白地に黒のレースと水玉模様があるものだ。そして、クロッチには染みがついてしまっている。もう詩月のそこは準備が整っていた。光紗はどんな風に触ってくれるのだろう。未経験の詩月は行為に想像が及ばず、両脚を開いて待つことしかできない。両手を胸の前で祈るように組んで、ひたすら待つ。数秒焦らされただけでも、抑えがたい疼きが秘所の奥を苛む。

			「光紗さんっ、はやくぅ……」

			　辛抱できず、詩月はついつい急かしてしまう。

			　光紗はそんな詩月の頭を撫でてから、するりと詩月の脚の間に身体を滑りこませた。それは、間近で脚のあわいを観察できる体勢。光紗の視線だけで詩月は達してしまいそうだった。

			　そして、太ももへの軽いキスの後、詩月の最後の砦はずりおろされてしまう。

			「きれい」

			「はぅう」

			　詩月は自分の性器を鏡で観察したことがある。茂みは薄く、びらびらも小さかった。自分のそこは子どもっぽいと詩月は常々感じていた。褒められたことを素直に喜んでいいものか、迷ってしまう。

			「よく見させてね」

			「あ、ふあぁ……」

			　両手で秘所を拡げられ、詩月はそこから蜜を垂らす。こんな隅々まで調べられるなんて聞いてない。それでも光紗がやりやすいように、詩月は脚を閉じず、彼女の施しを待ち続ける。入り口がひくりと動いてしまう。彼女の口数は減っていて、詩月の形を記憶することに集中しているようだった。

			「あっ、あのあの……これからなにするんですか」

			　待ちきれなくなって、詩月は焦ったように言葉を投げかける。

			「こうするの」

			　質問は行動で返された。

			　光紗の唇が詩月の秘所に吸い付いた。

			「みゃっ！　あ！　あ、あぅううっ！　うぅうっ！　あぁああ！」

			　刹那せつな、頭の中で火花が弾けた。

			　容赦のない気持ちよさが詩月を支配する。欲望が加熱して、好きという気持ちが焼け爛ただれていく。自分が何を失いつつあるのかさえ、詩月には自覚できなかったが。

			「はぁあ、しづきちゃんのにおい……っ！　んん……ぴちょっ、れろぉ……っ！」

			「あぁあー！　うあぁあぁあっ！」

			　秘所全体を下から上へと舐められ、詩月は身体を弓なりにした。お尻の穴まですぼまってしまう。これまで自慰には指や細いペンしか使ったことがない詩月にとって、肉厚で器用な光紗の舌は圧倒的だった。花びらや入り口に張り付き、擦りあげ、彼女を蕩けさせてしまう。光紗は両手でがっちりと太ももを抱え、顔全体を秘所に押しつけているようだった。そのせいで腰を引いても、快感は決して引いてくれない。

			「ん、んっ……ぢゅぱっ、ぢゅうぅうぅ……っ」

			　秘所への感覚だけではなく、ぴちゃっぴちゃ、ぢゅるぢゅる、という品のない水音も彼女を侵した。恥ずかしがっているくせに、秘所を舐められてこんなにも濡らしているのだと、突きつけられてしまう。秘所を舐めあげる動作は変化に富んでいた。光紗のペースや力加減は少しずつ変わっていって、詩月を慣れさせない。光紗の舌だけで詩月の心身はすみずみまで支配されていた。

			「そんなっ、きたな……っ、あ、ぁあああうん！」

			　どうにか口にできたのは、戸惑いだった。詩月が触れてきた作品に口淫の描写などなかった。詩月にとって気持ちよくなる手段は触れることだけだった。そんな認識が一瞬のうちに塗りかえられていく。舐められるのは頭がぱちぱちするぐらい気持ちいいのだと、分からされる。

			「だめ、ひゃめっ、みひゃさんっ、おねがいぃいっ」

			　それでも排泄器官に口づけてもらうことへの忌避感は消えなかった。しょっちゅう自分で触るものだから、清潔にすることは心がけている。ただ、学校のトイレはウォシュレットではないし、今日は体育まであった。そこを、光紗が舐めているのだ。

			「れるっ……ちょっとしょっぱいけど平気だよ？　この感じ、毎日ちゃんと洗ってるでしょ、えらいえらい……ぢるるるるっ」

			　舐める合間に、光紗は返事してきた。汚くないと証明するように、彼女はそこを啜りあげてみせる。

			「でも、でもでもっ……！　あ、お、ふわぁあっ……！」

			「えっちなこえ……ほんっとかわいい……」

			　気づけば舌の動きは変わり、詩月は快楽の濁流だくりゅうに髪を振り乱した。花びらを唇で食まれ、引っぱられる。かと思えば蜜口の周りを舌先でくすぐられ、ゆるゆるとナカまで這入られる。舌で肉孔をほじられる感覚に詩月は少女らしからぬ悲鳴を絞り出す。頭の中の火花が激しくなり、声を抑えられなくなる。家でずっと声を抑えてきた反動のように、詩月は理性を吐きだしていく。ひときわ強い波が近づいてきている。これまでの人生を残らず洗い流すような、すさまじい洪水が。

			「ちゅぽっ……。あは……ちょっと休憩……」

			「やっ、みささぁん……」

			　しかし光紗はいじわるだった。いよいよ絶頂を迎えようとしていたのに、詩月は現実に引き戻されてしまう。身体をずらして、自分から光紗の顔に押しつけてしまおうか──そんな衝動に駆られる。詩月は身体を起こして光紗に続きをねだる。蕩けた瞳で懇願しても、光紗はまだ余裕ありげだった。数秒前まで詩月を啜っていた舌を見せつけ、舌先をくねらせる。その頬に自分のヘアが張り付いているのに気づいてしまって、えも言われぬ背徳感が詩月をざわつかせる。

			「あ……詩月ちゃんのクリ、おっきい」

			　光紗は再び視線を詩月の秘所に落とした。

			「く、クリ……っ！」

			　──それってアレのことだよね。

			　これまで保健の教科書でしか触れる機会のなかった単語。おんなのこの、とってもびんかんなところ。反射的に、詩月は自分のそこに手をやった。他人と比べた経験は当然ない。大きいという自覚はなかった。

			「わたしの……おっきいんですか？」

			　詩月の花芯はもう剥けていた。ナカと同じぐらい、そこが快楽をもたらしてくれることは知っている。もしかしたら、クリトリスも乳首のように弄りすぎて大きくなってしまったのかも。何度か引っぱったこともあるから、伸びていてもおかしくない。

			「私のよりは大きいかな。ぴんぴんでかわいい……。ふぅうー……」

			「ひゃっ！　んっ！」

			　息を吹きかけられて詩月は痙攣けいれんした。

			　花芯を意識したせいで、これまでほとんどそこを責められていないことに詩月は気づく。

			　──光紗さんがこんな話をしているのは、まさか。

			「私ね、好きなモノは最後にとっておく派なの」

			　光紗は詩月の秘所に顔を埋めた。

			　心の準備は間に合わず、詩月はめくるめく桃色の電流に狂わされてしまう。

			「っ、はぉ……っ！　あっう、ううっ！」

			　詩月は光紗に食べられてしまっていた。

			　花芯の根元を唇でぱっくり捕まえられて、舌でぐりぐり押しつぶされる。詩月が身をよじると光紗は動きを変え、今度はちぎれそうなほど強く吸いあげる。充血しきった花芯は光紗の与える衝撃を余さず詩月に叩きつけた。理性が焼き切れて、詩月は可憐な顔を歪ませる。頭と花芯が直接繋げられたみたいだった。顔はあらゆるものが垂れ流しで、それを拭うことも許されない。気持ちいいと考える余裕すらなくて、狂った快楽に詩月は身を委ねる。

			「かっ……は！　ひうっ、はぁあー……っ！」

			　息の切れた喘ぎが喉から飛び出し、詩月はシーツを力の限り握りしめる。思考は漂白されて、ただ、光紗の責めを受け入れる。思考はとうに飛んでいた。

			「じゅぷ、じゅぷ……しづきちゃ、もっと、いひごえだひてみて……？　ぢゅうぅう、れるっ」

			　これまでと違い、光紗は詩月の花芯に責めを集中させていた。ほとんど詩月にしゃべりかけず、吸い、くすぐり、舐り、転がす。使うのは唇と舌だけではなく、顎を押し当てて花弁や蜜口まで刺激する。そんな全力の責めに、詩月はどこまでも昇っていく。

			「ふわっ、あっあっ……おあぁ、あ……！」

			　本能的に限界を感じ、詩月の腰の震えは小刻みになった。それをなだめるように、光紗の手が詩月のおへそあたりを撫で回す。優しい刺激に詩月は飛びつき、手探りで互いの手のひらを重ねる。

			「いいよ、とんじゃえ……っ！　ぢゅう、ぢゅぽっ！」

			　手と手を絡め、そして光紗は舌で花芯を一気に擦りあげた。

			「あ……あ……！　ううぅう！　うくっ……はふうう！」
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			　その瞬間、詩月は息を長く吐き出し、脚をぴんと伸ばした。もはや声を出す体力も搾りつくされていた。一人では絶対に辿り着けないところに詩月は投げ出されていた。なにかが破裂するような感覚があった。

			「みっ、み、みっ、みさっ、さ……」

			　どれだけ休んだ後だろう、光紗の名前を呼ぼうとして詩月は声を出す。しばらく動物になっていたせいで脳は言葉を忘れていた。

			「なあに、しづきちゃん……」

			　身体も起こせずにいると光紗が顔を覗きこんできた。彼女の口元は詩月の蜜でぬめっていた。

			「もっと落ち着いてから話しても──」

			「き、きすっ、きすしてください」

			　光紗の言葉を遮って、詩月は唇に指で触れた。光紗は何も言わず、応じてくれた。おでことおでこをくっつけてから、軽いキスを詩月と交わす。行儀が悪いと分かっていても詩月は不器用に舌を動かして光紗の口の周りや口腔を舐める。光紗が啜ったものを自分でも味わいたかった。

			「ああ、詩月ちゃん……」

			　キスを終えて、詩月から離れた光紗は夢見るように自分の唇を撫でた。

			「光紗さん？」

			「もうちょっとだけ、がんばれる？」

			　申し訳なさそうに言いながら、光紗は自分のジーンズに手を掛けた。

			　詩月の目の前で光紗は下着ごとジーンズを下ろしてしまう。

			　詩月よりも濃い茂みが、濡れた太ももが、詩月の前に現れる。光紗も濡れていることが詩月には嬉しかった。

			「私も我慢できなくなっちゃった……」

			　ジーンズを片足に引っかけたままで、光紗は膝立ちになり、詩月の片脚を持ちあげた。

			　知識はなくとも、光紗がしようとしていることが詩月には想像できた。詩月は肘を支えに、上体を起こす。すると光紗は顔を上気させて、二本の指で自分の秘所を拡げた。そこは詩月よりも肉の色をしていて、花びらも大きめだった。やっぱり光紗さんは大人だと、詩月は思う。ただ、ぱんぱんになった花芯だけは確かに詩月よりもサイズが小さいようだった。

			　詩月も応え、自分の秘所を二本の指で拡げる。やっぱり光紗と比べると子どもっぽい。二人の花が向かいあって、求めあう。もう準備はできていた。

			「ごめん、重たいかも」

			　右の太ももに光紗のお尻が乗った。狙いを定めるように光紗は詩月の秘所を凝視する。詩月は手をどけて、光紗が目指す場所を共に見つめる。

			「あの……もしかして、ここを」

			「ふふ、わかっちゃった？　えいっ！」

			　答えあわせはすぐだった。光紗は腰を滑らせるようにして、お互いの秘所をくっつけ合わせた。

			「ひっ！　ああぁあ……っ！」

			　肉の花が交錯し、花芯同士がぶつかる。成熟した女の身体が詩月を押しつぶす。

			「う……うぅう……」

			　しかし光紗の花芯はすぐに離れてしまい、物足りなさに詩月は唸った。秘所を合わせるのは難しいようで、光紗は腰の位置を調整しながら、また詩月とくっつこうとする。花芯を掠められるだけで、思考が根こそぎ持っていかれる。

			「貝合せってねぇ……おま○この位置とか……身体つきの相性がよくないと、気持ちよくなれないんだって」

			　詩月に語りかけながら、光紗は腰をうごめかせる。二人の花芯はお互いのそこを求めて秘所を彷徨い、光紗をもどかしさでいっぱいにする。

			　最初に花芯をこね回した瞬間の、身体が飛び上がりそうな感覚が頭に焼き付いて離れない。またあれがほしい。壊れるほど何度だってほしい。

			「はぁあっ、はぁ、はぁ……っ」

			　限界を迎えた詩月は自分から腰を浮かせた。秘所を光紗のそこにすりすりさせる。光紗と一緒に気持ちいい重なり方を探す。

			「もっと、おま○こ同士をぎゅっと……させたいね……っ、う、あぁ……っ！」

			「は、はひっ……みささん！」

			　さらに脚を開くと秘所の当たり方が微妙に変わり、声が大きくなってしまう。詩月も光紗も喘ぎながら絡みあう。肉同士が擦れる、にちゃにちゃという音が情欲に油を注ぐ。

			「あっ！　あ……！　ひゃっ！　うっ、あうううんっ！　ここ、ここぉっ！」

			「んぅ……これ、きもちいいぃいぃ……っ」

			　快楽探しからどれだけ経ったか。ついに詩月と光紗はたどり着いた。花芯同士がぐりぐりと押しあい、動いてもあまり離れない。パズルのように身体の形が合わさる感覚はくせになりそうだった。

			「んふぅうぅ……っ！　あはっ、詩月ちゃん、私達ぴったりだね……」

			「光紗さん、みささんっ……やっ、あッ、あぁー！」

			　あっというまに詩月はやみつきになった。円を描くように腰を回し、思う存分快楽を貪る。動けば動くほど、光紗の声も艶めいたものになるのが分かり、えっちをしているという実感に詩月の心が塗りつぶされる。

			「は、っ、詩月ちゃん！」

			「やだ！　もっとしてぇ……っ！」

			　切なげに身体を震わせて、光紗は抱えこんでいた詩月の脚を離した。合わさっていた花芯がずれて、詩月は半狂乱で声をあげる。

			　だが、離れていたのは一瞬だった。詩月の腰を跨ぐような格好になって、光紗は彼女に覆い被さった。

			「脚、開いておいてね……」

			「わ……わかりまひたっ！」

			　体勢が変わったせいで、今度は正面から花芯が絡みあう形になる。光紗が体勢を変えたのは、抱擁のためだと詩月は気づく。乗られている体勢だと、脚を組み合わせていた時よりも、くっつきやすかった。お互いに足を開いていれば、ちゃんと秘所同士でキスできる。お腹もおっぱいもくっついて、身体の境界が溶けあって一つになる。

			「ああ、ああ！　みさ、さんっ！」

			　貝合わせの快感は秘所を舐められた時のような激しく絶え間ないソレとは違っていた。動きによって変化する快感は強弱の波が大きくて、互いの身体を確かめる余裕があった。息がかかる距離で光紗と向きあえるのも、詩月には幸せだった。光紗は目に涙を浮かべて、詩月とのえっちを楽しんでいるようだった。光紗が腰を擦りつけるたびに、柔らかな胸が詩月の目の前で揺れる。自分だけが気持ちよくなっているわけじゃない──それが、無性に嬉しい。

			「ふあぁあぁ……しづきちゃん、あったかいぃ。ね、おもくない？」

			　身体を折り曲げて、光紗が顔を近づけてくる。彼女の顔も、快楽に蕩けていた。その乱れきった振る舞いが、詩月を後戻りできないほど駆り立てる。

			「へーきっ、平気ですからっ！」

			　もっと隙間なく合わさりたくて、詩月は夢見心地で光紗に口づける。詩月が必死に舌を伸ばすと、光紗は音を立てて吸いあげてくれた。身体中を満たされて、詩月はひときわ昂ってしまう。

			「あ、あ……はぁああ……！」

			「イくの？　イっちゃいそう？」

			　動くペースが速まったことで察したのか、光紗は顔を離す。誘うように目を細め、詩月に問いかける。

			　だらしない顔を晒していることにも気づかずに、詩月は聞き慣れない言葉を繰り返す。

			「いく……？」

			「おま○こがぞくぞくしてぇ……あたまがぶわーってするのを、イくっていうの……」

			　それがいやらしい言葉だと、詩月は本能的に理解した。これまで体験してきたあの瞬間、めくるめく思い出の数々に名前が付けられていく。

			　これまでひとりで何度もイって、身体を慣らしてきたから、光紗さんと気持ちよくなれている──そう考えると、恥ずかしくて隠してきた思い出にも、愛おしさが湧いてくる。

			「さぁ教えて、詩月ちゃん……っ！」

			「はいっ！　はひっ！　イきたいです、光紗さんにイかせてほしいぃいっ」

			　光紗の目を見て、大きな声で、詩月は答えた。

			「あっは、詩月ちゃんのえっち……！」

			　光紗も声を大きくする。二人の考えることは一つだった。

			　詩月は光紗にすべてを委ね、秘所全体で彼女のそこにキスをする。

			　それに答えるようにして、光紗は小刻みに腰を回した。二人の花芯がこりこりと交わり、蜜口が縮こまる。

			　イく。綺麗なお姉さんとえっちしてイってしまう──その自覚が最後の一押しになった。

			　電流が四肢の先まで走り抜けて、爆発する。

			「あぁあぅ、ひうっ、イきまぅ、みしゃさんっ、いく、ひふぅっ、っくうぅうぅ……っ！」
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			　覚え立ての言葉を口にしながら、詩月は全身を震わせた。絶頂は死んでしまうかと思うほどで、頭で何かが千切れるような感覚があった。長く息を吐いて、詩月は大の字になる。二度も激しく達してしまったせいか、いつまでも余韻が抜けない。

			「お疲れさま、詩月ちゃん」

			　ぐったりとしていたら身体にシーツがかけられた。あれほどくっつきあった後だと、彼女と離れているのがひどく寂しく感じられた。

			「わ、わたし……光紗さんを……」

			　自分が何を言いたいか詩月にも分かっていなかった。ただ側にいてほしかった。

			　起き上がりたいのに身体が重い。今の詩月には寝返りを打つのが精一杯だった。

			「まだ休んでいた方がいいよ。無理しないで。本当は……お水でも、飲ませてあげたいんだけど」

			　光紗の勧めに従い、詩月はまたベッドに身体を預ける。他にすることがなくて、光紗を見つめる。あれほど狂おしいえっちの後なのに、なぜ動けるのか不思議だった。

			「ありがとう。すごく楽しかった」

			　額にキスされて、詩月は何度も頷く。最後の瞬間に光紗も同じ気分になっていたのなら、嬉しかった。

			「……フミちゃんと別れたのも、この寝室だったの」

			　疲労感を懸命に振り払い、詩月は身体を起こした。

			　だしぬけに光紗が語ったのは輝かしい思い出の最期、ある恋の死にゆく様だった。

			　ランタンの光が弱まったように詩月は感じる。光紗の表情が、よく見えなくなる。

			「ここにはたくさんの幸せがあったのに、最後の思い出は……すごく悲しくて辛かったんだ」

			　詩月は何を言えばいいのか分からなかった。ぎこちなく光紗に手を重ねて、続きを待つ。聞いています、と伝えたかった。光紗が自分の話を黙って聞いてくれたように。

			「でもね、もう大丈夫。詩月ちゃんが来てくれたから」

			　陰影を帯びていたのは一瞬で、光紗は重ねられた手を取って、うやうやしく口づける。

			「もう思い出に浸って泣くのはおしまい、終わったことは変えられないものね」

			　ゆっくりとした言葉に、詩月は頷いた。あの日、ひとりぼっちで泣いていた光紗が頭を過よぎった。光紗の悲痛を詩月は想う。たくさんの幸せをまとめて打ち砕くほどの深い悲しみを抱えて、光紗は顔を覆っていたのだ。

			「これからは、詩月ちゃんと楽しい思い出を作っていきたいな」

			　この出会いを光紗も喜んでくれている──彼女の想いに触れて、詩月は嬉しくてしかたなかった。

			「わたしも、もっといっぱい光紗さんとの思い出がほしいです……っ」

			　初体験の余韻を改めて味わい、詩月は頬を染めた。光紗から与えられた経験が身体と心に刻みこまれている。

			「暗い話、しちゃったね。聞いてくれてありがとう。詩月ちゃんもなんでも言ってね？　好きな人のことは全部受け入れて、背負いたいから」

			　光紗は祈るように手を組み、目を瞑った。相手の全部を受け入れて、背負う。それが光紗の〝好き〟の形なのだと詩月は理解した。

			　──わたしの家の事情や恥ずかしい欲望を受け止めてくれたのも、好きな人にしたいことが分かっているから。

			　そう考えると、光紗がまぶしく感じられた。未だに、自分は好きな人に何をしてあげたいのか分からずじまいだ。

			「また来週も……詩月ちゃんと逢いたいな。もっと思い出、作ろ？」

			　次回の話をされて、詩月はこの逢瀬が終わりつつあることに気づく。塾のことはすっかり頭から飛んでいた。いつまでも一緒にいることはできない。自分には首輪がつけられている。

			「あ、あの。今何時ですか」

			　星良にケータイを預けたせいで時間が分からない。予想外のトラブルだった。

			「ちょっと待ってね……」

			　光紗は裸のままで、自分のバッグから携帯を取り出していた。今時珍しい、折りたたみ式の古い型だった。アンテナ付きのものなんて、詩月は教科書でしか見たことがなかった。

			　──連絡先、知りたいな。

			　詩月は自分のケータイを思い浮かべた。アプリなど当然使えず、通話も受信専用のオモチャ。それでも、どこかで母に隠れてやりとりできるはず。詩月は光紗との繋がりに憧れた。この洋館以外でも彼女を感じられたら、どれほど幸せだろう。光紗との通話を想像して、詩月はため息をついた。

			「あっ！　もうこんな時間？」

			　光紗の声で詩月は現実に戻される。

			「今何時ですか！」

			「先週帰った時と同じぐらい」

			「うひゃあっ」

			　詩月は転げ落ちるようにベッドから降りた。いそいそと脱ぎ捨てたものを身につける。ブラウスを着て、ブレザーを羽織る。上はこれでいい。ショーツに手を伸ばし、詩月は呻いた。散々汚してしまった下着はお尻のあたりまで湿っていて、穿くのは躊躇われた。迷っている時間はなく、詩月はスカートだけを穿いた。握りしめた下着はポケットに突っこんでしまう。穿いてないと、すうすうした。

			「もっとお話ししたかったのにっ！」

			「しょうがないよ。また来週、ね」

			「うぅ……」

			　光紗の言葉に、詩月は暗い顔をしてしまう。できるものなら来週も光紗と会いたい。だが、そのために三週連続で塾をサボるのは危険すぎた。そろそろ塾の先生に怪しまれてもおかしくない。

			「来週は……そろそろ塾に行かないと。あの、金曜日以外はどうでしょうかっ」

			　詩月に光紗は悲しげに首を振った。

			「他の曜日は私もすることがあって……金曜日を空けておくために、他でちょっと無理してるの……ごめんなさい」

			「そう、ですか」

			「金曜日の夕方にはいつもいるから、再来週ならきっと会えるよ」

			「はい……」

			　事情があって会えないと言われてしまえば、それ以上食い下がることはできなかった。自分のわがままで光紗を困らせたくなくて、詩月は頷く。

			「じゃあ、また今度。その時はお話以外のことも……ね？」

			　耳にキスされてしまう。詩月の身体に電流が流れる。

			「わ、わたしもおはなしいがいのこと……したいです」

			　詩月は目を伏せ、そのまま小さく頷いた。穿いてないせいで、一筋の蜜が太ももに伝う。

			　それから、すうすうする下半身に心を乱しながらも、詩月は無事に塾へと戻り、星良からケータイを返してもらった。

			　なんで制服のボタン、掛け違ってんの？　──星良にそう聞かれた時は心臓が止まりそうになったけれど。

		

	

			第三章　恋

			


			　浴室の鏡に自分を映す。

			　一糸まとわぬ裸の身体。六日前、光紗に捧げた身体。

			　詩月は浴室の椅子に座ったまま、洗い終えた自分自身を凝視する。

			「ふー……ふー……っ！」

			　詩月の息は次第に荒くなっていく。乳輪も乳首も硬く張り詰め、体中が触れられることを欲する。プラスチックの座面にとろりとしたものが拡がり始める。

			　光紗との行為を詩月は妄想する。鏡映しの身体が余すところなく愛され、導かれる光景を思い描く。

			「あぁ！　んんんっ！」

			　今触れているのは光紗さんの手──そう信じながら、清めた身体に欲望を塗りつけていく。実体験は詩月の想像に強度を与えていた。光紗にされたように乳首を焦らして、自分を追いこんでいく。ゆっくり責めていると、あの時の息遣いや匂いまで浮かび上がってくるような気がする。

			　あの日以来、浴室で自慰をするなら身体を洗ってからだと決めていた。汗臭い身体を光紗に触られるなんて恥ずかしいからだ。ボディソープで身体を撫で回すのは、今や、自慰の準備体操のようなものだった。

			　初体験を味わってしまってから、詩月は完全に歯止めを失っていた。あの衝撃は時間が経てば経つほど、身体を焦がした。自慰では全然足りなくなってしまった。

			　詩月の欲望は光紗を知ってしまった。もう戻ることはできなかった。

			　光紗とえっちなことは紐付けられて、詩月を縛った。ベッドでの記憶は別の思い出まで侵食しつつあった。

			　光紗は初めて出会った時、寄り添ってくれた。一緒に洋館を探検してくれた。自分の寄る辺になってくれた。そのはずだった。今の詩月はそんな彼女の大きな胸や肉厚の舌ばかり想ってしまう。

			　──光紗さんが好きな理由はいやらしいことをたくさんしてくれるから。ただ、それだけになっちゃってる。

			　喘ぎながら、詩月は怖くなってしまう。欲望とは違うものを光紗に抱いていたはずなのに、それすら疑わしくなってくる。自分の身体に触れるたびに疼く罪悪感は拭い去れない。それでも、詩月は欲望を抑えきれなかった。

			「っ、く……うぅうう……っ！」

			　声を我慢しきれなくて詩月は自分の腕に噛みつく。まだ母はリビングで仕事をしている。声を出すわけにはいかなかった。

			「……っ！　ふぎゅうぅう……」

			　胸だけで達してしまい、詩月は脚をぴんと張った。粘り気のあるものがお腹の奥からあふれ出してくる。しかしこの程度で、詩月が満たされることはない。

			　詩月はシャワーを手に取り、握りしめた。

			「はぁぁあ……ぺろぺろ、してほしい……みささん……」

			　詩月はまた鏡を見てしまう。脚を大きく開き、シャワーヘッドを秘所に向けている自分がいる。このやり方に気づいたのは初体験の後。穢いところを舐めさせてしまった後悔から、念入りに洗っているうちに、シャワーでも気持ちよくなれると知った。ただ、光紗の舌には及ばなかったけれど。

			「き、綺麗にしないと……だめだもんね」

			　自分自身に言い訳してから、詩月はレバーをひねった。

			「ふあぁああぁ……」

			　生ぬるいシャワーが詩月の秘所を清める。細い水流があちこちを刺激する感覚は切なくて、どうかなってしまいそう。空いた手で秘所を咲かせ、もっとよく水をやる。絶え間ない水勢に蜜口がぱくぱくする。

			「もっと……っ」

			　くまなく洗うには椅子が邪魔だった。詩月は椅子に片手をつき、腰を浮かせた。シャワーヘッドを近づけたり遠ざけたりするだけで、刺激に波が生まれて、詩月の頭は茹だっていく。お尻のすぼまりに水が当たる感覚まで気持ちいい。

			「あ、あ、イく、いっちゃうぅ……あ、う、光紗さんっ、見ててくださぃ、みささん……っ」

			　頭で火花が弾け、何もかもうやむやになる。詩月は秘所にシャワーヘッドをあてがってしまう。花芯に擦りつけるよう動かすと、おかしくなってしまいそうになる。快楽に溺れながら、詩月はか細い声で光紗を求める。

			　おま○こがぞくぞくして、頭がぶわーってする──光紗のささやきが頭で響いた。詩月はその状態になっていた。シャワーでイってしまう自分を光紗に見てもらいたかった。観察されやすいよう、詩月はもっと腰を突き出す。無理のある体勢に支えにしている手が震えた。みっともない格好で詩月は理性を洗い流す。

			「っく、ひ、あぁっ……！」

			　絞り出すように唸り、喘いで、詩月は欲望の泥沼に沈んでいく。開けっぱなしの口から涎が滴る。シャワーが手から滑り落ち、転がる。

			「はぁっ、はあぁ……」

			　波が収まってくると、自己嫌悪が胸を這い回った。秘所を見せつける体勢のまま、詩月は鏡を見てしまう。

			　鏡には肉悦に浸っている少女の顔がまざまざと映し出されている。こんなはしたない表情を光紗にも晒してしまったのが、自分でも信じられない。光紗はもっと落ち着いていた気がする。

			　──もしかして、光紗さんはイッてなかったのかな。

			　その考えに至り、詩月は光紗に思いを馳せる。次逢う時もいやらしいことをするに決まっている。もっと光紗のことを知りたかったはずなのに、今の詩月を占めるのは光紗の嬌声や身体ばかりだった。

			「あぁ」

			　光紗に触れてほしくて、詩月は嘆息する。明日は金曜日だから、光紗が洋館に来ているはずだ。しかし詩月は光紗と会うことができない。もう塾だけが理由ではなかった。光紗と再会した瞬間、すべてがどうでもよくなってしまいそうで怖かった。お喋りも思い出作りも忘れ果てて、光紗の指や舌を求める自分の姿は簡単に想像できた。

			　──次会う時、わたしは光紗さんとちゃんとお喋りできるのかな。

			　そんなことを考えていたせいか、詩月は浮かせた腰を下ろそうとして失敗する。

			　椅子に置いていた手が滑った。

			「え」

			　詩月は自慰のために腰を浮かせ、身体全体を片手で支えていた。その支えを失えば当然、ひっくり返る羽目になる。

			　まずいと思う暇もなく、詩月は背中から浴室の床に叩きつけられた。

			　後頭部を椅子に打ち付け、衝撃で椅子が吹き飛ぶ。

			「痛っ……たあぁあ……」

			　頭を打ったせいなのか、世界がぐらぐらとぶれる。あまりの痛みに何も考えられない。

			「詩月ッ！　どうしたの！　返事なさい！」

			　詩月が呻いていると、浴室の扉が激しく叩かれた。音を聞きつけた母が飛んできたようだった。

			「平気！　滑って転んだだけ！」

			　自慰に夢中でひっくり返った、なんて説明できるはずがない。しかし母は納得できないのか、扉を叩き続けている。

			「転んだ？　大丈夫なの？　開けなさい！」

			「大丈夫だってば……」

			　もたもたと浴室の鍵を外す。その瞬間、扉が勢いよく開いた。母はまだスーツを着ていた。着替えもせずに持ち帰った仕事をしていたのだ。

			「よかった……！　どこか打った？　怪我したの？」

			「どこも。そんな心配しなくてもいいよ、ママ」

			「見せてみなさい」

			「もう」

			　詩月が頭を差し出すと、母はあちこちを撫で回した。ブラウスが濡れるのも気にせず、母は頭を念入りに調べているようだった。

			「痛んだりしてない？　お風呂場でこけたら死ぬこともあるんだから……検査した方がいいかしら」

			「なにもないよ。もう痛くもない。頭とかもぶつけてないし」

			「それなら大丈夫そうね……」

			　母が顔をほころばせる。勉強のことでは決して笑わないというのに。

			　そんな母に詩月は冷ややかだった。転んだだけで大騒ぎして、馬鹿みたいだ。自分が本当に苦しかった時は何も気づかなかったくせに。辛くても塾には行けと言うくせに。

			「もういいよ」

			「身体が冷えたでしょう？　温まってから上がりなさいね。……本当に何もない？」

			「ないってば！」

			　母は何度も振り返りながらリビングへ戻っていく。詩月は警戒心を強めていた。廃洋館に通っているなんて知ったら、あの人は顔色を変えて怒るだろう。

			　やっぱりここにはいたくない。

			　来週の洋館が待ち遠しかった。

			


			×××

			


			　雷光。窓の外が白く光る。

			　轟音。詩月は星良の短い悲鳴を聞く。

			　朝からの豪雨は夕方になっても降り止まない。稲妻のたびに星良は身を縮こめていた。授業中もそんな調子で、白淵先生も呆れていた。

			「雷、そんな苦手？」

			　詩月が声をかけると、星良は何度も頷いた。

			「ヒヤッとするじゃん。ほんとムリ……雨って予報はあったけどさぁ、ひどすぎだよ」

			「確かに。雷とかぜんぜんテレビで言ってなかったのにね」

			「それなー！」

			　星良と話しながら、詩月は安心していた。久々の塾はこれまで通りだった。二度の休みを咎とがめられることもなかった。変わったのは、星良の隣に座るようになったことぐらいだ。

			　後ろ髪を引かれながらも、詩月は塾に留まっている。光紗を求める気持ちは強くなるいっぽうだ。

			「ひッ……やだやだやだ……」

			　また稲光。星良が目を瞑る。雨はそれほど激しくないけれど、止まない雷が心をざわめかせる。

			　──光紗さんもこの空を眺めているのかな。

			　詩月が思い浮かべたのは、洋館の寝室に佇む光紗の姿だった。彼女が洋館に来ているかどうかなんて分からないのに、その光景はありありと思い浮かべることができた。雷雨の洋館は恐ろしい場所だろう。一人でいるのが耐えられないほどに。

			「白淵センセ、引いてたよね。やだなぁ……。変なヤツって思われるのはきついなぁ、センセってそういうのイジってくれない人だしさぁ」

			　まだ星良は次の雷に身構えていた。そうしていても先生のことばかり気にしている。詩月が光紗のことを思い浮かべているように。

			「あの……遊阪さんって、先生のことが好きなの？」

			　人付き合いに慣れていない詩月でも察しはついた。

			　星良は白淵先生のことが大好きらしい。お喋りで何度も彼女の名前を出していて、授業中はホワイトボードより彼女の顔ばかり熱心に見つめている。

			　星良は照れくさそうに口元を手で覆った。

			「好きだよ。当然ラブの方。まぁ分かっちゃうよね。隠してないし」

			　相手を好きと言い切れる星良はかっこよかった。

			　詩月の返事を聞かず、星良は先回りしようとする。

			「や、分かってるよ。相手は大人だし？　生徒と先生って関係だし？　ムリ、なんだろうけどさ。金曜日になると、ワクワクしちゃうもん。諦めらんない！　みんなに笑われたって、あたしはマジなの」

			　星良は自分の好きを抱きしめていた。あらゆる否定に打ちのめされても立ち上がる強さがあった。恋する星良はまぶしく輝いていた。

			　だから、詩月は星良にそのままでいてほしかった。自分のように迷わず、彼女には真っ直ぐに進んでほしい。

			「いっ、いいと思う！」

			「いいって、無理しなくても」

			「無理じゃない！　わたしは遊阪さんのことを笑ったりしないよ。先生とうまくいってほしい……」

			　きっと、星良は白淵先生への恋を明かすたびに否定されてきたのだろう。それがとても残酷なことのように詩月は感じた。無理も駄目も、星良にはぶつけたくなかった。

			「さんきゅ……幸浦は良い子だよなぁー。それともアレかな、そっちはもう〝いる〟から余裕だったり？」

			「いる……って」

			「好きな人。ここ最近サボってたのも、ソレでしょ」

			　星良はにやっと口角をあげた。詩月は言葉を失ってしまう。

			「あう……なんで」

			「幸浦、最近すごく楽しそうにしてるもん。先週のサボりもデートとかしてたんじゃないの。写真とかは……ああ、スマホじゃないもんね。誰に似てるとかでもいいよ」

			「もう……！　秘密っ」

			「ふぅん？　それなら代わりにあたしの話を聞いてもらうから」

			　楽しそうに見えていたのだろうか。自分なりに、悩んでいたつもりだったのだけれど。いまだに光紗のことを好きだと胸を張れないままなのに。

			「センセって可愛くて声まで良くて教え方も丁寧でさ……ほんといいよね、詩月も分かるでしょ？」

			　これまで周囲に白淵先生の話をできなかったらしく、星良は饒舌だった。先生の話をしていると雷も気にならないようだ。

			　長くなりそうだと思った。

			「あたし、もっとみんなにセンセのこと好きになってほしいんだよね。好きな人はみんなから推されててほしいじゃん？」

			「そうかなぁ」

			　詩月は光紗のことを考えてみる。光紗は素敵な人だけど、誰かにそれを知ってもらおうとは思えなかった。

			「好きな人が嫌われてたりひとりぼっちだったら嫌でしょ。幸浦もそう思わない？　センセは人気者で誰より好かれてて、だけどあたしのことだけ特別だと思ってるわけ……」

			　ひとりぼっちという言葉がひどく胸に刺さる。

			　光紗と初めて出逢った日が思い出された。

			　人気者じゃなくてもいい。だけど、ひとりぼっちにだけはなってほしくない。

			　──わたしは光紗さんの隣にいたい。

			「ああ……」

			　自分の安らぎや幸せがどこにあるのか、やっと理解できた気がした。

			　孤独を感じてほしくない。静かに寄り添ってあげたい。隣で手を握っていたい。

			　それが詩月にとっての〝好き〟の形だった。

			　光紗に触れたい、光紗と気持ちよくなりたい。だけどそれ以上に、光紗の側に寄り添っていたい。

			　暗い欲望は、未だ心の底で澱んでいる。しかし詩月はその中から確かなものを掬いあげていた。

			　あの日、光紗にハンカチを差し伸べた瞬間から、分かっていたはずだったのに。

			　孤独を分かち合おうとする気持ちこそが、詩月にとってはかけがえのない愛の証だった。

			　──わたしは光紗さんの隣で手を繋いでいたい。

			　もしも光紗が洋館を訪れていて、この雷雨の中、一人でいるのなら──彼女のもとに行かねばならない。

			「ね、遊阪さん。またケータイ、預かってほしいの」

			　授業再開まであと五分ほど。今なら見咎められず、出て行ける。

			「は？　今から？　どっか行くのはヤバイって」

			「分かってる、分かってるんだけど……それでも行かなきゃいけないの」

			　欲望は我慢できても、この気持ちは止めようがなかった。

			「いやいやいやいや」

			「行ってくる！」

			　この雨では、光紗も洋館に行くのをやめているかもしれない──その可能性を詩月は考えなかった。きっと彼女はそこにいるという根拠のない確信があった。

			　好きな人に寂しい思いをさせてしまったと、後から悔やみたくなかった。

			　それに、やっと気づけたこの想いを今すぐ光紗に告白したかった。

			　長机にケータイを投げ出し、詩月は教室から飛び出した。

			　外ではまだ雨が降っていた。折りたたみ傘をさしていても肩や背中が濡れる。

			　馬鹿なことをしているという自覚はあった。それでも、詩月は走った。息が切れ、脇腹が痛んでも止まらなかった。

			　洋館が近づくにつれて道はぬかるみ、踏み出すごとに泥が跳ねる。いつもよりずっと早く、詩月は目的地にたどり着いた。

			　雨の中の洋館は不気味で、本能的な恐怖を呼び覚ます。詩月は挫けそうな意志を奮い立たせた。フェンスを抜け、百合の花園に入る。

			　その向こう側、ポーチの下に光紗は佇んでいた。玄関の扉にもたれて俯いていた。

			　花園をかき分け、なおも走る。

			「光紗さんッ！」

			　光紗が顔をあげた。

			　傘を地面に投げ捨て、彼女の前に躍り出る。

			「詩月ちゃん？」

			　あれほど激しかった雷鳴が聞こえなくなる。光紗の息遣いだけが詩月にとって、世界のすべてだった。

			「どうして……ここに」

			　詩月の存在を確かめるように、光紗は目を擦った。憂いを帯びた顔に涙が浮かんでいく。

			「みっ、光紗さんの側にいたいんです。ひとりぼっちに、なってほしくないんです」

			　息を切らせながら、気持ちをぶつける。

			　詩月は光紗に告白する。

			「わたしっ！　光紗さんのことが好き……大好きです！　あなたの隣にいたい！　手を繋ぎたい……！」

			　破れかぶれで手を伸ばすと、腕ごと掴まれた。詩月は光紗に抱き寄せられ、一つになる。

			「私も詩月ちゃんがいいっ。ずっと一緒にいよう……！」

			　言葉だけでは足りなかった。痛いぐらい強く抱きあい、その存在を確かめあう。

			「私を探しに来てくれたんだよね……詩月ちゃん」

			「はい……」

			「私、ここにいてよかった。待っていてよかった……」

			　よかった、よかったよぉ、と何度も光紗は呟いていた。

			　まだ光紗には欠落がある──そう感じて、詩月は彼女を満たそうとする。

			「ん、ちゅ、ちゅう……っ」

			「あ……しづき、ちゃぁん……」

			　詩月は思いきりつま先立ちをした。光紗を抱き寄せ、口づける。ついばむように彼女を味わおうとする。以前のキスとは違う、穏やかなぬくもりが詩月の胸をいっぱいにする。

			「すき、すきっ、みささんっ」

			　これまで口にできなかった分まで光紗に気持ちを注いでいく。止めどなくあふれてくる感情で光紗を満たしたかった。

			「ん、はぅ……ちゅうぅ」

			　詩月を導くように光紗の舌が伸ばされる。詩月は彼女に応え、舌同士を絡ませる。そうして雨で冷えた身体を温める。やがて光紗は玄関の扉にもたれ、座りこむ。彼女を追って詩月も跪ひざまずく。湿った石の床も気にならなかった。

			「詩月ちゃん……シよう？」

			　微かな恥じらいを滲にじませながらも、光紗は詩月を求めた。

			「し、しましょうっ」

			　詩月は声をうわずらせた。光紗の誘いに欲望が脈打つ。しかしそれでも光紗への思いは欲望に飲みこまれず、はっきりと形を保っていた。ただ欲望を満たすだけではなく、お互いの愛をその身で感じたいから恋人達は一つになる。好きで好きでたまらないから身も心も重ねたい──愛する人と契りを交わすことの意味を詩月は知った。

			　お互い、寝室まで待てなかった。

			　言葉少なに光紗はシャツを脱いだ。お気に入りなのか、先週と同じブラだった。いそいそと彼女は背中に手を回してそれも外し、胸の上にずらしてしまう。

			「わぁぁ……」

			　詩月はもう一度光紗の右胸にあるほくろと対面する。そのサイズに圧倒されて制服のボタンを外す手が止まる。やっぱり重そうで、おっきい。

			「ふふっ、詩月ちゃんのブラ……今日のも素敵」

			　光紗の声で詩月は我に返った。とても滾っているせいか、半裸でも寒さは感じない。

			　今日の下着は薄い青色のギンガムチェック。お礼を言ってからブラウスを脱ぎすてる。野外でブラだけになった自分の格好は、倒錯していて、ひどくいやらしく感じられた。

			「光紗さんっ」

			「うん、詩月ちゃん」

			　詩月が呼ぶと、光紗は微笑んで彼女に触れる。光紗の指先が首から鎖骨へと線を引いた。

			　このまま光紗に気持ちよくしてもらいたい。そんな願望で胸の先が甘く疼く。けれど詩月は光紗を遮り、言葉を続けた。

			「き、今日はわたしが……光紗さんを気持ちよくしたいです！」

			　お腹に力をこめてお願いする。光紗に与えられたあの快感を彼女にもお返ししたい。湧き上がった思いをそのままぶつける。

			　必死のお願いに光紗は余裕ありげに微笑んだ。ただ、その頬が赤いのを詩月は見逃さなかった。

			「詩月ちゃんにしてもらえるの？　嬉しい……！　たくさん触ってみて……」

			「がんばりますっ」

			　意気ごみに反して、詩月の手は光紗の前で彷徨う。えっちの正解って何だろう。光紗の身体は何もかも詩月と違っていた。胸のサイズだけではない。腕や肩には筋肉があり、お腹なんてうっすら割れている。運動が趣味なのかもしれない。光紗の身体はひたすらに整っていて、美しい。

			　逡巡の末、詩月は普段、自分がしていることをトレースすると決めた。

			　こわごわと光紗の胸に手を伸ばす。乳首の近くにあるほくろに指先を沈める。自分が成長してもこんなサイズにはならない気がする。

			　許しを求めて光紗を見つめると、彼女は詩月に頷く。その反応に勇気をもらって、引っこめていたもう片方の手も伸ばす。両手で光紗の胸を下から持ちあげる。自分の胸とは違う、ずっしりとした存在感があった。手を横にずらすと光紗の胸は手のひらからこぼれ落ちて、揺れた。

			「すご……」

			　しばらくの間、詩月は無言で光紗の胸を揉む。自慰する時のやり方で光紗が気持ちよくなってくれるのか、不安になる。大きさが自分の胸とは違いすぎる。触れている側としては心地よいけれど、相手が感じてくれなければ意味がない。

			　半ば祈るように、色素の薄い乳首をくすぐってみる。乳輪を焦らしてから、乳首の先を潰してしまう。しかし光紗は励ますように詩月を見つめるだけだった。その態度には切羽詰まったものがなく、まだまだ余裕があるようだった。

			「ふふ、自分のもそういう風に触ってるの……」

			「はっ、はいっ。……気持ちよくないですか？」

			「大事にされてるっていうのは分かるかな。でも私はねぇ、こういう風にされるのも好きだよ」

			　光紗は自分の胸の片方を持ちあげた。そのまま俯いて乳首を口元に寄せ、舌を這わせる。そのまま大きく口を開けて、淫靡いんびな仕草を見せつける。自分自身の乳首を舐るという、慎ましい胸では到底できないやり方に詩月は衝撃を受ける。

			「む、んぅー……れろぉ……っ」

			　伸びきった舌が乳首を濡らしていく。時折光紗は上目遣いで詩月を誘った。詩月は口腔で自分の舌を動かしてみる。あんな風にされるのが光紗さんの好みなのか。見ているだけでどうにかなってしまいそうだ。

			「ほら、詩月ちゃんも……ね？」

			　そして、光紗は口を離す。胸を持ったまま、今度は詩月に向けてそれを突き出す。片方だけ立った乳首に詩月は吸い寄せられてしまう。おずおずと唇を近づけ、口づける。顔全体が光紗の胸に埋まる。危険なまでの安心感に詩月は包みこまれる。彼女の手は詩月の頭に置かれていて、時折優しく撫でてくれた。

			「んっ、ちゅぷ、れるっ」

			「ふ……あ、ああ……！」

			　口に含むだけでは足りないと分かっていたから、ちろちろと舐めてみる。グミを転がしている感じだった。くすぐったがるように光紗が震える。

			「は、んむっ、じゅるる……んふぅ」

			「あぁ、あ、はぅぅうん……しづきちゃあん……」

			　いろいろな刺激を与えたくて、詩月は懸命に口を動かす。甘噛あまがみしてみたり、吸い付いてみたり、そのたびに震えが伝わってくる。途切れない雨音に混ざって、光紗の悩ましげな吐息が降ってくる。

			　──これが、光紗さんの気持ちいい時の声なんだ。

			　好きな人を気持ちよくさせているという実感に身体が煮えたつ。もっともっと感じて、喜んでほしくなる。

			「はっ、ん……詩月ちゃん……っ！　もっと、気持ちいいやり方に、させて」

			　促されるまま、詩月は一度光紗の胸から離れた。それから彼女に膝枕される格好で寝かされる。

			　足が庇からはみ出し、靴先に雨粒が当たった。だがそんなことは気にならない。詩月の眼前には光紗の胸があった。頭を光紗の手で支えられて、ちょうどよいところに位置を調整される。唇の端に、ふにふにと乳首が当たる。暴力的とさえ感じた。

			「私のおっぱい……詩月ちゃんにちゅうちゅうってされたいな……」

			「っん、ちゅぅ」

			　詩月は夢中で光紗の乳首にむしゃぶりつく。赤ちゃんになった気持ちで透明な母乳を味わおうとする。光紗の胸の中で、詩月は彼女の快楽に奉仕する。

			「くちょ、ちゅうぅっ、みささん、みささんのおっぱいぃ……」

			「ひっ、うううぅう……っ！　しづき、ちゃあん……っ」

			　頬がすぼまるぐらい吸いつくと、光紗の鳴き声がひときわ甘く蕩けた。そのまま光紗が覆い被さってきたせいで、詩月は彼女に溺れる。光紗の双丘が詩月を押しつぶしていた。五感すべてが光紗に占められて、意識が曖昧になってくる。

			「っあ！　み、みさっ、さ……ぁあん！」

			　その恍惚こうこつに割りこんだのは光紗の指だった。授乳しながら、光紗は片手を詩月のスカートの中に滑りこませていた。

			　可愛い下着が丸見えになるぐらいまくりあげられて、湿気と汗で蒸れた太ももを撫でられる。当然のように光紗の手は詩月の下着に進む。詩月は足をばたつかせる。ローファーが石床を鳴らした。

			「これは雨のせいじゃ……ないよね」

			「ふっ、ぷあぁ、あああぁー！」

			　下着越しに弱いところを指でかりかりされてしまい、詩月は光紗の胸から口を離してしまった。

			　そんな詩月に構わず、光紗は下着をずり下ろした。じっとりと湿った陰唇に中指が分け入り、そのまま指の腹を蜜口にあてがう。

			「今日はわたしが光紗さんを気持ちよくしたい……のに」

			「二人でよくなろう？　それにぃ、されっぱなしって好きじゃないもん」

			　悪戯っぽく首をかしげられると反論できなくなる。また光紗の乳首を転がそうとしたところで詩月は穿うがたれた。そこから頭のてっぺんまで、電光が駆け抜けた。光紗の中指が秘奥を目指して、埋められていくのが分かる。これまで自分でしっかりと拡げてきた秘所はあっさりと他人の指を受け入れていた。
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			「ひんっ！　ん、ん、んぅうう……」

			「痛くない？」

			「いっ、いたくは、ないですけどぉ、んんんっ」

			　しばらく浅瀬で留まってから、光紗の指は動き始める。詩月は喉を鳴らした。自分の指との違いをナカで感じてしまう。もう乳首を吸うどころではなかった。それでも光紗は身体を押しつけてきて、胸全体をむにむにと詩月の歯や唇に擦りつける。身体の上と下を別々の刺激で責められて耐えられるはずもなかった。

			「だめっ、みささん、だめだめだめぇえっ」

			　指の動きは単に出し入れするではなかった。曲がったり、揺れたりして、詩月のあちこちを探検しているようだった。ゆくりと深みまで進まれて、詩月は両脚をぴんと伸ばした。ただでさえ呼吸がせわしいのに、口はまだ光紗の胸に制圧されていて、思考を曇らせる。あたたかで底のないぬかるみに詩月は沈んでいった。

			「んひぃいい……っ！」

			「あっ、詩月ちゃんのおま○こ……きゅんってした。かわいい……」

			「う……うぅう、光紗さん……」

			　大丈夫だと判断したのか光紗の指がもう一本、詩月のナカに埋められてしまう。圧迫が強まり、ナカが拡げられる。詩月の頭が白く灼けていく。ナカの感触を楽しんでいるのか、気遣っているのか、光紗の動きは再び凪ぐ。

			「ん、ちゅぴ、ちゅるるるっ」

			「ああぁっ？　そん、なっ、いきなりぃ……」

			　このままだと、こちらばかり気持ちよくされてしまう。光紗にも気持ちよくなってほしい──その一心で、詩月は舌をうごめかせた。強く吸って、伸ばされた乳首を舐め回す。自分なら胸をどう吸われたいか考える。その結果、詩月はちょっとだけ乱暴にすると決めた。

			「ん、ぷふ、じゅるっ」

			「っ！　そう、すごい……詩月ちゃん、すてきぃいっ！　あぁあっ」

			　頭の中で光紗を呼びながら詩月は乳首をべとべとにする。光紗の声が大きくなっているから、ちゃんと気持ちいいらしい。指の動きが弱まり、今度は光紗がそれどころではなくなっているのだと悟る。勢いづいた詩月はさらに快感を吸いあげようと頑張る。

			「ああっ、ちくび、ちくびじんじんするぅ……っ。詩月ちゃん、気持ちいいっ！　きもちぃいぃよぉ」

			「ん、うん！」

			　光紗に褒められて詩月は何度も頷く。性感とは異なる快さが心を震わせる。好きな人のために尽くすことがこれほど幸福だなんて──光紗を吸いながら詩月は目に涙を浮かべていた。

			「さぁ！　しづきちゃんもぉっ」

			「ううぅ、みささん、だめぇっ！」

			　しかし光紗は快楽を受け入れるばかりではなかった。

			　詩月の中でおとなしくしていた指が目覚める。優しいけれど執拗な動きで光紗の指が詩月を乱す。腰から上ってくる快楽に炙られながらも、詩月は健気に口を動かそうとする。もう考えながら責められない。熱に浮かされるままに光紗を貪る。

			「んーっ、はうぅうううんっ！」

			「ひっ！　もっと、しづきちゃんっ」

			　光紗の指も余裕なさげに震えていた。気遣いのない動きが恐ろしいほどの性感を生んで、詩月を狂わせる。

			　光紗も詩月も一心不乱に愛しあう。まるでどちらが先に相手を絶頂に導くか競争するように。

			「あ！　あぁあ！　──────ッ！」

			　濃密すぎる時間の果てに、耐えきれなくなったのは詩月の方だった。

			　あれほど愛おしんできた胸から口を離し、一瞬詩月は虚空に投げ出される。すぐさま眩い光が逆流してきた。

			　詩月は快感に支配される。言葉にならない嬌声を響かせ、身体を反らせてしまう。秘所全体で光紗の指を抱きしめる。花芯を舐めあげられた時と同じ、だいじなものが壊れていくような感覚があった。

			　理性の復帰は以前より早かった。息も絶え絶えに詩月は膝枕から転げ落ち、起きあがる。

			「はぁ、はぁ……さきにぃ、イっちゃい……ました……」

			「ありがとね。詩月ちゃん、すっごく可愛かったよ」

			「でも光紗さんが！　まだ、最後まで……っ」

			「そう、だね？」

			　光紗は困惑したように頷いた。詩月にはすべきことが残っていた。泣きそうになりながら光紗に詰め寄る。彼女のことを気持ちよくしたかったのに、また自分だけ絶頂させられてしまった。

			「わたし……光紗さんに最後まで気持ちよくなってほしいんです。好きな人にしてもらってばっかりじゃ、いやです」

			「あっは！　詩月ちゃん、私にえっちなことがしたくて我慢できないんだ？」

			「そっ、そういう気持ちもありますけど……！　光紗さんが好きだからもっと頑張りたいんですっ」

			「ごめんね、ついからかっちゃった。うん、分かってる。私の胸も一生懸命よくしてくれようとしてたでしょ？　愛されてるんだなーって分かって嬉しかったよ」

			　だからね──そう言って、光紗はジーンズのボタンを外した。座ったままで、彼女は下も脱ぎ始める。体操するように伸ばされた脚からジーンズが引き抜かれる。持ちあげられた両脚のあわいに詩月の視線は向かってしまう。

			「──ちゃんと、詩月ちゃんにおねがいしたいの」

			　光紗は壁にもたれ、堂々と両脚を開いた。太ももに手を回して秘所を左右から引っ張る。

			「私がイっちゃうまで……気持ちよくさせて？」

			　てらてらと潤んだ光紗の秘所を前にして、詩月は頷くことしかできなかった。

			　触れる前によく見ておきたい。四つんばいになって顔を近づける。そこはすでにぐっしょりと濡れていた。蜜口は生々しくうごめき、詩月を惹きつけて放さない。ジーンズの下で蒸らされていた花は匂い立っていた。密着していなくてもはっきり感じ取れるほどに。

			　詩月は深く息を吸った。独特な匂いだが不快感はない。嗅いでいるうちに、何も考えられなくなってきて、気がつくと詩月はそこに鼻先を当てていた。

			「舐めてくれるの？」

			「ふあっ」

			　声を掛けられて詩月は頭をあげた。

			　さっきのお返しで指を使うつもりだったけれど、それもあるのか。先週、光紗の口で何度も絶頂させられたのに、そのやり方を詩月は考えていなかった。

			「えっと……どっちがいいのかな……」

			　意識の外にあった選択肢を出されて、詩月は戸惑う。言われてみるとそちらもよい気がしてくる。花芯を吸われる気持ちよさは身をもって体験している。光紗もそちらの方が悦んでくれるかもしれない。

			　舐められる距離まで詩月は唇を近づけた。あの日の光紗の気持ちが理解できる気がした。相手にそこは穢いと言われても、こうして秘所を前にしているとそんなことはちっとも感じなかった。

			「ねえ……今日は指がいいな」

			「わ、わかりました！」

			「お○んこばっかり、見ちゃ駄目だからね？　私の気持ちよくなってる顔を……ちゃんと見て、覚えておいて」

			　反則だと思った。言葉だけでこちらが達してしまいそうになる。

			　光紗に手を取られ、詩月は秘所に導かれる。あたたかだった。詩月は心を決めた。中指と薬指をあてがい、招きに応じる。

			「ああ、詩月ちゃん……っ」

			「うあ……」

			　光紗の内側はぬくもりに満ちていた。自分のそこより湿っていて、溶けてしまいそうだ。詩月の指を受け入れた光紗は唇を噛み、それから細く長くため息をついた。言われた通り、詩月はそんな彼女を間近で見守る。はじめての時は見る余裕がなかった光紗の表情は、詩月を激しくかき乱した。

			「変な感じ、してませんか」

			「平気、その調子だよ。もっとしてぇ……」

			　掠れた声で囁かれて、詩月の肌が粟立つ。躊躇いがちに指を動かすと、それに合わせて光紗は息を震わせる。ちゅく、ちゅくと秘所から湿った音が聞こえる。すべて自分が引き起こしていることだなんて信じられない。絶頂したばかりの秘所がまた疼き、詩月は腰を揺らめかせる。

			「んっ、んん……あぅ……あっ……あ！」

			　先ほどの光紗を真似るように指を曲げてみると、光紗の声が明らかに大きくなる。縋すがるような目つきで視線を絡められて、まばたきできなくなってしまう。懸命に続けていると、励ますように詩月は腕や背中をさすられる。お互いにだらしない顔をさらけ出して、二人は自分達だけの世界に沈んでいく。

			「ね、私のナカ……どんな感じがする？」

			「すっ、すごくぽかぽかしてます……！　指がとけちゃいそう……っ」

			「ふふ！　もっともっと、忘れられないぐらい私を感じてね……」

			　詩月の指が締めつけられる。まるで光紗に食べられているかのようだ。それほど、光紗は貪欲だった。ぐいぐいと腰を押しつけられているせいで指は根元まで埋まってしまっている。痛くないのだろうか。

			「こういうのってきもちいいですか、光紗さん」

			　もっともっと気持ちよくなってほしい。そんな思いで、詩月は思いつきを試してみた。光紗の太ももに置いていた手を秘所へ遣る。とろとろの蜜をたっぷり指にまぶしてから、花芯に添えてしまう。外も中も両方責めるのは自分の身体で何度も味わっている。きっと光紗も気に入ってくれる。

			「い、いい……っ！　ひゃうぅううん！　どっちもなんてぇっ……」

			　左右の手を別々に動かすのは難しくて、どうしても単純なことしかできない。それでも光紗の反応は明らかに変わっていて、詩月を惹きつける。内側を押しながら、花芯を引っ張ってみると、光紗は涙を浮かべて首を振った。年上のお姉さんが快楽に酔い痴れ、だらしない表情を晒している──その情景は詩月にとって刺激が強すぎた。

			「ぃくっ、いきそうっ、おねがいぃ、詩月ちゃんのっ、だいすきなしづきちゃんのゆびでいかせて……！」

			「光紗さん！　わたしもみささんがだいすきですっ！　いって！　わたしの指でイってください！」

			　求めあい、高めあう。衝動のままに、詩月は手をぐっと押しこむ。

			「すきっ！　すきぃぃっ、しづっ、しづきちゃあんっ！　あ、ああぁ……っ！」

			　泣きそうな顔をして、光紗は身体を丸めた。指への圧力がひときわ強まる。
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			　好きな人を絶頂に導けたという達成感はとても素敵なものだった。自分と同じように光紗も、あの頭が真っ白になる感覚を楽しんでくれた。そのことが言いようもなく嬉しかった。同じ体験を分かちあって、さらに距離が縮まった気がする。

			「ふぅ、ふうう……上手だったね、詩月ちゃん。私、すごく幸せ……」

			「光紗さんがちゃんといってくれて、よっ、よかったです」

			　頭を撫でられただけで詩月は真っ赤になった。指を抜こうとすると、名残惜しむようにナカで抱きしめられる。そろそろと引き抜き、顔の前に持っていくと、二本の指はふやけて、糸を引いていた。

			「ね、キスして」

			「はいっ」

			　おねだりされて断れるはずもなく、詩月は光紗に顔を寄せた。快楽の残滓ざんしを味わうように、詩月は光紗の吐息や涎を飲み下す。長い口づけは授乳と同じぐらい快かった。

			


			×××

			


			　睦みあってからしばらく、二人は長雨が止むまで風景を眺めていた。玄関前に座ったまま、手を繋いで。外の空気は脱いだ服を着ていても肌寒いほどだったが、火照った身体にはちょうどよかった。

			「来週こそは光紗さんにあうのを我慢しないと」

			　しばらくして、詩月は重々しく言った。

			「塾、サボらせちゃったね……」

			「気にしないでくださいっ。もともと、全然行きたくないんですから」

			　他にすべきことが分からないから通っていただけ。光紗という目的が生まれてから、塾は単なる障害物でしかなかった。詩月は鞄に入れておいた腕時計を確認した。まだ猶予は残っているけれど、いずれ光紗と別れなければならない。

			「勉強したってどうにもならないのに……」

			「将来のこと。まだ分からない？」

			「はい……光紗さんのおかげで、もう苦しくはないんですけど」

			　未来が分からない──以前、光紗にも話したことだ。もう平気だと言いたかったのに、詩月は言葉を詰まらせてしまう。胸を占めていた不安はすでに薄れている。ただし、完全に消えたわけではない。光紗との恋とは別のところに不安の源は存在していた。未だ、詩月は自分の目的地が霧の中にあると感じていた。

			　だけど──

			「ちょっとだけ、やりたいことができたんです」

			「なぁに？」

			「わたしも光紗さんみたいに誰かのお話を聞いてあげられる人になりたいんです」

			　具体的な職業が思い浮かんだわけではない。どんな勉強をすべきか決まったわけでもない。

			　ただ、その願いは船から見える灯台のように詩月の道しるべとなっていた。

			「そのために何をしたらいいのか、全然分からないけど……光紗さんみたいな大人になりたいから、もっと考えてみたくて」

			「そんな……私みたいに、だなんて……」

			「光紗さんは将来やりたいことって決まってますか」

			　大学生であれば、将来のことが自分より分かっているはず。そんな思いから、詩月は問いかける。母の言うような良い大学、良い会社なんてものではなく、もっと具体的な夢を光紗から聞いてみたかった。

			「映画関係の仕事をしてみたかったかな。映画は好きでよく観てたから」

			「へえ……映画監督とか、カメラマンとかになりたかったんですか？」

			「映像編集の仕事って分かる？　映画ってね、本当はすごく長いの。それを、編集の人がちょうどいい長さに仕上げてるんだよ。その仕事をしてたら、大好きなお話の、カットされたシーンまで全部見られるでしょ？」

			　夢を語る光紗は心から楽しげだった。映画に詳しくない詩月も、光紗の夢に引きこまれていく。

			「本当に好きなんですね……映画」

			「うん！　初めは現実逃避だったんだけど、段々ハマっちゃって。別世界に行けるのって楽しいよね？　詩月ちゃんって映画はよく観る？」

			「ごめんなさい。ママがテレビとかもあんまり見せてくれないから」

			　学校でも味わった気まずさが口いっぱいに広がる。話が合わず、相手の期待が外れてしまう瞬間。これにはいつまでたっても、慣れそうにない。しかし光紗は羨ましそうに笑っていた。

			「そっか。いいなぁ……詩月ちゃんはこれから、たくさん名作で感動できるんだね。『トゥルーマン・ショー』『フォレスト・ガンプ』……どれも、絶対観てほしいな。すごくいい話なの。明日も頑張ろうって、そう思えるの……」

			　語られるのは知らない映画ばかりだったが、聞いているだけで惹きつけられる。好きな人が好きなものは自分も触れてみたくなる。

			「あの！　わたし、光紗さんと映画が観たいです！」

			「え……」

			「光紗さんが面白そうだって思った映画、私も観てみたいです！　それから一緒にご飯食べたり、買い物したり……。そうだ！　大学を見学するってことにしたら、ママも誤魔化せるかも。本当に光紗さんの大学を見学するのも楽しそうですけど」

			　思いつきだというのに、とても盛り上がってしまった。

			　光紗とすごすひとときを想像するだけで詩月は目を輝かせる。週末にも塾があるし、監視の目はいつも光っている。それでもいつか、この約束を実現できる気がした。

			「デート、したいの」

			「そう！　デートですっ。金曜日だけじゃなくて他の日にも大好きな光紗さんと何かしたい！　ここ以外の場所で会いましょうよっ！　大丈夫そうな日が分かったら、電話します！　だから──」

			　他愛もない夢を語る途中で詩月は気づく。

			　光紗の表情が凍り付いている。

			　ナイフでも突きつけられているかのように、光紗が怯えている。

			　自分が光紗を追い詰めてしまっている。

			「あの……ね？　私もすごく詩月ちゃんとデートしたいけど……駄目なの」

			「光紗さん？」

			「その、ええと、うん。大学……？　そう、大学がね……忙しくなってくる時期なの。ゼミの研究で……。だからしばらくここにも来れなくなるかもしれないわ。ごめんね、やっと詩月ちゃんに好きって言ってもらえたのに」

			　ここに来られないという言葉が詩月の胸を突いた。好きな人をひとりにしないと誓ったばかりなのに、会えなくなるというのか。

			　しかし、好きという気持ちはそれだけでは萎えなかった。詩月は必死に光紗との繋がりを求めようとする。

			「大学があるなら仕方ないですよ！　だけど、あの……電話もダメ、ですか」

			「それも……ちょっと」

			　明らかな拒絶に詩月は黙ってしまう。あれほど近かった光紗が急にこちらを突き放してくる理由が分からなかった。

			　──面倒くさい子って思われたのかな。

			　勢いづいて話しすぎたかと詩月は後悔する。いきなりデートの誘いなんて失礼だったかもしれない。

			　しかしそれでも光紗の振る舞いには違和感があった。わずかなほころびから、目を逸らしていた疑問が漏れ出していく。

			　何かがおかしい。

			　今日だってそうだ。出会った直後から光紗の身体はほとんど濡れていなかった。雨は朝から降っていたのに。

			　詩月はそっと光紗のトートバッグに目をやる。そこに傘があるとは思えなかった。

			　光紗はずっとここにいたのだろうか。雨が降る前から。ずっとずっと、前から。

			「ごめんね！　……三週間後なんて、どう？　そのころなら大学も落ち着いていると思うし。映画の話がしたいな。好きになってほしい映画、たくさんあるの」

			　沈黙を恐れるように、光紗は詩月に手を重ね、言葉を紡ぐ。

			　必死の誘いに詩月は頷くことしかできなかった。その言葉に嘘はないと信じたい。彼女は別れを惜しみ、これから訪れる孤独を悲しんでいるように見える。

			　だからこそ、詩月に芽生えた疑いは深く根を伸ばしていく。

			


			　──嫌われてはいない。そう信じたい。それならどうして電話さえ許してもらえないの？

			


			　詩月は再び星良の言葉を思い出した。

			


			　──あの廃墟、幽霊が出るんだって。

			


			「光紗さん」

			　光紗に呼び掛ける。泣きそうな光紗は母に叱られている子どものようだった。そんな彼女を詩月は抱きしめる。彼女の膝の上に乗って、白い首筋に顔を寄せる。

			　なにもかもが、そこにはあった。

			　光紗のすべてに詩月は安らぎを覚えた。

			　──こんな風に触れられるのに、光紗さんが幽霊のわけないよね？

			　恐ろしい疑念の影を、詩月は懸命に遠くへ追いやろうとする。なのに、どうしても不安が拭いきれない。

			「分かりました。それまでちゃんと勉強して待ってます。次は映画のこと、いっぱい教えてください！」

			　たっぷりとお互いの身体を感じてから、詩月は光紗から離れた。

			「我慢させてごめん。私も本当は毎日詩月ちゃんに会いたいの。ああ、三週間後が私も楽しみ……！　たくさん、お話ししよう？　それに、えっちだっていいよね！　詩月ちゃんにはなんでもしてあげたいの。大好きだから、ずっと一緒にいたいから……」

			　光紗は涙目になっていた。詩月の身体に縋り、痛々しいほど明るく語りかける。

			　そんな彼女のことを、詩月は怖いと思ってしまった。

			　詩月は光紗との行為が大好きで、それで頭がいっぱいだったこともある。次会う時も、きっとそういうことをする予感がある。なのに、光紗の誘いをなぜこんなにも苦しく感じるのだろう。

			「じゃあ今日はそろそろ戻ります！　しばらく寂しくなりますね……」

			「私も。でもね、詩月ちゃんのことを考えていれば、私はへっちゃら。詩月ちゃんも、そうだといいな」

			　不安を振り払いたくて、詩月は努めて明るい声を出した。

			　詩月が立ち上がると光紗もそれに続いた。彼女はトートバッグからランタンを取りだし、明かりを灯す。

			　フェンスまで来ると、そこで光紗は立ち止まった。

			「またね」

			「光紗さん……」

			　自分はこれまで光紗と共に帰ったことが一度もない──その事実を詩月は突きつけられる。光紗はまた泣き出しそうな顔になっていた。しかし、彼女は詩月の視線に気づくと慌てて顔を拭い、痛々しく笑う。

			　何も言わずに詩月は光紗に背を向けた。

			　詩月は洋館から去る。その足取りは重い。

			


			×××

			


			　塾のビルの前で詩月は入り口をうかがっていた。ほどなく、他の生徒達に混ざって星良もビルから出てきた。何気ない風を装って詩月は彼女に駆け寄る。

			　星良は迷子を見つけたように安堵の息を吐いた。

			「よかった、ちゃんと戻ってきたんだ」

			「さっきのは……迷惑だったよね」

			「いきなり出ていくからマジで心配だったんだよ？　ああ、センセにはおばあちゃんがヤバイっぽいとか説明しちゃったけど……それでオッケー？」

			「大丈夫……だと思う」

			　無茶をしたと改めて感じた。それでも詩月に後悔はない。

			「でさ、どこ行ってたわけ……」

			　詩月は逃げ出したくなるのを懸命に堪える。星良の疑問は当然だし、黙っているわけにはいかなかった。

			「落とし物を取りに行ってたの……どこにあるか分かったら、どうしてもそのままにしておけなかったから」

			「なに、それ」

			「……好きな人がくれたもの」

			　そして、自分が好きな人にあげたもの。

			　あなたのことが大好きだという気持ち。

			　詩月の正直な答えに納得したようで、星良は真顔で頷いた。

			「そりゃ取りに行かないとダメだわ。どこにあったの」

			「前教えてくれた洋館。ちゃんと見つかったよ」

			　友達に嘘をつきたくなくて、詩月は正直に答えた。

			「あの洋館かぁ。確かに急がなきゃアウトだもんね。そのサボりはアリだわ、うん！　あたし的には全然セーフだよ、今回のサボり」

			　猛烈に嫌な予感がした。思わず会話を打ち切って、星良から逃げてしまいたくなる。

			　きっと、彼女は恐ろしいことを口にしようとしている。

			「もうすぐ取り壊しだもんね、あの心霊スポット。立ち入り禁止の前に取りに行けてよかったじゃん」

			「え？」

			　洋館が取り壊される。

			　逢瀬の場所が失われてしまう。

			　それなら、光紗との約束はどうなる？

			　身体が震える。鼓動が速まる。色々な考えが頭を乱舞する。

			　いきなり突きつけられた報せに、詩月は立っているのがやっとだった。

		

	

			第四章　離別

			


			　──本当に危険な気配を感じた。

			　──写真を撮ろうとしたらカメラが壊れた。

			　──庭から一歩も前に進めなかった。

			　──かつての住民に拒絶されている気がした。

			


			　洋館の噂はそうしたものばかりだった。

			　いくらネットで調べても蒼百合館の画像や動画は見つからず、そもそも、蒼百合館という名前すら使われていなかった。どのサイトでも廃洋館だとか忘れられた屋敷だとか、そういう名前で呼ばれていた。

			　インターネットじゃ手がかりが掴めそうもない──詩月はパソコンのモニタを睨みつける。家に帰ってから、ずっと蒼百合館のことを調べているのに収穫はゼロだった。

			　詩月が求めている情報は蒼百合館が心霊スポットとなったきっかけだった。きっと、それが光紗の正体の鍵になる。

			「何を見ているの」

			　背後からの声に詩月はぎこちなく振り向いた。母が訝いぶかしげに詩月のモニタを覗きこんでいた。咄嗟にページを消そうとして、やめる。焦るとかえって怪しまれてしまいそうだ。

			　詩月が閲覧していたのは廃墟の探検記事だった。このライターも洋館を目指し、入り口を前にして引き返したのだという。何かに見張られているように感じたから。

			「学校で噂になってた……心霊スポット。有名らしくて、気になったから」

			　話しているだけで息苦しい。感情を押し隠して、詩月はもっともらしい説明を並べる。普段、リビングの共用パソコンを使わない理由はここにある。母はリビングで持ち帰りの仕事をしているから、必然的に監視されるのだ。

			　ママ、絶対に怪しんでいる──詩月は警戒を隠さない。

			「白百合館……？　熱心に何をしているかと思えば……消しなさい、こんなもの」

			　母の語気が強くなる。冷たい態度をとることは分かりきっていた。しかし母がこれほど苦々しい顔になるなんて予想外だった。

			「……学校じゃ蒼百合館って呼ばれてたけど？」

			　何気ない一言に引っかかりを覚える。母はよく知った場所であるかのように、白百合館という名前を出した。このサイトにも写真はない。文章の途中を読んだだけで場所が分かるほど、母はあそこに詳しいというのか。

			「下らない……！　青い百合なんてこの世に存在しないじゃないの。どうせ、誰かの創作、デマでしょう」

			　急に寒気がした。

			　──青い百合が存在しないというなら、わたしは何を見てしまったの？

			　母が見ているのも構わず、詩月は青い百合について検索する。確かに青い百合は自然界に存在しないとされていた。そして、本来百合は秋に咲かないとも。あの洋館がこの世ならざる場所なのだという証拠が増えていく。

			「幼稚な怪談なんて調べていると馬鹿になるわ。今すぐやめなさい。幽霊だなんて……そんなものがいるなら、目の前に出てきてほしいものね」

			　顔色を変えた詩月にも気づかず、母は否定を続けていた。その態度はお化けなんて嘘だと強がっている少女のようだった。

			「たとえ廃墟になっていても、他人が生活していたところを心霊スポットだの呪いの場所だの……そんな風に決めつけて、忍びこもうとするなんて下品にもほどがあるわ。そんなことも分からない？」

			「うん……ごめんなさい、ママ」

			　不機嫌の気配は煙のようにリビング全体に広がっていた。詩月は目を伏せ、パソコンの電源を切った。

			「いい？　時間を無駄にせず、もっと有益なことをなさい。二度とあんなことは調べないで。何度も言ったけど遊ばせるために一貫校にしたわけじゃないの。この時期にしっかりと地力をつけて受験に備えないと……」

			　母の言葉が耳に入ってこない。俯いたままで、詩月は不安を持て余す。

			　蒼百合館という名前も光紗から教えられたものだ。洋館の真の名前が白百合館なのだとしたら、彼女が真実を隠したのは何故だろう。とこしえに咲き誇る青い百合を怪しませないためなのか。洋館で起こったことを調べさせないためなのか。

			　触れてはならない秘密に、詩月は近づきつつあった。

			「……少し言いすぎたわ。とにかく頑張りなさい」

			　沈んでいく詩月の態度に怯んだのか、母の説教は中断された。さっきの振る舞いは感情的すぎたと自覚しているようで、母の歯切れも悪い。

			「最近は詩月もよくやっているようね。そこは認めるわ。模試の結果、一番だったでしょう」

			「そうだね」

			　母に成績を褒められるなんて滅多にないことで、詩月は面食らう。

			　先週末──蒼百合館が取り壊されると聞いた翌日、詩月は模試で全国一位を獲った。

			　光紗のことで気持ちが乱れていても、猛勉強は詩月を裏切らなかった。結果発表の掲示板を見て、詩月は喜ぶよりも安心した。光紗と出会ったせいで成績が落ちた──そんな結果を避けるため、サボった分は必死に埋め合わせてきた。そんな誤魔化しに成功しても、詩月はため息をつくばかりだった。

			　そして、星良は二位だった。彼女は気の毒なぐらい落ちこんで、それでも詩月を祝福してくれたから、気まずくなってしまった。

			「満点ではないけれど、減点のあった最後の記述問題は相当レベルが高かったわね。あれを正解できる子はいないでしょう。きっと詩月が一番正答に近いわ。すごいじゃない」

			「うん」

			　詩月の返事は平坦だった。母からの賞賛はもっと嬉しいものだと思っていた。なのに、心は凪いだままだ。答案をチェックしていたようだけど、結果を伝えたのは日曜日、もう四日前だ。今更なぜ褒めてくるのか。

			「最近、全体的な成績も上がっているのは知っているの。馬鹿な噂話なんて放っておいて、将来のためにこれからも頑張りなさい。まずは来週の中間考査よ」

			「分かってる、ママ」

			　詩月は微笑み、頷く。塾をサボっていても成績は上がる。それを知ったら母はどんな顔をするだろうか。相手が何も知らないことに密やかな優越感が芽生える。絶対的だったはずの母が昔ほど恐ろしいとは思えない。

			「そろそろ寝るね。おやすみなさい」

			「おやすみ、詩月」

			　話が途切れたタイミングで、詩月は自室に戻った。一人になると光紗への疑念がまた膨らんでいく。目を閉じていても眠くならず、ずっと光紗のことを考えてしまう。これまでのようにすべてを忘れて自慰に逃げることもできた。しかし、詩月はベッドの中で暗闇を見つめることを選ぶ。

			　明日は金曜日。これまでいつも、光紗と会っていた日。だけど、光紗はしばらく来ないのだという。明日を我慢しても、会えるのは二週間後ということになっている。光紗と自分の間にある障壁は、きっと大学が忙しいなんてものではなく、光紗の抱えている秘密そのものだろう。

			　その秘密が光紗を苦しめている。

			　詩月には自分の考えに確信があった。自分との再会を願う、光紗の切実な表情が心に焼き付いている。大好きな人には絶対、あんな顔をしてほしくない。彼女のためにできることはなんでもしたかった。

			　秘密に触れられるのを光紗は拒むと、詩月は分かっていた。それでも詩月は真実を求める。大切なことを誤魔化したり流したりしながら大好きな人と向きあうのは嫌だった。詩月にできるのは正面からぶつかることだけ。初恋に駆け引きなんて存在しない。

			　光紗さん、ごめんなさい──光紗が望まないと分かっていながら、詩月は決意する。白百合館、そして会野という名前、二つの手がかりを使って真実を見つけ出す。そして叶うものなら光紗の苦しみを共に分かちあいたい。

			


			　光紗が自分を救ってくれたように。

			


			×××

			


			　庭の百合は今日も青色だった。

			　ここは白百合館という名前なのに。

			　詩月は庭から二階の窓を見つめた。人の気配はない。まだ午後三時過ぎで空は明るい。日中でも周囲は静まり返っていて、街の浮かれた雰囲気からは隔絶されている。

			　詩月は正面を見据え、歩き出す。誰もいないはずの洋館を目指して。

			　考査期間中は学校が早く終わるから、夕方からの塾をサボってしまえば時間に余裕が生まれる。いつもより長く、洋館を調べることができるだろう。

			　決意を固めてから一週間、詩月は暇さえあれば図書館に籠もっていた。クモの糸のように頼りない手がかりから、詩月は一つの真実をたぐり寄せていた。

			　玄関の扉を開ける。洋館の内部は森のどこよりも静寂が濃い。

			　まるで時間が止まっているかのようだ。

			　十七年前のあの日から。

			　二〇〇■年、春。白百合館で大学生が自殺した。

			　〝彼女〟は白百合館を所有していた会野家の娘だった。〝彼女〟は当時同じ大学の学生と交際していたが、大学卒業後、許婚のもとに嫁がされることになっていたという。

			　名家の一人娘が悲恋の末に命を絶つ──そんな事件にマスコミは飛びついた。けれど有力者だった会野家の圧力で、瞬く間に彼女の死は風化させられた。詩月が見つけた情報も、大衆誌の怪しげで扇情的な見出しのゴシップと、地元紙の小さな記事だけだった。

			　しかし死を隠したところでその呪いは消えなかったらしい。調査していくうちに詩月はその後の顛末も知った。事件以来、会野家の事業はことごとく失敗に終わった。結局、数年後に起きた世界恐慌で会野家は離散し、血筋も絶えてしまったという。

			　会野家は、一族がその人生を弄もてあそんだ一人娘──会野光紗の呪いを受けたのだ。

			　図書館の新聞の縮刷版で光紗の名前を見た瞬間、詩月は心臓が握り潰されたように感じた。涙は出てこなくて、ただ胸が痛んだ。光紗はずっとあの洋館にいたのだろう。十七年間もたった一人で。誰からも悼いたまれることなく。

			　新聞の記事は素っ気ないものだったが、光紗の友人が事件を通報したことや光紗が家庭のトラブルに消耗していたことまで伝えられていた。実名での報道を強く望む声があったのだと、末尾には断り書きがされていた。

			　すべてを知ってから、この瞬間まで詩月は懸命に光紗の記憶を頭に焼きつけていた。自分が忘れてしまえば、光紗はまた殺されることになる。十七年後の今、残されているのは噂話だけだ。誰も会野光紗のことを覚えていない。

			　光紗自身の言葉を詩月は聞いている。彼女もまた家族に追い詰められていた。彼女の一族が望まぬ結婚を強いたことも、光紗の命を賭した抵抗を葬り去ろうとしたのも、事実なのだろう。

			　もはや光紗を記憶しているのは自分しかいない。その焦燥に詩月は駆り立てられていた。

			　詩月が洋館を訪れた理由は二つあった。

			　一つ目の理由はここに立ち入ることを許された人間として、光紗の愛した場所を記憶に留めておくため。

			　内部へ足を踏み入れると、玄関の床板がみしみしと湿った軋みをあげた。ここ最近の長雨のせいか、初めて訪れた時よりも洋館は弱っていた。

			　近いうちに洋館が取り壊されるのも、事実だろう。現に森の入り口にあった看板は新しくされていて、森にも人の立ち入った形跡がある。解体の準備は今も進んでいる。工事が始まっていないのは、光紗が拒んでいるからなのかも。

			　初めて来た時も一人だったのに、今の方がずっと心細かった。足元を確かめつつ、詩月は二階の寝室を目指す。何をするにしても光紗と出逢った場所から始めたかった。

			　階段までたどり着いて、詩月は面食らう。赤絨毯はこれほど痛んでいただろうか。ところどころにへこみがあって、足を置くと床が抜けそうだ。安全のために手すりを掴むと、その支柱が根元から折れた。思い切りつんのめってしまい、詩月の短い悲鳴が虚ろに響く。自分まで洋館に拒否されているようで、詩月は目の奥が熱くなった。

			　どうかもう少しだけここにいさせてほしい。自分の寄る辺になった場所を、いつまでも覚えておくために。

			　慎重に二階へ這い上り、詩月は寝室の前までやってくる。ドアノブに手を掛けるだけで背中に汗が出てきた。覚悟を決めて、扉を開ける。

			　寝室に入った詩月はその場に崩れ落ちそうになった。

			　そこには、いないはずの光紗がいた。

			　光紗はベッドに横たわっていた。目を閉じ、両手を胸の上に置いた姿はまるで──

			　詩月はふらふらと彼女のもとへと近づく。寝室はカーテンが締め切られていて薄暗い。空気は冷えて、澱んでいる。詩月がすぐ側にいるのに、光紗は微動だにしない。ベッドに跪いて、詩月は光紗の顔を見つめる。

			「すぅ……すぅ……」

			　光紗の微かな寝息を聞いても、詩月の心は晴れなかった。

			　洋館を訪れた二つ目の理由は、金曜日の夕方以外でも、光紗が洋館にいるかどうかを確かめるため。

			　いてほしくなかった。気づかずにいたかった。

			　当分来ることができないと言っていたはずなのに、光紗はここで眠っている。

			　毎週洋館に来ていたと考えるより、いつも洋館にいると考える方が納得できる。

			　そして光紗は服装もいつも同じだ。これまで別の服を着た彼女を見たことがない。いくらなんでも、不自然すぎる。これまでだってうっすらと疑問には思っていたけれど。

			　光紗は洋館から離れることができない──考えれば考えるほど、その仮説に真実味が出てくる。

			「光紗さん……」

			　囁きかけても、光紗は眠り続けている。彼女が自分を遠ざけようとした理由を、改めて詩月は考える。いずれ洋館は失われ、一緒にいられなくなると光紗は気づいていた。お互いに別れが辛くなる前に、距離をとろうとしてくれていたのだろうか。

			「うぅう……うううぅ、あうう！」

			　だしぬけに光紗の寝顔が歪んだ。詩月の見ている前で光紗は発作を起こしたように唸る。身体を丸めてシーツを乱し、苦しげに息を吐く。

			「どうしたんですか！　光紗さん！　大丈夫ですか！」

			　光紗のただならぬ様子に詩月は焦り、彼女を揺り起こそうとした。

			「なんで……！　なんで来てくれなかったの？　約束、したのに！」

			　光紗の叫びが何を意味するのか詩月には分からない。そこにある彼女の苦しみだけが流れこんでくる。自分がいると勇気づけたくて、詩月も大声をあげる。

			「わたしがここに！　ここにいます！　だから起きてっ、光紗さん！」

			「う、うう！」

			　弾かれたように光紗は起き上がった。青ざめた顔で辺りを見回し、それから呆然ぼうぜんと詩月を見つめる。精一杯の笑顔で、詩月はその目覚めを歓迎した。

			「起きてくれてよかった……すっごくうなされてましたよ、光紗さん」

			「え？　詩月ちゃん？　なんで……っ」

			　光紗は詩月から身体を離そうとした。唇を噛み、何かに耐えるように詩月を見つめる。「わたし、光紗さんに会いたくてたまらなくなっちゃって……ここでならもしかしたらって。まさか本当に光紗さんがいるなんて思ってなかったんですけどっ。え、えへへ」

			　最後の一言は余計だった。詩月がそれに気づいた時には、手遅れだった。光紗は苦しげに震えていた。詩月も顔色を変えてベッドに上がる。

			　──違う、そんな顔をさせたかったんじゃないのに。

			「嘘をついてごめんね。でも、詩月ちゃんに会いたくなかったわけじゃないの。それだけは信じて……お願いだから」

			　思い詰めたように光紗は俯き、それから詩月と向きあった。

			「あのね、私……本当は──」

			「光紗さんっ！」

			　詩月は光紗の言葉を断ち切った。勢いよく抱きつき、彼女の胸元から顔を見あげる。彼女の秘密を調べたのは嘘を暴いて責め立てたかったからじゃない。

			「わたし、光紗さんを信じてます。何があっても光紗さんのこと、嫌いになったりしません……。だから……もっともっと、この気持ちを伝えたいんです」

			　言葉だけでは、きっと届かない。詩月はそのまま光紗を押し倒してしまう。マットレスが沈み、詩月の腕の間に光紗は閉じこめられる。黒髪がシーツに広がり、詩月の手にかかる。

			「わたしの想いを確かめてください。お願いです……光紗さん」

			　押し倒されたまま、光紗は夢見るようにそっと頷いた。

			「たくさんたくさん、あふれるほど感じさせて……」

			　胸が大きく鳴った。詩月は想いの赴くまま、光紗にキスの雨を降らせた。

			「光紗さん、みささんっ！　んっ、ちゅ、んふぅ……ふぁ……」

			　身体をくっつけ合わせて、一生懸命唇を動かす。そうしていると光紗が頭を撫でてくれた。

			「あ、ふっ、ちゅるっ……詩月ちゃあん」

			　身も心も捧げて、愛する人に尽くしたい──キスの一つ一つに、激しい想いを乗せる。隠された秘密ぐらいで、光紗から逃げたりしないと信じてもらいたい。

			　口を離すと、光紗は蕩けた目つきで詩月を求めていた。

			　光紗を押し倒して、キスしてしまった。初めてした時とは立場が逆さまになっている。そのことに詩月はなんともいえないときめきを感じた。

			　これぐらいじゃ、全然足りない──詩月は恐れながら、しかし決然と光紗のシャツに手を掛けた。光紗は何も言わずに上体を起こしてくれる。もぞもぞと上着もシャツも脱がせ、それからブラのホックをもたつきながら外す。

			「どんなことをしてくれるの？　詩月ちゃん」

			　光紗の胸は仰向けでもほとんど形が潰れず、存在感を発揮していた。何度見ても圧倒されてしまう。膝立ちのままで、しばらく詩月は眼下の光景に心を奪われる。

			「あの！　もう少し待っていてください」

			　すべきことを思い出した詩月はブレザーとブラウスを脱ぎ捨てた。買ったばかりのミントグリーンのブラも脇に追いやって、それからおもむろに身体を倒す。お互いの胸が、ぴったり合わさるようにして。

			「ん……詩月ちゃん、どきどきしてる」

			「光紗さんも……」

			　詩月は言葉少なに、身体が押しあう感触を味わう。自分の乳首が光紗の乳首を押している。身体を動かすと乳首同士が擦れて、こそばゆい感覚が走った。繰り返し愛しあってきたおかげで、睦みあいの最中でも詩月は冷静さを保てるようになっていた。視線を下げて合わさった部分を確かめてみると、詩月の小さな胸は光紗の胸に半ば埋まっていた。こうして密着すると肌の色や乳輪の大きさの違いまではっきりと分かる。光紗の身体の方が健康的なぐらいだ。

			「もっとこりこりしよっか？　ほら……」

			「あ！　光紗さんっ、そんなことぉっ！」

			　光紗は自分の胸を左右から手で支えて、揺らし始めた。敏感な乳首を胸全体でくすぐられて、詩月は理性が溶けそうになる。しかし、こうして胸を合わせたのは気持ちよくなるためだけではない。喘ぎながらも、詩月は光紗にもっと体重をかける。さきほどより遠慮せず身体を預け、またキスをする。
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			「みしゃ、みしゃさんっ」

			「あっ、は、しづきちゃん、いぬみたい……」

			　光紗の言う通り、詩月は四つんばいで光紗に跨がり、じゃれついていた。舌を絡め、身体を押しつけ、確かめる。光紗の胸の奥で心臓が動いているのを。光紗の身体が熱を発するのを。彼女が生きているのだと詩月は証明しようとする。

			　光紗はどこへでも自由に行ける。自分達の間にしがらみとなるものなんて何もない。お互い、それに気づいていないだけ。

			　触れあえば触れあうほど、甘ったるい期待を抱いてしまう。

			　それが叶うと思うほど詩月は子どもではなかった。

			「光紗さん、好き、すきすきっ……そばに、いさせてください、みささんのとなりに」

			　どうか、どうかできるだけ長く。

			　せめて、せめて最後の瞬間まで。

			　光紗の秘密を受け入れて、寄り添ったとしても──

			「私も詩月ちゃんがだいすきっ。ずっと、ずうっといっしょ……っ」

			　──その先には、きっと別れが待っている。

			「はふ、はぅう」

			　詩月は唇をずらし、光紗の首筋に顔を寄せた。胸いっぱいに匂いを吸いこみ、そして頬擦りする。

			「なぁに？　痕、つけたいの？」

			「あと……？」

			　光紗の問いかけに詩月は動きを止める。なんのことかよく分からなかった。

			「ん……キスマークかと思ったんだけど」

			「口紅の痕、ですか？」

			　行為を中断して詩月は自分の唇に触れた。会話を挟んだくらいで気持ちが冷めたりはしない。疑問のおかげで暗い想像も途切れてくれたのがありがたかった。

			「ううん。キスしてからちゅうぅって吸うとね……身体に痕が残せるの。大好きって証を……」

			　光紗は誘うように微笑んだ。そして、詩月が食らいついていた首筋を密やかに撫でる。

			　そんな仕草で詩月は思い出した。小説の中で、結ばれた翌朝、恋人同士で首筋に絆創膏を貼る場面があった。クラスのみんなにばれてしまうから、と。

			　──首を隠そうとした理由ってそういうことなんだ。

			　詩月も自分の首筋に触れる。ここに痕をつけられたら、鏡でずっと眺めてしまいそう。

			「でもね、私は首より好きなところがあるの」

			　新しい知識にため息をつく詩月をよそに、光紗は身体をぐるりと回し、うつぶせになる。

			「ねえ、詩月ちゃん」

			　詩月の視界を占めるのは光紗の背中。マッサージされるのを待つように、無防備な格好だ。染み一つない肌は伸びやかで、背骨に添った溝がそこにすっと縦線を引いている。浮き上がった肩甲骨は天使の羽の名残のようだ。光紗は枕を引っ張り寄せて、そこに頭を埋めている。髪の隙間から見え隠れするうなじが艶やかだった。

			　その光景に圧倒された詩月は返事もできず、ただ光紗を待つ。

			「背中に痕を、付けて」

			　光紗の背中にキスをする。想像だけで唇がむずむずしてしまう。

			　新雪を踏み荒らすような罪悪感さえあった。

			　本当にいいのだろうか──

			「私ね、背中が弱いの……」

			　光紗は後ろに手を回して、するりと肩甲骨の間を撫でた。

			「指で撫でられたり、キスされるとぞくってして気持ちいいの。私の弱いところ……詩月ちゃんと私だけの秘密だからね？」

			　秘密、という言葉に光紗は力をこめた。

			　自分だけに教えてくれた、弱点。光紗の言葉を噛みしめながら、詩月はうやうやしく彼女から降りて、その脇に移る。

			　こそばゆくなることはあっても、背中で気持ちよくなんてなれるのだろうか。やるからには、ちゃんと光紗に気持ちよくなってもらいたいけど。戸惑いながらも、詩月は最初に口づける場所を決めようと、光紗の背中の溝を撫でてみた。

			「く……」

			　それだけで光紗は震えた。彼女が抱えている枕が潰れて、さっきより身体に力がこもっているのが分かる。そんなにも敏感なのか──想像以上の反応に驚き、詩月は光紗の背中に人さし指で真っ直ぐな線を描く。

			「ふうっ、う……もうっ、早くキスして……っ」

			「ご、ごめんなさいっ。どこにしたらいいか分からなくて」

			「どこでもいいよ……。詩月ちゃんの好きにして」

			　光紗の背中はどこであろうと聖域だった。視線を彷徨わせてから、詩月は慎重に背中の真ん中あたりにポイントを定める。うぶ毛が見える距離まで顔を寄せ、遠慮がちにそっと唇をくっつける。

			「ちゅっ」

			「はう……んっ」

			　声の質が明らかに変わったのが分かった。少しだけ場所をずらして、もう一度。

			「ん、ん……！」

			　詩月の施す愛の一つ一つに光紗は反応した。まるで楽器みたいに光紗を奏でているようで、詩月の心は昂っていく。ちゃんとできているという実感が、詩月を大胆にする。

			「ちゅる、みひゃさん、もっと、きかへて……ききらいですっ……れろっ、ぴちゅ……」

			「あ！　それっ、しづきちゃんっ！　うあぁ！」

			　別の声を引き出したくて、ちろちろと舌先を使う。すると、光紗は大きくはねた。うっすら汗ばみつつある背中を、舐めて、さすって、光紗の気持ちを引き出していく。

			「あぁあー……っ！　あ、んぅう！」

			　熱心な詩月は光紗の反応を懸命に観察していて、次第にこつを掴んでいく。中指と人差し指で腰から首まで撫であげれば、彼女は絞り出すような声で鳴いた。

			「すぅーってしますね……」

			「やっ！　や、やらっ！　っふ、くふふふふっ」

			　次は背中に手を置いて、肩、脇腹、腰のくびれまで十本の指を滑らせていく。こちらはくすぐったさが勝るのか、光紗はうつぶせのまま身をよじり、髪を振り乱した。触られている間、彼女は枕を握りしめていて、すっかり余裕をなくしていた。いつの間にか伸ばされていた両脚も畳まれ、お辞儀するような姿勢に変わっている。

			「ちゅ、ちゅっ、みささんのせにゃか、あったかいぃ」

			「ひゃううぅっ」

			　相手が唇と舌の感触を忘れかけたころに、詩月は光紗のうなじにキスする。ミルクを舐める子犬のように、夢中になってキスの道を作る。いつでも新しい気持ちよさを感じてもらいたいから、キスの最中も手を休めない。両手を光紗のために使っているせいで、汗も拭えなかった。昂揚を抑えきれず、詩月はお尻を振って、じゅんと滾った秘所の熱を逃がそうとする。

			「あっん！　すってっ、しづきちゃんっ、ちゅうってして」

			「ふぁ！　は、はひっ」

			　ジーンズのウエストが見えてきたところで、詩月は光紗に呼びかけられる。切羽詰まった声に驚き、詩月はその場で動きを止めて、腰骨あたりを思い切り吸った。

			「ぢゅ……ぢうぅうっ」

			「そう。ん、んくぅううううっ、きす、きもちぃいぃ……」

			　少し品のない音を出してしまい、詩月は慌てて口を離す。光紗の後ろにいると、彼女の身体全体がよく見えた。そうして目にしたのは、自分の刻んだキスマークだった。綺麗な背中に一点、赤く滲んだ染みができてしまっている。そこから目が離せず、詩月は唇を噛みしめた。

			「ごっ、ごめん、なさい……光紗さん」

			　詩月は反射的に謝ってしまう。詩月が刻んだものはキスマークだけではなかった。唾液の痕や、乱れきったシーツのしわ、くしゃくしゃになった枕、光紗の蕩けた横顔。どれも詩月が作り出したものだ。

			　光紗を汚してしまった気がした。

			「ふふ、気にしないで。もっと付けてくれてもよかったのに」

			　詩月の動揺に気づかず、光紗は腰を持ちあげた。自然と詩月の視線もジーンズに吸い寄せられる。ジーンズの上からでも光紗の身体の形はよく分かった。お尻を突き出した、とても無防備でいやらしい格好。詩月はどうすればいいのか分からなくなって、そこから視線を外した。これまでお互いの身体は隅々まで見せ合ってきたというのに今日はひどく落ち着かない。

			「……ねえ、下も脱がせて？」

			「わ、わかりましたっ」

			　急かすように光紗がお尻を振る。詩月は半ば目を瞑って、不器用にジーンズのボタンを外した。震える手で下着もろともずりおろしてしまう。ジーンズにかけた指が光紗のお尻に触れて、詩月の動悸はますます激しくなった。二人は言葉を交わさず、その先に備えるように乱れきった呼吸を整える。

			「うあぁ……！」

			　膝あたりまで下ろしたところで、目を開けてしまう。詩月は呻くことしかできなかった。光紗は後ろの蕾つぼみを露わにしていた。両脚の間から大きな胸が身体とベッドに挟まれて潰れている様子まで覗けた。彼女の秘所は裂けた果実のようにじゅくじゅくと潤っていて、蜜を一筋とろりと垂らしている。

			　とてもおいしそう、いますぐ口をつけたい、きっと光紗もそうされたがっている──獰猛な欲望が詩月の頭を塗り潰す。ほんの少し動くだけで欲望を満たすことができる。しかし詩月は躊躇いを捨てきれなかった。ちゃんと光紗を感じさせているのに、なぜか罪の意識が絡みついてくる。

			「やだ、詩月ちゃん、じろじろ見られたら……はずかしいぃ……」

			　恥ずかしいという言葉で、詩月は息を飲んだ。今日は光紗ばかり恥ずかしい目に遭わせている。光紗に想いを伝えるためにシているはずなのに、また自分はいやらしい気持ちに流されていたのではないか。そんな気持ちに駆られて、詩月はあたふたと光紗の隣に滑りこんだ。

			「する前にっ、わ……わたしにも恥ずかしいこと……してください」

			　とにかく光紗と一緒の気持ちにならないといけない気がした。一方的に相手をめちゃくちゃにするなんて、詩月にはできなかった。まだ穿いていたスカートと下着も脱ぎ捨ててしまう。これで光紗とおそろい、生まれたままの姿だ。

			「詩月ちゃんにも？」

			　枕から顔をあげて光紗は聞き返してきた。彼女はまだ頬を染めていた。

			「好きな人にばっかり恥ずかしいこと、させたくない……から」

			　えっちの途中でこんなことを考えるのは変だろうか。不安になりながらも詩月は光紗に懇願する。すると光紗は泣きそうな顔をして、それから詩月の頭を愛おしげに撫でた。

			「そうだね……一緒じゃないとね。二人で一緒に、すっごく恥ずかしいことしようか」

			「しっ、しましょうっ」

			　緊張のあまり大きな声で返事しながら、詩月は恥ずかしいことを思い浮かべる。光紗と同じようなポーズで後ろからぱっくりと秘所を割り開かれるのか、自慰を観察されたりするのか、どんなことでも準備はできていた。

			「こういうやり方……きっと詩月ちゃんも気に入ると思うの」

			　丁寧な説明を受けつつ、詩月は光紗と互い違いになる形で身体を丸めて横になる。それから光紗の脚の間に首を挟みこんで、自分の片脚もあげる。光紗も詩月の股にもぐりこんで、合図するように彼女の太ももを撫でた。光紗によれば、こうした体勢はシックスナインというらしい。

			「私にキスしてるだけで、こんなにしちゃったんだ……詩月ちゃんのおま○こ、てかてかしてて、おいしそう……」

			「はいっ、光紗さんの声と身体だけで、わたし、い……ぃっちゃいそう、でした」

			「私も。詩月ちゃんにされてるだけで、触られてないのにイっちゃった。もぉっと気持ちよくしてね、詩月ちゃん」

			　詩月の目の前で欲しがるように光紗の蜜口がうごめいた。肉の花びらがぬめった光沢を見せつけてくる。

			　二人は身体で円を作るような体勢で、お互いの秘所を間近で見つめあっていた。仰向けになった相手に覆い被さるやり方もあるけれど、今のように二人で横倒しになる方が楽なのだという。

			「どーお？　私達、すっごく恥ずかしいことしてると思わない？」

			「んひっ！　ふーってしないでくださいっ」

			　希望通り、これ以上ないほど恥ずかしい。詩月は顔を真っ赤にして、光紗の許しを待つ。雨の日に眺めた時より、光紗の秘所はぬるついている気がした。花芯はまだフードを被っていて、詩月に剥かれるのを待っているようだった。

			「さあ、やってみて。背中にしてくれた時よりもべとべとにしてね」

			　また吐息が秘所に当たる。詩月は目を見開いたまま、光紗の秘所に顔を寄せた。

			「ん……」

			　光紗の匂いを吸いこみながら、詩月はそろそろと舌先で蜜口に触れた。整えられた茂みが頬をくすぐる。光紗の太ももに力がこもったのを感じた。

			「ふうっ……へぅ、んん……れるっ」

			　初体験で光紗に舐めてもらったことを思い出しながら、詩月は舌を動かす。ぎこちなく、一生懸命に。独特の匂いが強まって、鼻腔から頭を溶かしてくる。肌や髪の香りと違って、光紗自身の生々しい匂いが癖になってしまいそうだった。

			「あぁー……そう、そこぉ……私のいりぐちっ、吸ってぇ……」

			　光紗の濡れた声が聞こえた。彼女の乱れた仕草に勇気をもらって、詩月はもっと大胆になる。かつて自分がされたように、顔を秘所に密着させて、唇で思い切り吸い付く。口全体で光紗の形を確かめていると、彼女の身体が震えた。

			「ぷふ、ふ、ぢゅるるるるるっ、ぢゅぱ、ぢゅうっ」

			「きゃふっ！　ふぁ！　ふぅう、しづ、しづき、ちゃんっ！」

			　吸って舐めるのに集中しているせいか、口や喉まで敏感になった気がする。

			　音が立つのも気にせず、詩月は夢中であふれ出る蜜を飲み下す。光紗のすべてが身体に染みこんでくる。詩月は再び、頭の中で火花が弾ける感覚を味わう。

			　──これするの、一番好きかも。

			　夢中になりながら、詩月は思う。秘所を舐めているとあかちゃんごっこをした時よりも強く、全身を光紗に満たされる感覚があった。以前自分のそこを舐めてくれた光紗も同じ気持ちだったのなら、嬉しい。好きな人の幸せそうな表情を見られないことだけが残念だった。

			「ん、んんんっ、ちゅぅう」

			「はっ、あッ！　みささんっ！　なんでっ」

			「んふ……一緒にってやくそく……でしょ？　はぷ、ふ、ぢゅっ！　ぢゅっ！」

			　だが光紗も受け身のままでは終わらなかった。十分待ったと言わんばかりに詩月の腰を引き寄せ、桃色の花弁を啜りあげる。不意を打たれた詩月は思わず口を離してしまう。

			「んーっ……！　しづきちゃんはこれが好きだよねっ、ぢゅぽっ、ぢゅうぅっ！」

			「あっ！　しょっ、そんなことされたらっ！　わらひがっ、みしゃさんにできっ、できなひぃっ！」

			　詩月よりも大きな身体をぐっと丸めて、光紗は頑張る。詩月の小ぶりなお尻に手を置き、左右にぱっくりと開いてしまう。お尻の穴までさらけ出した果肉を視線で舐る。これまでの経験で詩月の弱いところは分かっているから、彼女はそこを思い切り責める。健気に光紗を求めるナカへ舌を差し入れ、かきまわしてあげる。舌を伝って垂れてくる詩月の淫水を光紗も口腔に溜めていく。

			「んくっ、んぅうぅ……私のいいところも、はやくみつけてぇ……」

			「うん、うんうん！　みしゃさんがよろこんでくれるとこを、ちゃんとぉおっ」

			　詩月がこぼしたものをまとめて取りこんで、光紗は小休止をとる。さっきまで喘ぎ乱れていた詩月は健気に口淫を再開し始める。甘えたおねだりを素直にうけとる詩月が可愛くて仕方ない。あえてしてほしいところを告げず、光紗はまた詩月の花びらに口づける。ただし、今度は責めを緩やかにして。ぷるぷると震える詩月が一番いいところを見つけ出すまで、気長に待つことにした。

			「っ！　しづきちゃんっ、そこぉっ、そこ、すごくいぃいっ」

			　詩月の唇が花芯を剥いたところで、光紗は一際大きく鳴いた。たどたどしい唇と舌の動きが丁寧に光紗を昂らせようとする。時々歯が当たってしまうのさえ、たまらなかった。

			「くひ、みひゃさんはクリト○スがすき……ん、ふっ……ちゅるる……」

			「あっ！　あぁあ！」

			　経験の少ない詩月でも、花芯を責めた瞬間に光紗の反応が強まったことは分かった。言葉にして学んだことを頭に刻む。思いきり舌を伸ばし、舌肉全体で擦りあげる。光紗の腰ががくがくと震えたかと思うと、詩月のナカに潜りこんでいた舌が暴れ始める。

			「うぁあっ、あっ！　あうっ！　わた、わたし、光紗さんといきたい……っ！　いっしょがっ、いいんです！　みささんとふたりで！」

			　のたうつような快楽に耐えて、詩月は絞り出すように叫んだ。大好きが爆発して、魂が真っさらになるあの刹那を共にしたかった。

			「あはぁ、いいよぉ……。いきそうなら、おしえて……っ、もうだめってところまで、ふたりでがまんしよぉ……」

			　言葉を投げつけあいながらも、二人は止まらなかった。大好きな人の快楽を引き出すためにひたすら秘所にキスをする。相手の手と口が止まらないように、強すぎる刺激を我慢していると、もどかしい感覚がかえって身体を敏感にしてしまう。

			「や……ふううぅう、いくっ、イくいくいく、いくっ……！　詩月ちゃん、しづきっ、しづきしづきぃっ！」

			　先に音をあげたのは光紗だった。慣れているはずの彼女が決壊することに、詩月は驚いてしまう。うわごとのように名前を呼ばれて、詩月は理性が砕けるのを感じた。剥き出しの情欲に彩られた声が詩月の秘所を穿ち、お腹の奥の奥まで響いてくる。そのせいで、詩月の限界も一瞬で訪れてしまった。

			「ひっ！　かは……っ、みさ！　みさ、さんっ！　はひ、わらひ、わたしもぉおっ」

			　バランスを崩し、飛び降りるようにしてお互いの動きが速まっていく。

			　それからは、獣じみた吐息だけが二人の会話だった。

			　身も心も溶けて、混ざって──

			「ひゃあぁうぅっ！　ふあっ、はああぁっ！」

			「っく、んくぅううぅうう……っ」

			　確かに二人は、共に最後の瞬間を迎えた。
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			　うまく動かない身体を休ませようと、詩月は息も絶え絶えに光紗の秘所から離れる。シーツは二人の体温で生暖かくなっていた。さっきまで味わい尽くしていた秘所が頭でちらついている。離れたぐらいでは身体中に染みついた光紗の感覚は抜けなかった。

			「きもちよかったね。詩月ちゃんの気持ち……いっぱい感じちゃった」

			　目の前で光紗が身体を起こし、こちら側に倒れこんだ。勢いでベッドが揺れる。また正面から見つめあう形で光紗が囁いてくる。詩月は頷いて、光紗の手を取る。

			「ちゅ……」

			「ん、ちゅる、ちゅぅう」

			　どちらからともなく、詩月と光紗は口づけを交わす。口腔に残った二人の雫を混ぜ合わせるように舌を擦り付けて、水音を立てる。

			　──光紗さん、光紗さん、私の大好きな光紗さん。

			　口が使えないから、心の中で光紗を繰り返し求める。この舌が自分の大事なところにたくさんシてくれたのかと思うと、じんわりと秘所に熱が籠もってくる。名残惜しげにキスを終えた時には、すっかり詩月の準備は整っていた。

			「はぁーっ、はぁあ、はぁ……っ。みささんっ、わたし……まだ……」

			「ふふふっ！　ねーえ、詩月ちゃんの弱いところってどこ？」

			　光紗の問いかけで詩月の思考が中断される。詩月は自信なさげに首を横に振った。

			「わたし……一人でする時も乳首と大事なところだけだったから……」

			　詩月の告白に光紗は優しく頷いた。身体を起こして、詩月を組み敷くような体勢をとる。今度はこちらの番か──とでも言いたげな面持ちの詩月に、光紗は唇を寄せる。

			「じゃあこれから私が探してあげる」

			「ひゃうっ！」

			　吐息で耳をくすぐり、光紗は無防備な耳朶みみたぶをそっと食んだ。

			「詩月ちゃんのまだ知らない場所はぁ、みみ？」

			「んひっ！　ひっ、ひぃいいぁあ！　くす、くすぐったいですぅっ」

			　くすぐったさと痺れが競争しながら身体を走る。首の後ろが総毛立つ感覚に詩月は声を抑えきれなかった。耳の縁に舌を当てられて、詩月は身もだえする。

			「首筋ってぇ、弱い人多いらしいね……」

			「ん、んん……」

			　今度は舐めるのではなく、ついばむようなキスと愛撫だった。マッサージに近い触り方に、詩月の思考もとろりと曖昧になる。

			「ここも、意外と……」

			「はぅっ！　そ、そこもっ、ですか？」

			　光紗の手と口は首筋から鎖骨を撫でて、あろうことか腋に向かっていた。腕を閉じようとした時には、もう光紗の頭が挟まっていた。耳や首よりも驚きが強く、詩月は足指でシーツをぐしゃぐしゃにしてしまう。夏が終わってもちゃんと処理してきたところだけど、直に舐められるなんて想像したこともなかった。秘所の花弁を拡げられたのと同じぐらい、恥ずかしい。

			　──寒くなってきてもちゃんと処理しておいて本当によかった。

			「変態さんっぽくてごめんね。はふ、ちゅっ」

			「んみゃあぁあっ！　あはっ！　あぁっ！　ひゃうぅっ！」

			　これまで剃刀だけが知っていた場所を、光紗の唇が開拓する。未知の快感と燃えるような羞恥が入り乱れ、詩月を撹拌する。詩月は頭の横にあげた手を握りしめた。光紗はただ腋を舐めるだけではなく、指の腹で脇腹や肋骨も愛撫していた。特に胸の横あたりは奥まで響くような快さがあり、乳首がみるみる尖り始めてしまう。自分の身体にこれほど未踏の場所があることも、それを光紗が次々と探り出していくことも、詩月には衝撃だった。

			「あっ、ふあぁぁっ！　みひゃさんっ、やら……！　あはぁっあはあぁあ！」

			　とくに反応が良かったためだろうか、光紗は腋を離そうとしない。どうしても顔が緩んでしまい、詩月はもう片方の腕で顔を隠した。見られてないと分かっていても、たまらなかった。光紗は悶える詩月を押さえつけるように、彼女のお腹や太ももを撫でていく。そこかしこに快感の波を伝えられていくようで、頭が真っ白になっていく。

			「ぷはっ！　詩月ちゃん、すっごい顔してる。気持ちよくなれるところ、まだまだあるけど……これまでだと、どこが一番良かったかな？」

			　震える詩月に跨がったまま光紗は問いかけてくる。

			「ぜんぶ……っ」

			　まだ顔を隠したまま、詩月は小さく答えた。

			「ん？」

			「全部ですっ！　光紗さんに触られたところ、みんな気持ちよくなっちゃって分からない……っ」

			　わずかに腕を下げ、詩月は潤んだ瞳で光紗を見あげた。

			　返事を聞いた光紗も顔を真っ赤にしていた。

			「ほんっと……！　好きっ！　詩月ちゃんのこと、大好き！」

			　愛の囁きは何度言われても、たまらないほど気持ちいい。

			「あぁ……！　光紗さんの好き、もっとほしいですっ」

			「うん。私も詩月ちゃんみたいに、伝えるから、何度でも何回でも！」

			　熱情に酔って、二人は溶けていく。

			　止まらなかった。全身に愛を刻みこんで、動けなくなるまで。

			


			×××

			


			「今何時ですか……」

			　ベッドに突っ伏したまま、詩月は聞いた。

			　恋人と同じ体勢のまま、光紗は答えた。

			「五時、ぐらい」

			「し……しすぎちゃった」

			　詩月のつぶやきを光紗は聞き逃さなかった。

			　気持ちは分かる。どれほど愛しあっても足りず、訳が分からなくなるまで続けてしまった。お互い汗びっしょりで、シーツを被っていても肌寒い。

			「とりあえず、これ着なよ」

			　光紗はベッドから滑り落ちていた上着を拾いあげ、そのまま詩月に差し出した。

			「自分の服、着ますから……」

			「汗で汚れちゃうでしょ？　薄いけどけっこうあったかいんだよ、そのブルゾン」

			「ありがとうございます……。次はタオルとか、持ってきた方がいいかもしれないですね。え、えへへ」

			　もぞもぞと光紗の上着を羽織り、詩月は照れくさそうに笑った。ぶかぶかの上着を羽織る姿は、もう一度愛しあいたくなるぐらい可愛らしい。

			「次……ね」

			「……そうです。次に、会う時は」

			　意図せず本題に切りこんでしまった。詩月が涙ぐむのを、光紗は目の当たりにしてしまう。

			　疲れ切るまで睦言を交わしたのは愛おしさが止まらなくなったから。

			　そして、ひとときでも自らの秘密を忘れるためだ。

			「光紗さん。わたし──」

			　しかし詩月は強い心の持ち主だった。涙目でも前を向いて、彼女は光紗に踏みこもうとしていた。その勇気に光紗の心は一歩、後ずさる。

			「詩月ちゃん。待って」

			　光紗は身を守るように手を突き出した。真っ直ぐに詩月を見つめられない。

			「一度休んだ方がいいわ。とっても疲れてるもの。うとうとしてるよ、詩月ちゃん」

			「でも……っ」

			　焦ったように詩月は迫る。緩慢な仕草には隠しきれない疲弊が滲んでいる。

			　詩月の体力は尽きかけている。頭の働きだって鈍っているだろう。そんな状態は大事な話に相応しくない。彼女に休んでほしいのは、光紗の本心だった。話を逸らしていることに、変わりはないけれど。

			「大丈夫。私ね、詩月ちゃんのことを信じてる。全部伝わってるよ、届いてるよ。だから……心の準備がしたいの」

			　ゆっくりと言葉を選びながら、光紗は詩月にお願いする。お互い、もう分かっている。後はタイミングと覚悟を決めるだけだ。それができていないことに光紗の胸は疼いた。

			「わかり、ました」

			　納得していないようだったが、それでも詩月はベッドに沈んだ。

			「おはなし、しましょうね……わたし……みささんのことが……」

			　言葉は曖昧に崩れ、まぶたは閉じていく。体力の限界だったのか、詩月はそのまま寝入ってしまう。

			　光紗は詩月にシーツをかけてあげる。可愛らしい寝息を立てて眠る詩月。いつまでも、眺めていたい。時間を止めて、永遠に。

			　涙があふれかけて、光紗は目を擦った。泣く資格なんてあるわけがなかった。

			　涙を拭ってくれた時も、告白してくれた時も、詩月はいつだって自らの意志で大きな一歩を踏み出してきた。そんな気高く愛しい人に、自分は何をしてきたのだろう。奈落の底に手を差し伸べてくれた少女を、自分と同じ場所へと引きずりこもうとしているだけだ。

			　光紗にはずっと口にできていない願いがあった。

			　──私の側から離れないで。

			　その願いを、きっと詩月は受け入れてしまう。

			　たとえ永遠の輪の中に囚われると知っても。

			　命を断ってから十七年間、光紗は最後の日を何度も繰り返していた。

			


			×××

			


			　死のうと思った。以来ずっと、その選択肢が視界の隅に浮かび続けている。

			　初めて死に魅入られたのは、一年間の逃亡生活が終わった日だった。

			　二十歳の誕生日から一年間、光紗は北海道の田舎町でひっそりと暮らしていた。親の用意した高層マンションも、湯水のように使える親のお金も捨てて、自らの誇りのために。

			　大人になったらどこか遠くで部屋を借りて、ひっそりと自分だけで暮らす。

			　その計画を練り始めたのは、小学生のころ。食べたくもない赤飯が食卓に並んだ翌日、光紗は母の実家に連れていかれた。そこで紹介されたのは、光紗の許婚だった。

			「これが会野家の女のお役目なの」

			　会野家の女達は、そう言っていた。

			　カビの生えた地盤を一族は後生大事にしていて、光紗もそこに埋葬される運命にあった。

			　だから、逃げた。

			　一人で生きていける年齢になるまで耐え、心を守った。

			　何度会わされても許婚とは一言も口をきかなかった。自分と同じように人生を奪われていながら、平然としている許婚がおぞましくてしかたなかった。

			　親に頼らずお金を貯めるため、中学から学校の食堂で密かにお手伝いをした。事情を聞いた食堂のおばさんは、いつでも多めにバイト代をくれた。

			　うっかり計画を漏らさないために人付き合いは断った。会野家はなんでもする。道具が逃げるなんて、認めない。だから僅わずかなほころびも許されなかった。

			　自分の力だけで貯めた三十万円を道連れに始めた逃亡生活は、しかし、光紗を救わなかった。

			　貧困や孤独は辛くなかった。それぐらいの不自由は、自由であるためには仕方ないことだ。

			　ただ、光紗の心は常に縛られていた。会野家の影をいつも背後に感じた。逃亡生活の前にも、光紗は色々な手段で抵抗していた。そのすべてを会野家はもみ消し、押さえつけていた。逃げれば追ってくるという確信があった。

			　怯えながらの生活は惨めだった。ティッシュ配りに声を掛けられるだけで身構えた。目立つかも、と思ってしまい、ささやかなお洒落やアクセサリーも諦めた。

			　頭を下げて、日陰を生きるしかない──それが自由で誇りある生活といえるだろうか。

			　疑問を押し隠しながら続けた生活は、結局破綻した。心労と粗食の末に光紗はバイト先で倒れ、意識を失ったままに病院に運びこまれた。目覚めた時には呆れ顔をした両親が自分を見下ろしていた。

			　檻まで護送されながら光紗は悟った。

			　自分は生まれた瞬間に殺されていた。死ぬのは、ただ、あるべき形に戻るだけだ。

			　今後大学を留年せずに卒業し、許婚の家に嫁ぐ。その念書に署名して、光紗は復学した。

			　卒業までの三年間が彼女の余命だった。

			　だが、人はどんな絶望にも慣れてしまう。死を決意してもお腹は減るし、下らないことで笑ってしまうし──素敵な相手と恋をすることだってできる。

			　打ちのめされた光紗は、やがて弥や上がみ日ひ文ふみと出会うことになる。

			


			×××

			


			「やっぱりさ……他に方法があるって！　考えてみようよ、さっちゃん」

			「もう無理だよ、フミちゃん」

			　光紗は顔を歪めた。この半年間、ずっと同じパターンの繰り返しだ。

			　考え直せ。それしかない。命は一つだけ。だからこそ誰にも渡さない。私も手伝うから。あいつらと話し合いは無理。決めつけないで。もう分かってる──

			　慣れているから、これから先の流れが読める。

			　お決まりの口喧嘩の末に彼女は泣き、自分も泣く。

			　光紗は意味もなく、フローリングの木目を見つめた。

			　光紗のマンションは、すでにほとんどの家具を処分してしまっている。来月になればここを引き払うことになっているからだ。

			　今だって二人はフローリングの床に直接座っていた。二人で選んだカーペットも、二人で一晩中映画を観たソファも処分してしまった。光紗は時間をかけて、身の回りのものを削ぎ落としていた。すべてが終わった後、何も残さないために。

			　どうしてこんなことになったのだろう。一年かけて恋人同士になって、それからずっと一緒だった。ありふれた、どこにでもある幸せな恋人達の思い出。

			　だけど、今の二人はお互いに傷つけ合ってばかり。

			　それも今日で終わりになる。

			「去年のこと、忘れた？　あいつらになんて言われたのか思い出してよ」

			　予想通り、日文は涙をこぼした。

			　忘れもしない、去年の夏休み。喧嘩していたって、本音で話し合えば分かるはず──日文の無邪気な提案に心を動かされて、光紗は親と日文を引き合わせた。

			　ちゃんと、自分達のことを認めてほしかった。だから真剣に話し合おうとした。

			　──卒業後のことが分かっているなら、そうしたごっこ遊びを続けてもよい。

			　それが会野家の結論だった。

			　〝真剣な話し合い〟は三分で終わった。

			　帰り道で日文は泣きながら、それでも気丈に振る舞い、光紗も記憶を封印した。

			　二人の間に亀裂が走ったのは、あれがきっかけだったのだろう。

			　光紗は日文の涙を拭おうとしたが、できなかった。どうすればいいのか分からなかった。あれから一年以上経って、亀裂はもう埋めようがないほど深く長いものになっている。

			「本当に……死んじゃうの」

			「うん」

			　日文の問いかけは密やかだった。光紗は堂々と頷く。明日は三月三十一日、お別れにはうってつけの季節。四月の夜明けを見る前に、光紗は自分の運命を決めるつもりだった。

			　光紗は日文に見送りだけを望んでいた。

			　日文には娘を受け入れてくれる家族がいる。自分がいなくなっても立ち直ることができるはずだ。

			「だから、これが最後のデートの約束だね」

			　光紗は努めて明るい口調を作った。

			　待ち合わせ場所は決まっている。自分達だけの秘密の隠れ家だ。あの場所でだけは、会野家とは関係ない。単なるさっちゃんでいられた。

			「いやだよ。やっぱり、生きるってところから考え直そうよ」

			「私だってそうしたいよ。だけど！」

			「死んだらそこでおしまいじゃん。生きていれば、きっとチャンスが……」

			　これが最後の機会だと日文も分かっているのか、彼女も食い下がってくる。光紗の胸に薄暗いものが充満していく。

			「あなたとだって引き離されるんだよ！　何を支えに生きろっていうの？」

			「わっ、私は……愛人でも構わないからっ。どんなことになっても絶対、逢えるよ」

			　何かが破裂するのを光紗は感じた。自らを愛人でも構わないだなんて言う恋人を見たくはなかった。彼女はもう諦めていて、自分にも諦めろと囁いているのか──光紗はフローリングを叩き、身を乗り出した。

			「あなたに……！」

			　──家族に理解されているフミちゃんに。

			　光紗が見たのは怯える日文の姿だった。

			　──家族に理解されない私の何が分かるの？

			　その言葉が最後まで出てくることはなかった。それを口にすれば完全に終わってしまう。

			　光紗は言葉を詰まらせ、表情を硬くしている日文から離れた。

			「あなたに……だけは……分かってほしかったの」

			「ごめんなさい、さっちゃん」

			「なんで謝るの？　感情的になったのは私の方だよ」

			「そうだね、そうかもね」

			　しばらくお互いに黙り、それからぎこちなく、光紗は日文に思いを届けようとする。

			「フミちゃんのこと、待ってるからね。最後のデート、いつもみたいにおしゃれして、おしゃべりして、笑ってお別れしようよ」

			「うん……。私もさっちゃんのこと、見送りたい」

			　もう光紗が長くないという事実を、日文は苦しげに飲み干そうとしているようだった。彼女の様子に光紗の心は痛んだが、それでも止まることはなかった。何年間も積もってきた自由への思いが光紗をひたすら進ませていた。

			「また明日。一度、あいつらに顔を見せておかないと」

			　このまま白百合館に向かいたかったけれど、会野家からの呼び出しがある。四月からの話をしたいのだろう。自殺する日から先の話をするなんて馬鹿馬鹿しいにもほどがあるけれど、最後の最後で怪しまれるわけにはいかなかった。

			　明日、すべてが終わる。

			　どれほど暗い未来であろうと、光紗にとってそれは希望だった。なにもかも奪われて、それでも自分には意味があると思いこむのは恐ろしい。人から与えられた役割に取りこまれて、その連鎖を別の誰かに押しつけていくのも耐えがたい。

			　自分の命は自分だけのものだ。

			


			×××

			


			　三月三十一日。お昼過ぎに、光紗は白百合館の門をくぐった。洋館のあちこちに日文との思い出が息づいていて、光紗はずっと留まっていたくなる。日文が来るまでの間、光紗は白百合館を隅々まで巡った。この素敵な洋館を事件の現場にするのは心が痛んだ。それでも決意は揺るがなかった。

			　寝室についた時にはもう夜だった。部屋の真ん中にはベッドだけが残っていた。ほこりを被っていたベッドのフレームを磨きあげたり、新品のまっドレスやシーツを持ちこんだことが昨日のことのように思い出された。

			　光紗はランタンを床に置いた。夜になっても相手と見つめあうために買ったもの。橙色の光を眺めながら、待つ。

			


			　それからいくら待っても、日文は訪れなかった。

			


			　待って、待って、待ち続けて──そろそろ夜が明ける時刻に、光紗は一人で旅立つと決めた。

			　できることならいつまでも待ち続けていたかった。しかし以前のように一族の人間が自分を捕まえに来る可能性がある。なにより四月一日の朝から、自分まで会野家の人間にされてしまう。会野光紗ではなく、さっちゃんとして死にたかった。

			　これから消えてなくなるというのに、日文のことが頭から消えない。せめて最後に別れの言葉を交わしたかった。道連れにされると恐れたのだろうか。付き合ってられないとさじを投げられたのか。どちらでもよかったが、せめて、彼女の幸せを祈らせてほしい。

			　夜明けが近づく。

			　日文との約束の時間はとうに過ぎていた。

			　家族との約束の時間は逃れがたく訪れていた。

			　光紗はケースに入った注射器を取り出す。用意した毒薬は静脈に打ちこむだけで確実に命を奪うものだ。

			　自己満足だと分かっていても、綺麗な身体のままで最期を遂げたかった。

			　光紗は自分の選択を短剣のように振りかざした。

			　練習を重ねていたから躊躇いはなかった。

			「か、は」

			　注射器を胸に突き立てる。殴られたような痛みが走り、光紗は胸を押さえた。とても痛い。身体が勝手に暴れ、横向きになる。そうして藻掻いているうちに、だしぬけに光紗は動けなくなった。

			　仰向けのまま、眠るように──とはいかないらしい。

			　最後の光景は大窓の向こうにある払暁の空だった。

			　日文の顔が浮かんだ。一目、会いたかった。それさえもこんな選択をした人間には許されないというのか。

			　──さびしい。

			　最後の一言はつぶやいたのか、思い浮かべたのか。

			　どちらでも同じだった。

			


			　光紗に夜明けは訪れなかった。

			


			　それなのに、光紗は洋館の寝室で目覚めた。

			　窓の外は明るく、ちょうど自分が洋館にやってきた時刻と同じに思えた。

			　すべては悪い夢だったと光紗は自分に言い聞かせ、また恋人を待った。

			　誰も、光紗のもとを訪れなかった。

			　光紗はずっとベッドの上で膝を抱えて待っていた。

			　夜明け前になると胸が痛み、光紗はまた倒れた。

			　その次の日も、次の日も、次の日も。光紗は一人きりだった。

			　そのうち、自分が、誰だったのかも、曖昧になっていった。

			


			×××

			


			　長い時間の中で、〝それ〟はゆっくりと凍りついていった。自分が何のために泣いていたのかさえ忘れて、それでも寂寞せきばくに苛まれた。自らの輪郭は薄まっていき、洋館の隅々まで意識が拡散した。招かれざる客はすべて拒絶した。誰も彼も、軽率な好奇心や野卑な冒険心しか抱いていないとすぐに感じ取れた。

			　──泣いて、いるんですか？

			　だから、その声が届くなんてあり得ないはずだったのに。

			　〝それ〟が差し出されたハンカチを受け取った瞬間、〝光紗〟は自分が何を求めていたのか思い出した。

			　最後の瞬間、自分は誰かに手を握っていてほしかったのだ。

			　詩月の話を聞いているうちに、光紗は彼女に共鳴した。彼女は孤独で、自由を求めて途方にくれていた。魂の形が似通っていたから、すんなりと受け入れることができたのだろう。

			　──この子の寄る辺になってあげたい。

			　光紗は心から詩月のために祈った。

			　その祈りが呪いに反転するのはあっという間だった。

			


			×××

			


			「詩月ちゃん」

			　光紗の呼び掛けに詩月は答えなかった。

			　目の前で詩月は無防備に眠り続けている。

			　光紗は詩月に手を伸ばした。上着の間から覗く、綺麗な白い肌。どこにも汚れがない、彼女の身体。胸の間から鎖骨まで、すっと指を滑らせる。詩月は小さく吐息を漏らした。

			「んぅ……」

			　詩月の鎖骨の下に、光紗は口づけを落とす。

			　詩月は自分にキスマークを付けたがらなかった。きっと、彼女は本能的に気づいていたのだろう。痕を付けるという行為の意味に。

			　光紗は詩月の胸元から口を離した。まだ痕は付けていない。

			　キスマークは愛情の証などではない。所有の印、独占のシンボルだ。

			　詩月が他の誰にも肌を見せられないようになってほしい。赤い痕を見るたびに、自分が光紗のモノなのだと実感してほしい。

			　過去を忘れたことはない。人は変わってしまう。詩月の愛も、いつか失われてしまうかも。永遠を望むのなら、すべきことは一つだ。

			　目の前で詩月は死んだように眠り続けている。

			　今ならなんだって、できる。

			　光紗は詩月に手を伸ばした。

			　その身体に触れ、そして──

			「詩月ちゃん！」

			　光紗は詩月を揺り起こした。

			「ん、んぅ……光紗さん……？」

			　詩月はしばらくぼんやりとしてから、勢いよく起き上がった。

			「時間っ、大丈夫ですよね？」

			「うん。まだたくさんお話しできるよ」

			　その言葉を聞いて、詩月はあたふたと乱れた髪を手櫛てぐしで梳き、シーツから抜け出て正座した。真剣な思いが伝わってきて、光紗は彼女への愛おしさが止められなくなる。

			「よかった……。わたし、光紗さんに話したいことがいっぱいあるんですよっ」

			　光紗も頷く。

			「もう心の準備、できてるよ。お願い」

			　詩月は息を吸いこんだ。

			「光紗さんの秘密を教えてください。……わたし、光紗さんの苦しいことを少しでも分けてもらいたいんです。光紗さんだって、わたしにそうしてくれたから……」

			　光紗は表情を歪ませた。確かに光紗は詩月の悩みを受け止めた。だけど、そこには打算があった。優しくしたのは自分に依存させるため。もう一度ここに来てもらうため。

			「お願いします……っ。大好きな光紗さんに悲しい顔をしてほしくないんです」

			　光紗は詩月の目を見つめ返すことができなかった。

			　──孤独を癒やしてくれただけで私は満足しなければならなかったのに。

			　──いつかその背中を押して、元の世界に帰してあげなくてはならなかったのに。

			　──まだ子どものあなたにあんなことをしてはいけなかったのに。

			「あのね、最初に言うことは決まってるんだ……私ね、詩月ちゃんに好きだなんて言われる資格がないの。だって、私……詩月ちゃんにひどいことをしてしまったから」

			　光紗はどうしても詩月を手離せなかった。その心を籠絡するために、詩月を穢して、堕として、貪ってしまった。詩月は心も身体もあたたかで、どうしても側にいてほしかったから。

			「そんなことありません！　光紗さんは素敵なお姉さんです」

			「ううん、違うよ。違うの……」

			　思い出すのは、あの雷雨の日。詩月の告白を受けて、光紗はおかしくなってしまいそうだった。

			　好きだなんて言わせてはいけなかったのに──最初に湧き上がったのは罪悪感だった。しかしそんなものは、詩月の愛が容易たやすく押し流してしまって、後に残るのはぐちゃぐちゃの執着心だけだった。軽く触れられるだけで愛おしさが花開き、口づけを交わすと幸せすぎて狂ってしまいそうになる。

			　自分の正体を秘密にしていたのも、詩月を繋ぎ止めておくためだ。自分の正体を知れば、詩月の気持ちが離れてしまうかもしれない。それが怖かった。

			「わたしは……いやらしいことで真っさらなあなたを染めてしまったの。私のことしか考えられなくするために、呪いをかけたの」

			　心当たりがあるでしょう──光紗は詩月にそう語りかける。

			　詩月は頬を染めて、自分の唇に触れた。

			「詩月ちゃんが私を好きだって言ってくれたの、嬉しかったよ。でもね、それはきっと……私がそんな風に思ってもらえるように詩月ちゃんを、騙していたから」

			　光紗は自分自身が恐ろしくてたまらなかった。詩月を解放しなければならないという自覚があるのに、執着心を押しとどめることができない。恋に酔い、愛に溺れて、どんどん道から外れてしまう。

			　このままでは詩月の人生を奪い、永遠に彼女を縛りつけることになる──あれほど憎んでいた会野家の一族と同じ過ちを犯すわけにはいかなかった。

			「私かどんな存在なのか、詩月ちゃんだってもう気づいているでしょう？　あなたにこれ以上、深入りさせられない。あなたの人生を私が奪うわけにはいかないの」

			　どうしてもっと早くに言えなかったのだろう──後悔に苛まれながら、光紗は詩月に最後のお願いをする。

			「だから、お願い。もうこれ以上──」

			　永遠なんて許されない。詩月が自分への愛を忘れ去ることになるとしても、彼女を未来へと送り出さなくてはならない。

			　それが、光紗の決意だった。

			「──私に近づかないで」

			　詩月はしばらく何も言わなかった。

			「光紗さん！」

			　しかし、詩月は息を吸いこんでから唇を真一文字に結び、光紗の両肩を掴んだ。

			「光紗さんまで……！　勝手に決めるんですか！」

			　詩月が発したものは失望や困惑ではなく、怒りだった。

			「全部、光紗さんがこうなるように決めていたっていうんですか！」

			「そういうことになる……かな」

			　詰め寄ってくる詩月に光紗は項垂うなだれる。これまで騙されてきた詩月が怒るのは当然のことだ。気の済むまで責めてほしかった。

			「違いますっ！」

			　彼女に圧倒されて、光紗は言葉を失う。心優しい詩月にこれほどの激情が秘められていたとは思わなかった。

			「最初にこの洋館に行くって決めたのはわたしですっ！」

			「最初だけだよ……それから後は……」

			「そんなことないっ！　また会いたいと感じたのも、好きってどういうことなのか気づいたのも、告白したくて走ったのも、一緒に気持ちよくなろうとしたのも、光紗さんの側にいたいと願ったのも……全部わたしが決めたことです！」

			　詩月は騙されていたから怒っているわけではないらしい。光紗は彼女の気持ちをはかりかねていた。

			「ぃ、ぃ……いやらしいことが好きなのだって元からです。毎日、ぉ……おな、オナニー……して、自分でそうしたんです……っ」

			　つっかえながらも、詩月は顔を真っ赤にして言い切った。

			「光紗さんに逢えたから……わたしは生まれて初めて自分で選べたんです。自分のやりたいことのためにママの決めたルールを破ったんです」

			　慣れない感情を使い切ったかのように、詩月は表情を歪ませた。両目に涙を滲ませて、崩れ落ちそうな身体を光紗に投げだす。彼女の身体をどうしていいか分からず、光紗の両手は中途半端な位置で固まってしまった。

			「光紗さんを好きになったから、わたしはわたしになれたんです！　ママの操り人形なんかじゃない、ほんとのわたしを見つけられたんです！　〝わたし〟は光紗さんのことを愛しています！」

			　嗚咽を漏らし、涙ぐみながら、詩月は光紗を下から覗きこむ。決して受け流してはいけない感情が、詩月の心そのものが光紗に差しだされていた。

			「わたしの〝好き〟を取りあげないで……っ！」

			　震える唇から、詩月の願いがこぼれ落ちた。

			　何の伺いも立てることなく、詩月は光紗に口づける。

			　詩月の中にある、誰にも奪い取れない何かを光紗は感じた。

			　抱きしめることが間違いならば、突き放すことが正解になるわけじゃない──詩月のおかげで、光紗はそれに気づくことができた。

			　キスを終えて、光紗はようやく正面から大切な恋人を見据えることができた。

			「……私を好きでいてくれて、ありがとう」

			　光紗からあふれ出した言葉に、詩月は静かに頷いた。

			「それでも、私は詩月ちゃんとお別れしなきゃいけないと思う」

			　しかし詩月の気持ちを受け取ってなお、光紗は責任を感じていた。彼女が本気であるのなら、恋人として詩月の愛に本気で応えなくてはならない。

			「私はここから離れることができないし、この洋館だってもうじきなくなってしまうもの。私は詩月ちゃんを縛りつけたくないの。お願い、この想いだけは受け取って……！」

			　白百合館が失われてしまう日は近いと、光紗は理解していた。どれだけ人を遠ざけたとしても、遠からず洋館は朽ち果てる。依り代ともいえる白百合館が失われた時、自分はどうなるのだろう。洋館の跡地に縛られたままなのか、霧散してしまうのか。いずれにしても、今まで通りの自分ではいられなくなる予感があった。そんなモノに詩月が囚われてほしくない。

			「わたしは……！　光紗さんと離れたくありません」

			「私だって詩月ちゃんと一緒にいたいよ。でも、私はもう、どこにも行けないから……せめてここから旅立っていく詩月ちゃんの背中を見送らせて」

			　詩月は聡い子だから、きっと分かってくれる──残酷な確信が光紗にはあった。

			　そして光紗の思った通り、詩月は言葉を途切れさせてしまう。いつか必ず別れの時が訪れる。これだけはお互いの思いが本物であったとしても、覆せない。

			「最後にデート……したいです」

			　どれほど沈黙が続いただろう。詩月の願いに光紗は息を飲んだ。

			「中間考査の終わる、今週の日曜日……ここで待ち合わせしましょう！　お菓子もジュースもわたしが持ってきます！　お弁当は……全然料理したことないんですけど、それでも手作りがよかったらっ」

			　目の端にある涙を振り払うように、詩月は勢いこんで早口になる。

			「それなら……お菓子だけでおなかいっぱいになっちゃうのも、ありじゃない？　カロリーとか考えないでさぁ」

			「……じゃあ、ケーキを二つ食べちゃうとか、してみます？」

			「そうだねえ、いいと思う！　ふふふっ」

			　詩月の表情は泣きそうなのに、笑っていた。

			「それから服も！　ちゃんと制服じゃない格好で会いに来ますね！　ママがうるさいからあんまりかわいいのないんですけど……いっちばんおしゃれしますから！」

			　光紗は何度も頷く。こんな状況でも詩月の私服を想像するとわくわくしてしまう。服装を変えられない自分がもどかしかった。他にもあったお気に入りの服は全部、旅立つ前に処分してしまった。

			「うんっ。楽しみにしてるね！」

			「おっ、お泊まりもいいですよね！　夜更かしして、いろんなお喋りがしたいんです！　ママを誤魔化せたらいいんですけど……」

			「それなら、お水とかタオルもあるといいかな。水道、使えないからね。綺麗にしてから眠りたいでしょ？」

			「ふふ、忘れないようにしますっ」

			　詩月が泊まれる可能性なんて限りなく低いのに、それでも光紗は希望を捨てられない。きっと詩月も同じなのだろうと彼女は思う。

			「たくさん思い出を作って……それから最後に……お別れしましょうね」

			　光紗の言葉に、詩月は涙を浮かべていた。

			　彼女の顔に誰かの顔が重なった。

			「デート……楽しみにしてます」

			　光紗の意識にノイズが走る。

			　詩月と交わした約束と、かつて交わした約束。

			　あの時も同じような話をしてお別れした。

			　だけど──

			「約束、だからね」

			「わかりましたっ！　約束です！」

			　光紗は詩月を信じる。

			　信じたくて、たまらなかった。

			


			×××

			


			　光紗と別れてから、詩月はずっとデートの服装を考えていた。澄ました顔で母の迎えの車に乗りこんでからも、デートのことで頭がいっぱいで、塾をサボった罪悪感はもはやひとかけらも存在しなかった。

			　何を着ていけばいいだろう。可愛い服はないけれど、うまく組み合わせてみたい。自分よりおしゃれな星良に聞いてみるのもいいかもしれない。スマホがあれば、家でも星良にアドバイスしてもらえたりできるのに。それから下着も、どれにするか迷う。いっそ新品を買ってしまおうか。とにかくお金が掛かりそうだけど、一番素敵な思い出がほしい。泣き顔なんて見せるもんか。

			　これが最初で最後のデートなのだから。

			「詩月」

			「なに？」

			　母に呼び掛けられて、詩月は窓から運転席へと顔を向ける。楽しい時間を邪魔されたせいで、返事に棘が混ざってしまった。

			「今日の塾はどうだったの」

			「え……いつも通りだった、けど」

			「そう」

			　迎えの車内で、詩月と母はほとんど会話しない。運転に集中するためだと母は言っていて、そちらの方が詩月にとってもありがたかった。

			　こうして塾のことを聞いてくるのは珍しい。普段なら家に帰ってからなのに。訝しむ詩月の顔が、バックミラーに映し出される。同じくそこに映っている母の表情からは何も読み取れない。

			「いつも通り、テストの後に自習して、授業があったのね」

			「……うん」

			　詩月は母から不穏なものを感じた。しかし、その原因が分からない。デートの想像が頭から消えていく。忌まわしい不安がじわじわと這い寄ってくる。詩月は母を凝視する。

			「この前、学校に苦情があったそうよ。〝御校の学生服を着た子が解体予定の建物に出入りしている〟……とね。夜に敷地から出てくるのを見たのだそうよ。私も、学校からそれを知らされたわ。出入りしてる子の特徴なんかもね」

			　様々な考えが詩月の胸を過ぎり、そして空白が訪れた。呼吸が浅くなり、頭に厭な痺れが広がっていく。

			「あ……」

			「今まで何をしていたの、詩月」

			「今日は──」

			「今日も、でしょう？」

			　母の声が詩月の口を閉じさせる。母の顔以外のものが見えなくなる。息が止まりそうなのに口を開けることができない。

			「帰ったら、話を聞かせてもらうわ」

			　詩月はスカートの裾を握りしめた。

			「まって……待ってよッ！」

			　母の表情に影が差す。詩月は全身を硬くした。肺まで凍って、身体に氷が突き刺さっていくような感覚。だが、どんなに恐ろしくても、言わなくてはいけない。

			　塾をサボったことは事実だ。それを黙っていたことも認める。しかし、自分はすでに光紗と約束を交わしている。それだけは守り通す必要があった。

			　幾千もの言葉が一瞬のうちに乱舞する。言葉が出ない。説明しなくては。光紗と約束したのだから。

			「今更、何？」

			「わたし……」

			　膝が震える。次第に視線が落ちていく。光紗との思い出が霞んでいく。

			　何を言っても無駄だという確信があった。

			　なにもかも踏みにじられるぐらいなら、光紗のことは秘めておくべきではないか。

			　詩月が探し始めたのは、言い訳だった。

			　──光紗さん。

			　彼女の名前を思い浮かべ、詩月は瞑目した。

		

		
			
			

		

	

			第五章　約束

			


			　息を殺して、秘所をまさぐる。

			　手早く済ませる必要があった。準備もそこそこに、詩月はたっぷりと舐った中指を蜜口に押しこむ。ぼやけた鈍い快感が思考を削る。そのまま雑な動きで秘所をかき混ぜてしまう。

			「……っ、ぁぐ、ぐぅうぅ……」

			　単に指を入れただけではもの足りなくて、詩月は自分の胸にもう片方の手を伸ばす。制服はすでにはだけられていて、立ち上がった右の乳首を、詩月はぎゅっと抓りあげた。千切れそうなほど引っぱって、自分自身を痛めつける。

			「んひ……ああぁあ……っ」

			　乱暴すぎて痛みが勝っていても、胸をいじめるのは気持ちよかった。ひととき、何も考えられなくなるほどに。詩月は身体をトイレのタンクに預ける。靴の爪先が床を擦る。隣で水の流れる音が聞こえる。こんなことをしているのは、自分だけだと思うと嫌悪感でくらくらした。

			　詩月は塾のトイレで自慰に耽っていた。休み時間になった瞬間、詩月は星良を振り切って、個室に駆けこんでいた。

			　かつての爛れた悪癖に、詩月は再び嵌りこんでいた。

			　約束の日、最後のデートをするはずだった日曜日から、すでに二週間ほどが経っていた。もうすぐ十一月になる。

			　詩月は光紗を裏切った。サボりがばれてしまってから、母の締めつけはますます厳しくなっていた。毎日学校と塾に連絡してまで、母は詩月を支配していた。

			　そして母以上に詩月を打ちのめしたのが、あれ以来、蒼百合館に行くことのできない自分自身だった。彼女のもとへ向かえない理由を探してしまうたび、自分の中にある卑怯な諦めが肥え太るのが分かる。時間が経てば経つほどに、鎖が重くなる。

			　もうどうしようもなくて、なにもかも忘れたくて──

			「んぐ、んんん……！」

			　詩月は秘所を穿つ。

			　声が漏れそうになって、詩月は乳首から手を離し、口元に持っていく。そしてそのまま、自分の手に噛みつく。親指の付け根あたりに歯を立てて喰い締める。痛みが快さの邪魔になるが、それでも咬合を緩めない。

			　──ダメ、まだ、考えてしまっている。もっともっともっと、馬鹿にならないと。

			　気が逸れたせいで、詩月は逃れようとしているものを思い出してしまう。忙しなく秘所から指を抜いて、花芯に指をあてがう。自分の蜜を塗りつけて、フードを剥く。決められたコースを走り抜けるように、色気のない手つきでそこをいじくる。自分の気持ちなんて、花芯には関係ないようだった。次第に身体に熱が籠もって、意識が溶ける。それこそが詩月の望んでいる状態だった。

			「ん、んんんぅうぅう！」

			　手から血が出そうになるほど顎に力をこめて、詩月は無理矢理身体を昇りつめさせる。うっすら汗ばんだ身体が冷えていき、心からも熱が引いていく。虚しい行為でも、自らを慰めることはできる。光紗と会うまでずっとそうしてきた。

			「はぁ……」

			　詩月は事務的にトイレットペーパーで秘所を拭い、制服を整える。ケータイを確認すると、まだ時間に余裕があった。どうも急ぎすぎたらしい。

			　個室から出て、汚れた手を神経質に洗っていると、歯型がひどく目立った。胸もひりひりと痛んでいる。

			　ここ最近、自分自身を傷つけるやり方ばかりだ。いけないと分かっていても、やめられない。

			　時間を無駄にするな、こんなことをして何の意味があるの──母の声が聞こえた気がした。手洗い場の鏡を見つめる。いじけた目つきの少女がこちらを見つめている。詩月は彼女を恐れ、目を逸らした。

			　歯型がついたままの手を隠しながら、トイレから出ると、入り口で星良が仁王立ちしていた。

			「具合悪いんじゃないの？」

			　星良の問いかけには咎めるような響きがあった。不穏さを感じ取った詩月はそそくさと出入り口から廊下へと移る。

			「大丈夫」

			「ごめん、さっきのナシ。具合悪いよね、幸浦」

			　教室に戻ろうとすると、星良は先回りしてきた。詩月は辺りを見渡したが、自分達の間に入ってくれそうな相手はどこにもいなかった。

			「本当に、大丈夫。心配してくれてありがとう」

			「そか。でもさ、ちゃんと説明してくれないのは……いやだよ」

			　どう言えば星良を追い払えるのか、詩月は考えこむ。何も知らないまま地雷原に近づいてくる彼女に理不尽な怒りさえ湧いてくる。心配されるのはとても嬉しいし、力になってくれるのはありがたい。彼女に助けてほしい。けれど詩月は踏み出せなかった。

			　また同じ失敗を繰り返すのか──頭の中の母が囁く。星良を心の避難所にして、深入りさせて、そして最後に裏切るのか。光紗と同じように。

			　寝室で項垂れる光紗を想像して、詩月は胸を手で押さえた。この期に及んで、友達まで裏切りたくはなかった。

			「中間が終わったあたりから、塾もサボんなくなったよね。なんかあったんじゃないの」

			　星良は自分のことをよく見ているようだった。

			「なんでわたしなんかに優しくしてくれるの……！」

			　気遣ってくれる星良を突き放すこともできず、かといって自らを取り繕うこともできず、詩月は追い詰められたように吐き出す。

			「そりゃ、あんたのことが気になるからだよ。幸浦はあたしより英語ができるし、授業をサボってても結局あたしより上だった。そういうの、スゲーなって思うわけ。リスペクトっていうかさ……」

			　尊敬なんて、される筋合いはなかった。星良が自分の本質を見ているとは思えず、詩月は震えることしかできない。はやく授業を再開してほしかった。そうなれば、星良だって白淵先生の授業を優先するだろう。時間の流れがあまりにも遅く感じられた。

			「それにさ！　白淵センセが好きなこと話した時、幸浦はあたしをイジったり笑ったりしなかったでしょ。あれが……マジで嬉しかった。だから幸浦のためにさ、なんかしたいんだよ」

			「そんなこと」

			「幸浦には〝そんなこと〟だったかもしんないけど、感謝してんの。しかもあの後、好きな人にプレゼントされたもののために雨ん中に飛び出したじゃん？　あんなに雷が鳴ってたのに……」

			　彼女は真剣に詩月を見つめていた。どうしようもない居心地の悪さに、詩月は自分の手をひっかいた。

			　星良の恋を応援できたのは、自分も光紗に恋していたから。雷雨を恐れず走ったのは、それが光紗のためだったから。離れていても、詩月は光紗に勇気づけられていた。

			「ああもう！　言ってて恥ずい！　とにかく！　あたしは、あんたを尊敬してるの！　そういう人が元気ないのに知らんぷりなんてしたくない、そういうあたし、あたしは嫌いだもん」

			「わたしは……」

			　その言葉を受け止められる強さは、もう失われていた。詩月は壁にもたれた。しゃがみこんで、頭を抱える。星良が驚いて、声をかけてくる。ずっと押しとどめていた涙があふれてしまう。

			「わたしはわたしのことが大っ嫌いだよ」

			　光紗と自分を引き裂いた母が嫌いだ。それ以上に光紗との約束を諦めようとしている自分が許せない。裏切りの責任も取ろうとしない自分が憎い。自分が自分でいられなくなるようで、心が霞んで消えていきそうで、恐ろしかった。

			　唸るように詩月は泣いた。

			「ちょっと！　ええ……？　ど、どうしたの」

			　ぐしゃぐしゃの顔を拭おうともせず、詩月はやっと目と目を合わす。

			「お願い……わたしを助けて……！」

			


			×××

			


			　この時間に帰っているのは不思議な感じだった。見慣れているはずの車窓からの風景も別世界のものに感じられる。

			「ほ、本当によかったの」

			「いいって！　いつものサボりと一緒だよ」

			　隣に座る星良に、詩月は確認する。電車に乗ってから、このやりとりしかやっていない。

			　もう目的地は決まっていた。

			　詩月は自分の家を目指していた。それに星良もついてきてくれている。光紗に謝る前に、詩月にはすべきことがあった。

			　時間が経つにつれて冷静さが戻ってきて、詩月は何度も後ろを振り返ってしまう。自分はどうなっても構わないが、今回は星良も一緒だ。彼女まで後から酷い目に遭うかもしれない。

			　詩月の助けを求める声に、星良は力強く応じた。彼女が落ち着くのを待ってから、星良は二人分の荷物を教室から持ち出してきた。授業の途中で塾を出るのは、これで二度目だった。

			「でも……」

			　今日は金曜日、白淵先生による英語の日だった。

			　星良に、自分を優先させてしまったのではないか。後悔を引きずる詩月に星良は笑う。

			「だからセンセにもちゃんと説明したじゃん？　これはサボりじゃなくてお休みですよって、ね」

			　塾から出る前、詩月達は白淵先生とも話をしていた。

			　そこまで堂々と申告するのなら、止めはしない──彼女の返事は平坦だった。

			「んー！　変に止めたりしないのがクールでかっこよかったなぁ」

			　しかし、あの素っ気ない対応が星良にはたまらないようで、彼女はしみじみと感じ入っていた。

			「で、あたしは下で待ってるだけ？」

			「うん。それだけで、大丈夫」

			　母と話し合いたいから、家の前までついてきてほしい。

			　詩月の願いは星良に待っていてもらうことだけだった。

			　加勢を求めてはいない、この問題は親子だけで決着をつけるべきだからだ。

			　母に黙ったまま、光紗のもとを訪れることはできる。しかしそれでは何も変わらない気がした。あの時母に立ち向かうことができれば、光紗との約束を破ることもなかったのだ。逃げ続ける自分のままでは、責任をとることはできない。

			「……もし、授業が気になるならわたしが家に着いたら帰ってくれても」

			「ここまで来てそんなことすると思う？　うまくいきますようにって、応援してるよ」

			「ありがとう」

			　詩月は深々と彼女にお辞儀した。照れるような制止の声を受けても、詩月は頭をあげなかった。

			　光紗のおかげで自分は変わることができた。

			　だから次は母に新しい自分を見せに行こう。

			　アナウンスが流れ、電車が止まる。家の最寄り駅に、着いたのだ。

			「行こう！」

			「おっけー」

			　詩月は電車から降りた。友達と一緒に。

			


			×××

			


			　玄関で出迎えても、母は無言のままだった。

			「おかえり。ママ」

			　母は冷めた視線を詩月に投げかけ、さっさとリビングに歩いていく。

			「お仕事中だったのに、ごめんなさい」

			「深刻な声で約束だからね、なんて……どういうつもり」

			「電話した通り。今すぐ話したいことがあるの。だから、絶対帰ってきてほしかった」

			　母に連絡した際、詩月は用件だけ伝えて通話を切っていた。

			　通話が長引けば挫けてしまいそうだったし、詩月は母を信じることにした。きっと、母は来てくれると。

			「わたし、塾に行く回数を減らしたい」

			　その言葉に母の目が据わった。

			「何を言い出すかと思えば……。そんなことを言うために、私を呼び出したの？　甘えるのもいい加減にしなさい」

			　負けるな、負けるな──自分に言い聞かせながら、詩月は叫ぶ。

			「ママに甘えるつもりなんてない！　もう……限界なの。こんなに勉強して何の意味があるの」

			　詩月が声を震わせても、母は動じなかった。

			「勉強をしていれば、学歴と知識が身につく。どちらもあなたの将来に役立つものよ」

			「わたしの将来？　そんなの全然わかんないよ！　ママに見張られて、目先の課題ばっかりで……先のことなんて考える暇、全然なかった」

			「それなら大学に入ってから考えることね。山に登るのと同じよ。高いところに立てば、それだけ多くのものを見渡すことができるの。先のことが分からないというならやっぱり今は勉強をしておくべきだと思わないかしら？　他のことなんて、後からでも……」

			　詩月が思い出すのは光紗に会う前の日々だった。見えているのは自分の手元だけだった。テストの点数をあげたいなら、ずっとテキストを進めていればそれでよかった。

			「今、将来が分からないのに、大学生になった瞬間、大丈夫になるの？」

			　母は何も言わなかった。

			「ねえ、許してくれる？　大学生のわたしがやりたいことを見つけた時、応援してくれる？　分かってくれる？　認めてくれるの？　そんなことより、こっちの方がいいって言わない？」

			「当然よ」

			　意外にも即答だった。しかし詩月は母のことが、どうしても信じられなかった。自分を許したり認めたりなんて、母がするとは思えなかった。

			「今は勉強以外許してくれないのに……？」

			　涙を浮かべる詩月に、母はため息をついた。

			「自分の人生がこれでいいか悩むのはあなたが思春期だから。所詮しょせん、一過性のものよ。これでいいの、詩月。なんの知識も力もなければ、いつか人生で大きな壁に阻まれるわ。自分は無力だって、思い知らされるの……だから、勉強なさい」

			　母の言葉は奇妙に優しかった。その隙に縋りつき、詩月は顔を拭って母に迫る。

			「それならせめて……あと一日だけは休ませてよ……！　どうしても、やらなきゃいけないことがあるの」

			　空気が冷える。母がまた元に戻る。詩月は歯を食いしばった。母の優しさはさきほどの言葉で打ち止めのようだった。

			「駄目よ。休みなら、もう充分にとったでしょう？　あと一日だけ、を何度繰り返すつもり？」

			　ダメだ──恐怖が水のように詩月を窒息させようとしてくる。頭が痺れる。光紗が遠のいていく。もう話し合う余裕は失われ、詩月は涙を流していた。

			「嫌っ！」

			　息が止まってしまう前に、詩月はその名を呼んだ。

			「わたしは……光紗さんに謝らなきゃいけないの！」

			　光紗の名前を出したことに詩月は気づかなかった。

			　どんな訴えにも動じなかった母が黙りこんでいる──それに気づいて、詩月も困惑する。爆発寸前だった感情が急にしぼんでいく。母を一瞬で凍りつかせたものが何だったのか、詩月はまだ気づいていない。

			「光紗って誰」

			「それは──」

			「あなたが白百合館に忍びこんでいたのは光紗と会っていたからってこと？」

			「……」

			　母なんかに自分と光紗のことを知られたくはなかったのに──迂闊さを呪い、詩月は肩を震わせた。

			　その反応で詩月が嘘をついていないと分かったのか、唐突に母の追及は止んだ。彼女は明らかに変わっていた。棘々しさが引っこみ、心配になるぐらい縮こまっていた。

			「嘘をつかないで、詩月……！」

			　悪い予感が外れていることを母は望んでいるように見えた。

			　そして詩月も、気づく。

			


			　母の名前は幸浦日文。さちうら──ひふみ。

			


			　──まさか。

			


			「私が会っていたのは、光紗さんだよ。会野光紗って名前のお姉さん」

			


			　母は──日文は椅子へもたれかかり、手で顔を覆った。

			


			　不治の病を宣告されたように彼女は縮こまっていた。何かをぶつぶつと呟き、怯えきっていた。

			「どうして……？　さっちゃん……」

			　その一言だけが詩月にも届いた。

			　それきり日文は黙ってしまう。

			　掛ける言葉が思いつかず、詩月は居心地の悪さを持て余す。

			　──やっぱりママがフミちゃんなんだ。

			　信じがたい事実に戸惑いながら、詩月は光紗の振る舞いを思い返す。光紗も母と自分の繋がりに気づいていないのだろう。母の名字は変わっているし、親娘の顔立ちだってそれほど似ているわけじゃない。このことを知ったら、光紗はどう思うのだろう。そうだ、これでますます光紗に会わなきゃいけなくなった。

			「ママ！」

			　今も取り残された光紗を思い、詩月は立ち上がった。二人ともやるべきことがある。こんなところでもたもたしてなんかいられない。

			　母は両手の隙間から、暗い瞳で詩月を見つめていた。

			「行こう！　もしも〝そう〟なら！　ママだって、光紗さんに会わないと！」

			　母は無言だった。否定はしないが肯定もしない態度に、詩月は唇を噛む。

			「わたしは……もう逃げたくないの。ママが何を言っても、絶対に行くから」

			　詩月は母に背を向けた。母もかつての責任から逃げ続けているのなら、そんな人に許しなんて求めたくなかった。分かり合えなかったのは悲しいけれど、今はもっと大切なことがある。光紗との約束を果たさない限り、自分は前に進めない。

			　──わたしはママと違うんだから。

			「詩月！」

			　叱りつける時とは違う、切実な呼びかけ。詩月がゆっくり振り向くと、母は娘を真っ直ぐに見つめていた。顔を覆っていた手は机の上で握りしめられていて、微かに震えていた。

			「私も行くわ。……約束したの、ずっと昔に」

			　詩月は母に頷いた。

			　お互いの考えは、きっと違う。母が光紗にどんな感情を抱いているのか分からない。それでも親子で同じ目的地に向かえることに、詩月はなぜだか救われた気持ちになった。

			


			×××

			


			　日文を説得できたからこのまま蒼百合館へ直行、というわけにはいかなかった。

			　──これから先、何が起こるか分からないのに人様の子を連れていくわけにはいかないでしょう。先に遊阪さんを駅まで送り届けるから。

			　母の言い分はもっともで、詩月も星良も従うしかなかった。逸る気持ちを押さえこみ、今、詩月は星良の見送りに来ていた。もしも彼女が洋館までついてきてくれたら、どんなに心強いだろう。しかしこれ以上友達を巻きこむわけにはいかなかった。

			「ね、最後に色々と質問したいんだけど！」

			　詩月と別れを済ませてからも星良は迷うそぶりを見せていた。結局、彼女は改札に背を向け、詩月に駆け寄る。手を振って見送ろうとしていた詩月は半端に手をあげたままで固まってしまう。

			「一緒に行けないのはしょうがないけどさ、やっぱ気になる！　結局、車じゃなんにも話せなかったし！」

			「そうだね……」

			　光紗との詳しい関係を日文に聞かれたくなくて、駅に向かう車で詩月は沈黙を貫いていた。そのせいで、まだ詩月は星良に事情を説明できていない。後部座席で一緒だったというのに。

			「えっと……知りたいこと、なんでも聞いてほしいな。その……わたしもどこから話せばいいか分からなくって」

			「じゃあ、質問その一！　なんでお母さんがついてきてんの？　や、夜に子どもを出したくないってのは分かるけどさ……それなら普通、止めるよね？」

			　詩月が好きな人のために行動しているのを星良は知っている。そこに親が絡んでくるのは確かに奇妙だろう。

			「共通の知り合いだったっていうか……」

			「あー……。車ん中で話さなくてよかったね。親にばれるとヤバいやつじゃん」

			　星良は声を潜めた。詩月も彼女につられて、お互いに顔を近づける。母は駅の入り口で待っているから、普通に話しても大丈夫なのだが。

			「そこまでは、多分気づいてない……のかな」

			「うまいこと隠しとかないとね。あたしもそういうの親に絶対知られたくないわ」

			「確かに」

			　日文が自分と光紗の関係をどう理解しているのか、詩月には分からなかった。仲の良い話し相手、程度に思っていてくれたら嬉しい。

			「質問その二、やっぱそれって勝負服？」

			　かわいいじゃん、と星良は茶化すように笑う。詩月は顔を赤らめながらも胸を張った。

			「うん。これまで会う時は、ずっと制服だったから。……頑張ったよ」

			　出発の直前、詩月は制服から着替えていた。タートルネックのニットにチェックのロングスカート。カバンもスクールバッグよりずっと小さなサコッシュにした。本当なら、デートの日に着ていくつもりだったコーディネート。地味なものばかりの私服から、頑張って選んだものだ。着替えるかどうか迷ったけれど、それでも、一番可愛い自分で光紗に会いたかった。これが最後の機会になるのだから。

			「でも気合い入りすぎだし……やっぱ親にもバレてるかもね」

			「……そうかも」

			「ま、自分から言うことはないでしょ。んで、最後の質問なんだけど……」

			　これまでと違い、星良はしばらく考えてから、詩月の手を取った。

			「質問その三！　この時間にあんなところにいるってことは……好きな人って……まさか」

			　星良の言いたいことが詩月にはよく分かった。星良にとって、一番理解の及ばない領域だろう。戸惑うのも無理はない。お腹に力をこめて、詩月は星良の手を握り返した。

			「その、信じられないと思うけど……」

			「や……信じるよ。幸浦はマジなことしか言わないもんね」

			　詩月は星良の返事に安堵した。茶化されたり疑われたりせず、ただ信じてくれた彼女には感謝の思いしかない。

			「今度さ、幸浦が好きな人のこと……もっと聞かせてよ」

			「うん！　白淵先生と同じぐらい、素敵な人なの」

			「だから帰ってきてよ？　そっち側に行っちゃうとか、ナシだからね」

			　一瞬、詩月は凍りついてしまった。

			　それだけで星良は何かを察してしまったようだった。

			「……帰ってきてよ！」

			　星良は言葉を重ねる。

			　もちろん、帰るつもりだった。光紗と別れるためにこれから会いにいくのだ。自分が未来へ進むことを彼女も望んでいた。

			　それでも詩月は光紗と添いとげるという選択肢を捨てきれない。

			　自分の愛の形を、詩月は理解している。

			　身も心もすべて光紗に捧げて、償いと救いが成し遂げられるのなら──

			　自分が此岸と彼岸の境界線に立っていることに、詩月は気づいてしまう。

			「心配しないで。絶対、大丈夫だから」

			　詩月は星良に笑いかけた。ちゃんと笑えているか、分からなかったが。

			「ならいいけど！　んじゃ今度こそ、行くね……」

			　名残惜しそうにしながら、星良は改札を通りぬける。そろそろ電車が来る時間だ。これからは母親と自分の二人で決着をつける必要がある。ここまで付き合ってくれた友達に詩月は力いっぱい手を振った。

			「ばいばい！」

			　詩月の大声で星良は振り返った。詩月に負けないぐらい声を張って彼女も返事する。

			「また明日！　よし！　次からあたしら名前呼びね。今決めた！　約束だから！」

			　約束──その言葉に、光紗の声が重なって聞こえる。かつて、詩月は光紗とも同じ約束を交わしていた。

			　星良さん、と心の中で唱えてみる。光紗を名前で呼んだ時より、照れずに言える気がした。そのまま星良がホームに続く階段を上がってしまうまで、詩月は彼女の背中を見つめていた。

			


			　駅から出て、車に戻ると日文は降りた時と同じように無言で詩月を待っていた。詩月は助手席のドアを開ける。

			「もういいの？」

			「うん。行こう、ママ」

			　車は滑らかに動き出した。ここから蒼百合館のある森まで、そう遠くはない。詩月は目的地まで、心の準備をしておくつもりだった。光紗は自分達をどう出迎えるのだろう。まず初めに待たせてしまったことを謝りたい。

			「さっちゃんに……何を謝るつもり」

			「え？」

			　詩月の心を読んだかのように、日文はそう言った。

			　突然話しかけられて、詩月は聞き返してしまう。このまま無言で洋館を目指すのだと思っていた。目的地は同じでも、そこへ向かう理由や思いはきっと異なっている。親子であっても、分からないことだらけだ。日文は自分の内面を隠していたし、詩月もあえて知ろうとは思わなかった。

			「さっちゃんに謝らないといけないって、家で言っていたでしょう」

			「約束を破ったことだよ。わたし、光紗さんとお別れしなきゃいけなくて、だから最後に会おうねって……約束してた。それなのに……光紗さんをおいてけぼりにしちゃったから」

			　細かい経緯まで話すつもりはない。言葉少なに目的を伝える。

			「私があなたを縛りつけたから」

			「……そうだね」

			　ハンドルを握る日文の横顔はどこか悲しげだった。

			「私は償うために、白百合館を目指してる。さっちゃんは私を許さないでしょうね。あの日……さっちゃんを見捨てた私を、絶対に」

			　日文は昔のことなんて話さないだろう──その予想を裏切られて、詩月は黙ったまま続きを待つ。

			「さっちゃんがどういう存在なのか、あなたは知っているのね」

			「全部調べたよ。十七年前のことも。そうなった事情も」

			　詩月が思い出すのは光紗のうわごとだった。どうして、なんで来てくれなかったの、と彼女は言っていた。生前の光紗を、日文は見殺しにしたのだ。

			「さっちゃんの人生は決められていた。甘やかされてぬくぬく育った私には……何もできなかったし、何も分からなかった。彼女はね、自由でいられるうちに死ぬんだって、ずっと前から決めていたの。私は……その最期を看取ってほしいって頼まれていた」

			　日文が光紗に信頼されていたことを詩月は知っている。どうしてかつての日文はその信頼を裏切ってしまったのだろう

			「死を選ぶだなんて、今でも間違っていると思うわ……だけど、昔の私はあの子を止めることも、突き放すことも、受け入れることもできなかったの。あの日、私は何もかもが恐ろしくて、逃げ出したの……選ぶことができなかった……」

			　日文の声が震える。自分の行いがどれだけ光紗を傷つけたのか、彼女は理解しているようだった。しかしそれでも詩月は感情が波立つのを止められない。光紗の気持ちを想像するだけで、詩月は息ができなくなりそうだった。

			「私は……私自身が許せなかった。自分の弱さが憎かった……」

			　日文の言葉は途切れがちだった。赤信号に引っかかることもなく、車は真っ直ぐに進んでいく。まだそれほど遅い時間ではないのに外の景色はどんどん寂れていき、街灯の途切れがちな光でしか日文の表情をうかがえない。街灯が日文の涙の筋を照らしだす。

			「責任から逃げたくて……他の人と一緒になって、さっちゃんのことを忘れようとしたことさえあるわ。できるわけ、なかったけど。だけど……あなたが生まれた時、やっと逃げること以外の目標が見つかった気がしたの。この子には困難に立ち向かえるぐらい強い人間になってほしい、そう育てなくてはいけないと……思ったの……」

			　詩月の返事がなくとも、日文は口を閉じなかった。

			「だけど私は……あなたに呪いをかけているだけだったのね」

			　詩月は返事しなかった。

			　日文に言うべきことが詩月には分からなかった。

			　詩月は母親のあやまちを許せるほど大人ではなく、母親の気持ちを無視して怒れるほど子どもでもなかった。

			　日文は元々詩月の返事を期待していなかったのか、それきり黙ってしまう。

			「二人で、光紗さんにちゃんと謝ろう」

			　詩月に言えるのはそれだけだった。分かり合えないことばかりだけど、この目的だけは同じはずだから。

			「ええ、謝りたいわ。心から……」

			　そして車は目的地に到達する。蒼百合館へと続く森の入り口には誰もおらず、車さえ停まっていなかった。もうすっかり日は沈んでいた。詩月と日文は車から降りる。

			　明かりと呼べるものは錆の浮いた街灯だけで、入り口だけを照らす白い光は、かえって森の闇を引き立てている。静かにそよぐ木々の枝葉も闇に紛れていると異形の怪物のようだ。

			　帰り道では、暗い森から明るく人通りの多い場所に繋がっていく。だから次第に人里が近づいているのを感じ、安心できる。しかし、それが逆になれば──この先には闇が満ちていて、異界へと通じているのだ。

			「変わってないのね……」

			　立ち入り禁止の看板を前にして、日文は暗い目つきで辺りを見渡す。

			　そんな振る舞いで、詩月は自分の母親が〝フミちゃん〟であったことを改めて実感する。十七年前、彼女もここを通ったのだろう。きっと光紗に連れられて。

			「さっちゃんはこの先……よね」

			「うん」

			　二人は並んで立ち入り禁止の看板を越えた。

			　看板の向こうへ一歩踏み出した途端、詩月は境界線を越えたのだと感じた。

			　冷たいプールにつま先から入っていくように、これまでとは性質の違う、冷たくて重たいものが身体を包んだ。吐息まで白くなっていることに詩月は戦慄する。ひどく寒い。凍えてしまいそう。隣でじゃり、と土を擦る音がする。そちらを見ると、日文が膝をついていた。自分と同じように寒気を感じているようだった。日文は身体を丸め、詩月と同じように真っ白な息をせわしなく吐きだしていた。

			「ママ！」

			「詩月ッ！」

			　二人は身を寄せ合って、恐ろしい寒さに耐えようとする。何かが──光紗が、来訪を拒んでいる。そうとしか考えられなかった。

			　引き返せば、この寒さから逃れられるだろう。

			「いかなきゃ、いかなきゃ……ッ！」

			　しかし、自分の弱気を詩月は打ち消した。もう心は決まっている。二度と諦めたりしない。

			「もしかして……フミちゃん……？　詩月ちゃんも……いるのかな」

			　這ってでも進もうと両手を地面についた時、詩月は光紗の声を聞いた。直接心に語りかけてきているのか、どこにも姿が見えないのに間近で囁かれているように感じる。それは日文も同じようで、彼女も呆然と辺りを見回していた。

			「そっか……来たんだ……二人とも……」

			　そこにはぞっとするものがあった。あれほど聞きたかった声なのに、恐ろしい。詩月は地面に頭を擦りつけた。頭の芯が痺れて、気を抜くと意識が途切れそうになる。もしここで倒れたら、それっきり──

			「さっちゃん！　聞いてッ！」

			　日文の叫びに力をもらって、詩月は必死の思いで身体を起こした。

			「あなたは私が許せないのでしょうね。でも、詩月は関係ないの！　すべて私の責任よ！　私はどうなっても構わないから……詩月だけは！」

			「いいよ。もういいんだよ、フミちゃん」

			　さらに続こうとしていた日文の訴えに、光紗の声が重なる。

			「びっくりしちゃった……フミちゃんと詩月ちゃんが、親子だったなんて」

			　光紗の声音は思っていたよりも穏やかだった。しかしそれが、詩月の不安を煽り立てる。光紗は涙も涸れ果てて、心を失ってしまったのかもしれない。そんな想像をかき消せなかった。

			「まぁ、でも……そんな偶然、どうだっていいよ。詩月ちゃんも、フミちゃんも今まで来られなかった理由があるんでしょう？　今こうして、私のことを忘れずに来てくれただけで……十分だから」

			　不意に言葉が途切れる。もう帰れ、と光紗は言いたげだった。怒りを押し隠しているようには思えない。本当に自分達を許すつもりに聞こえる。しかし詩月は納得できなかった。こんなのメールのやりとりだけで終わらせるのと変わらない。日文も同感なのか、身体を引きずりながら、それでも進もうとしていた。

			「光紗さん！　わたし……会って話がしたいです」

			「やめてッ！」

			　その途端、詩月の身体は凍りついた。肺が砕け散りそうになり、骨にまで寒気が凍み通る。

			「う……あぁ……！」

			　指や耳が千切れそうで、詩月は動きを止めてしまう。光紗は心から他者を拒んでいた。

			「私……怖いの……！　あなたをどうしてしまうのか自分でも分からない！　会ってしまえば、きっと取り返しのつかないことをしてしまう……！　だからお願い！　もう帰って！」

			　光紗の声は奇妙に歪んで、あたりに響き渡った。まるで人々を震え上がらせる悪霊のように。

			　身体を侵す冷たさに、詩月は光紗の哀しみを感じた。きっと洋館の寝室で、光紗もこの寒さに凍えている。

			　──わたしは光紗さんを一人にしない。あの人をあたためてあげたい。

			「うぅううっ！」

			　唸りながら、詩月は立ち上がった。膝が震え、頭がぐらつく。それでも自分のために、光紗のために、止まりはしない。

			「光紗さん！　今行きますから！」

			　決意をこめて一歩踏み出す。もう光紗の制止は聞こえなかった。僅かに前へ出るだけで、冷気は一層鋭くなる。しかし詩月は行ける、と感じた。

			「詩月ッ！」

			　日文の声で、詩月は歩みを止めた。緩慢に振り向くと、彼女はうずくまっていて、それ以上は進めないようだった。詩月の見ている前で日文は何度も顔を歪め、歯を食いしばった。彼女は何かを迷っているようだった。

			「戻ってきなさい！」

			　母親の言葉を受けて、詩月は首を振った。約束を果たさずに戻れるわけがない。日文は袖で顔を拭った。白い息を吐きだし、それからもう一度日文は語りかける。

			「戻ってきて！　お願いだから……全部終わったら必ず戻ってきて……詩月！」

			　日文の呼びかけは詩月の無事を願う気持ちに満ちていた。その気持ちに背中を押されて、詩月は光紗のもとを目指す。

			「いってきます、ママ」

			　詩月は日文に手を振った。

			「いって、らっしゃい」

			　躊躇いながら、絞り出すように、日文はそう言ってくれた。

			　日文に背を向けた後も詩月は彼女の視線を感じた。見守られているのだと感じた。

			　詩月は再び先を見据えた。まずは森を抜ける、それから這ってでも洋館へ。光紗が望んでいなくても、自分が心の底から光紗を望んでいるから。このまま逃げ帰って、ひとりぼっちの光紗を憐れむふりをして、日常に戻っていくなんて耐えられない。

			　蒼百合館への道は直線のはずなのに、地面が曲がりくねっているように感じる。気を抜くと勝手に道を外れて、森に閉じこめられてしまいそうだった。

			　進むにつれて頭の中で光紗の声が再び響く。

			　来て、帰って、近寄らないで、側にいて、忘れて、覚えていて──それはまとまりのない、感情の濁流だった。呼びかけても返事はなく、詩月は光紗の戸惑いを感じた。

			　そして詩月はついに洋館にたどり着く。久々の洋館はさらに荒廃が進み、屋根が今にも崩れそうだ。光紗は寝室にいる──その確信を抱いて詩月は二階の大窓を凝視したが、光紗の気配はない。もっと近くまで寄るために、門へと向き直る。

			　工事現場のフェンスは倒れていて、百合の花園が奥まで見通せた。百合達は、やはりどこまでも青かった。

			　詩月はうっすらと気づきつつあった。

			　──光紗さんの身体を感じ取れたのは、あの人がこちら側に留まっていたからじゃない。

			　──わたしの身体が向こう側に近づいていたからだ。

			　──この百合が蒼く見えるのは、そういうことなんだ。

			「いや……っ、やめて……詩月ちゃん……」

			　じりじりと洋館の扉に近づくと詩月は再び呼びかけられる。光紗は憔悴していて、ひどく怯えているようだった。彼女にそんな態度を取らせることに胸が疼いた。

			「大丈夫、大丈夫です！」

			　その呟きが自分と光紗、どちらに向けたものか詩月には分からなかった。

			　一歩ずつ進み、玄関のポーチに詩月は到着する。かつて自分はここで光紗に愛の告白をした。約束を破ってしまったから、もう恋人の資格はないのかもしれない。それならば、せめてはっきりと、光紗に直接拒絶されたかった。

			　石床を踏みしめながら、詩月は丸めていた身体を伸ばした。あのすさまじい寒さが薄らいでいる。全身に血が巡っていくのを感じ、少しだけ休憩する。自分がまだ生きているのだと、実感する。

			　もしかして光紗が受け入れてくれたのだろうか──甘い期待は扉を開けた途端、砕け散る。詩月を出迎えたのは深い闇だった。これは夜の闇ではないと、詩月は直感する。もう洋館は彼岸の世界になっているらしい。床や壁の輪郭さえ溶けて、扉の向こうは大口を開けた奈落になっていた。逡巡の後、詩月は息を吸いこんで闇へと踏み出す。これまでの寒気とは違う、異質な感覚が肌を包む。遠くで彼女がすすり泣いているのが分かる。

			「光紗さん！」

			　呼びかけても、返事はない。けれど、内部の輪郭がしっかりとしたように感じた。何度も訪れて、間取りは覚えている。暗闇に恐怖を気取られないよう、息を止めて進む。靴が落ち葉や瓦礫を蹴飛ばす。

			「もうすぐ、ですから！　光紗さん！」

			「だめ、だめなのに……」

			　怯えたような光紗の返事を詩月は確かに聞いた。もうゆっくりとなんて進んでいられなかった。詩月は階段を駆け上がり、二階の廊下を走った。よく見えないせいで壁にぶつかり、割れた床板に足を取られながら、光紗の寝室の前にたどり着く。

			　ノックするのも忘れて、扉を開ける。

			　ランタンの光に照らされて、光紗がそこにいた。彼女はベッドに腰掛け、泣きはらした顔で詩月を見つめていた。窓ではなく扉の方を向いていたのは、そこが開かれるのをずっと待っていたからなのか。

			「光紗さん」

			「詩月ちゃん」

			　光紗の側まで近づいて、詩月は彼女に頭を下げる。

			「ごめんなさい。約束を破ってしまいました」

			「そんなの……構わないのに……」

			「でも、光紗さんのこと、すごく傷つけてしまったから……ちゃんと謝りたかったんです」

			　大切なデートを投げ出して、それから何日も姿を消してしまった。光紗をどれほど悲しませてしまったのか、想像もできない。

			　やっぱり嫌われるかも──光紗を前にしてそんな不安が今更湧き上がってくる。

			　頭をあげると光紗はまだ涙を流していて、詩月をじっと見つめていた。こんな状況でも胸がざわめく。たっぷりと時間をかけて二人は視線を交わす。

			「あの、わたしのせいで本当に──」

			　沈黙だけで心が安らぐことはなかった。詩月がさらに言葉を続けようとすると、光紗はいきなり立ち上がった。

			「わ、ぷ」

			　反応する暇もなく、詩月は光紗に抱きしめられる。そのままぐいっと身体を引かれる。視界が光紗でいっぱいになり、マットレスが弾む。

			「詩月ちゃん、しづきちゃんしづきちゃんしづきちゃん……っ！」

			　もみくちゃにされながら、ベッドに引きずりこまれたのだと気づく。光紗の腕はしっかりと詩月を捕まえていた。身じろぎしていると、腕の力が緩められた。彼女の胸元から抜け出して、ちゃんと向きあう。

			「遅いッ！　会いたかった……ずっとずっと会いたかったの！」

			　それだけを言い放ち、光紗は大声で泣いた。

			「待たせて……ごめんなさい。わたしも……会いたかったです」

			「いいよ……！　来てくれたから、それでいい！」

			　本音をぶつけあって、それから、もう一度抱きあう。

			　光紗は身体も涙もあたたかだった。温もりと一緒にどうしようもない思いまで伝わってくる。気がつくと止めようもなく涙があふれて、詩月も光紗の肩を濡らす。

			　光紗さんがここにいて、わたしがその隣にいる──しゃくりあげながら詩月は光紗とくっつきあう。自分が失いかけていたものを決して離さないように。

			　お互いが落ち着くまで二人はずっと密着していた。そうして、静かなひとときが訪れる。詩月は光紗の鼓動と息遣いだけを感じた。ベッドの上はとても満ち足りていた。足し引きの必要ない、完璧なものがあるような気がした。

			「……私は詩月ちゃんに来てほしくなかった」

			　不意に光紗が詩月の身体を押した。二人の間に距離が生まれる。

			　また側に寄ろうとして、詩月は戸惑う。光紗の両手は震えていた。

			　光紗はおもむろに身体を起こした。乱れた髪を整えもせず、瞳が急に澱んでいく。詩月も彼女に合わせて起き上がる。そこでようやく、詩月は自分が靴も脱いでいなかったことに気づいた。

			「私、待ってたの。どれだけ口で来ないでって言っても、詩月ちゃんが扉を開けるのを期待してた。想像してたの。もしも詩月ちゃんがここに来たら、私はあの子を抱きしめて、キスして、それから……」

			　光紗は詩月の唇に口づけた。

			　それはかるく触れあうだけの慎ましいもので、物足りなさを詩月は抱く。さっきのハグぐらい熱っぽくて蕩けそうなキスがほしい。だけど、さきほどの熱情を光紗は失っているらしかった。

			　ランタンの光が翳る。ベッドが暗闇に浸かる。なのに光紗の姿は闇に溶けない。詩月の前で彼女は白く浮き上がっている。

			「末永く、詩月ちゃんと一緒にいたい」

			　光紗はこちらへ刃でも向けているように、真剣な顔つきだった。

			　彼方へ遠ざかっていた寒気が詩月の肺に忍びこんでくる。

			　光紗の語る永遠がどういうものか詩月には理解できた。友達も母親も捨てて、二人だけの世界へと真っ逆さまに沈んでいく。ずっと隣に大好きな人がいるのなら、二度と寂しくも苦しくもならないのだろうか。

			　詩月は姿勢を改め、光紗と正対する。

			　──光紗さんもお別れなんてしたくなかったんだ。

			　デートの約束を交わした日に、光紗は詩月と別れることを望んでいた。あの望みがどれほど正しいことであったとしても、この瞬間の切なる願いを詩月は過ちだと思えなかった。

			　──わたしがすべてを捧げることで、大好きな人が救われるのなら。

			　詩月は光紗に返事しようと僅かに口を開いた。

			「だけど！」

			　詩月の返事よりも先に、光紗は自分の願いの続きへと進んだ。瞳に光が戻り、潤む。

			「あなたが本当に来てくれて……私、気づいたの。もう、ひとりぼっちで待ち続けなくていいんだって……。重たい枷が外れたような気持ちだった……」

			　ランタンの光がだしぬけに輝く。寝室全体が柔らかい橙色の光で照らされる。なのに今度は光紗の存在感が薄れていた。透明になって後ろの風景まで見えてしまいそう。

			　まるで、幽霊みたいに。

			「今なら、言えるの。私、あなたにさようならを言うわ」

			　光紗は笑う。それからまた、彼女は嗚咽を漏らし、袖で乱暴に顔を拭った。

			　光紗のように笑いたかったのに、詩月は口を歪めるのが精一杯だった。胸が縮こまり、息ができなくなる。

			「やっと会えたのに……っ」

			　いっそのこと、ついていきたいとお願いしたかった。けれど詩月も光紗が道連れを望んでいないと分かっていて、だから、彼女に取り縋ることしかできない。本当なら笑顔で見送るべきなのだろうけれど。

			　光紗にこんな自分を見せたくなくて、詩月は顔を伏せる。せっかくの勝負服に涙の染みができていく。詩月の濡れた頬に光紗の手が。初めて光紗と交わしたキスが頭を過ぎった。あの時も、光紗の手が頬に触れ、両耳を塞ぎ、それから口づけを味わうことになった。

			「んっ」

			　しかし、かつてと違い、触れあったのはお互いの額だった。

			「まだ大丈夫。夜明けが来るまでは」

			　咄嗟に時間を確かめようとして、やめる。残り時間なんて考えたくもない。

			「もう何年も、夜明けを見たことがないの。だけど今の私は朝日を迎えることができるはずだし、きっとその時に……」

			　光紗には確信があるようだった。朝日と共に光紗が旅立つ姿は、ひどく鮮明に想像できた。

			「だからそれまでは、詩月ちゃんと一緒にいたい。お泊まり……しよう？」

			　好きな人のおうちでお泊まり。胸に火が灯るのを詩月は感じた。誰かの家に泊まるなんて、初めてだった。

			　──そうだ。わたしは光紗さんに謝って、デートをやりなおしたかったんだ。

			　詩月は自らの目的を再び噛みしめた。

			　目を瞑り、今度こそ涙を振り払う。詩月は頬に置かれた手に触れた。そこに自らを預け、願う。

			「二人で夜明けを見ましょう。手を繋いで、ぎゅっとくっつきあって……その時まで、わたしの全部を光紗さんにうけとってほしいです！」

			「詩月ちゃん……っ！」

			　光紗の手が詩月の頬を滑る。次は額ではなくて、唇同士が合わさった。何度か啄んでから、舌先を絡ませる。湿った吐息が気持ちを煽る。キスしている多幸感に詩月の頭はちかちかした。
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			「んちゅ、ぢゅる……っ、れる」

			「は、ん、うふぅぅっ」

			　衝動の赴くままに詩月は光紗の舌を吸う。彼女の唾液が顎を伝うのを感じる。光紗は驚いたように声を出しながらも、さらに詩月へ体重をかける。

			　きっとこのまま押し倒されちゃって、それから──先のことを想像してしまい詩月はお腹の奥がどくどくと潤いを帯びるのを感じた。もう待ちきれなくて、詩月は自分から光紗を引っ張ってしまう。

			「んんっ、ぷぁっ……はぁぁ」

			　だけど、光紗は口を離した。詩月と違って理性を残しているようで、彼女は荒く呼吸しながらも余裕めかして笑ってみせる。

			「ふえ？　あっ……みささぁん」

			　浅ましいと分かっていても、止められなかった。詩月は舌を突き出して続きをせがむ。舌先から混ざった唾液がとろりと垂れる。

			「ガマンして？　私も詩月ちゃんと最後までシたいけど、このままだとそれだけで終わっちゃいそう……。えっちの前に、デートしよう？」

			　その誘いで詩月はようやく口を閉じた。確かにこのまま愛しあうとデートどころではなくなってしまう。それにこういうことはデートの後の方がもっと気持ちいい気がする。

			「デートといっても、蒼百合館を散歩することしかできないけど……」

			「い、行きましょう！　いっぱいお話ししたいこと、あるんです！　今夜はゆっくりできるんだから……！」

			　ベッドにいると自制できなくなりそうで、詩月は勢いよくそこから降りた。欲望を発散したくて、その場でくるりと一回転してみせる。光紗は微笑を浮かべて、そんな詩月を眺めていた。

			「その服……すっごく可愛いよ。あったかそう」

			　光紗の言葉を聞いて、詩月は飛び上がった。これまで勝負服の感想を聞く余裕もなかった。思わずもう一度くるりと回ってしまう。また可愛い、と声を掛けられて、胸がときめく。キスとは違う、からりとしてふわふわしたものが身体いっぱいに広がっていった。

			「えへ、えへへへ。嬉しいですっ」

			「お小遣いで買ったの？」

			「そうなんですっ。ちょっとずつためて……。あんまり派手だとか高いのとかはママがダメって言うから……選ぶだけでも大変なんですよね」

			　そんな日文の干渉も、これからは収まるのだろうか。庭で別れた日文のことを詩月は思い出した。今夜の一件だけで何もかもうまくいくと思えるほど、楽観的にはなれない。帰ってからも、まだまだ話すことになるのだろう。将来に待ち受ける戦いのためにも、このひとときを思い切り抱きしめたかった。

			「また見てみたいところ、ある？　あんまり荒れてない場所ならゆっくりできると思うけど」

			　光紗もベッドから降りる。彼女が手にしたランタンがあれば、どこでも素敵な空間になると詩月は思う。あの光は、光紗の心を映しだしているかもしれない。

			「この前っ、食堂も覗いてみたじゃないですか。あそこでおしゃべりしたいです！」

			　以前の思い出をたぐり、詩月は光紗の手を引いた。おしゃれなカフェみたいなところで過ごすなんて、いかにもデートみたいだ。光紗はランタンを掲げ、詩月に連れ添った。

			「いいね。ああ……おしゃべりするならおいしい飲み物でもあればなぁ……」

			「実はタンブラーもってきてるんです。ここだと飲み物がないから……」

			「すごい！　中身は何？　紅茶っ？」

			「コーヒーです。目が覚めるから学校でよく飲んでて。光紗さんって紅茶派なんですか」

			「ん。でもコーヒーも嫌いじゃないよ。詩月ちゃんてコーヒー党なんだ、意外かも……」

			　何気ない話で好きな人の新しい一面を知る。

			　──もっとゆっくりと過ごせていたら、もっといろんなことを語り合えたのかな。

			　うっすらとした痛みを噛みしめながら、詩月は光紗と手を繋いで歩く。最初で最後のデートは始まったばかりだった。

			


			×××

			


			　虫の音をＢＧＭにして、二人はたくさんのことを話した。知っていることも知らないこともあった。話したことは、明日になれば日常の中に溶けて消えそうなことばかり。だけど、一つとして忘れるものかと詩月は誓う。自販機で紅茶のペットボトルを見た時に、映画館を通りがかった時に、似たデザインのブルゾンを着るたびに、光紗のことを思い浮かべたかった。そうすれば好きな人は消えないはずだから。

			　そして緩やかな会話の流れが途切れ、穏やかな沈黙が訪れた時──詩月も光紗も同じことを望んでいた。

			「光紗さん」

			「なぁに」

			「え、ええっと……呼んでみただけ……です」

			「そう？　ふふふっ」

			　寝室の扉を前に、詩月は光紗の手を強く握った。恋人繋ぎした手のひらがくっついている。ただそれだけで気分が昂揚してしまう。食堂から寝室に戻るまでの間、光紗もじゃれつくように詩月の頭へと肩をすり寄せたり、指で彼女の手の甲を掻いたりした。弱火で煮るように詩月の感情がとろみを増していく。

			　詩月が光紗を呼んだのは臨界点を迎えたからだった。今すぐえっちしたいなんて言えなかったから、誤魔化しただけ。

			　焦りを隠せず、詩月はいそいそと扉を開ける。

			　ベッドが見えたその瞬間、先に光紗が動いた。

			「はっ、ふ、ちゅ、ん、んんんぅ……」

			「みひゃ、さん……っ」

			　光紗が詩月に襲いかかる。抱えあげるようにして、彼女は詩月の背中に手を回した。そのままお互いの腰から上を密着させる。唇を奪う、という表現が相応しい獰猛な接吻。詩月の可憐な唇の間に舌を割りこませ、もっと深い繋がりを求めて歯列をなぞる。

			「みさひゃん、みふぁしゃんっ、はぁ、あ……ぢゅるっ」

			　驚きから閉じてしまった両目を薄く開け、詩月は光紗に応じる。元気よく舌を伸ばして、彼女のそれを確かめる。溺れるほどに気持ちよくしてくれる、大好きな舌。光紗も同じ快楽に流されてほしい。

			　お互いに身体の舵取りができず、よたよたとベッドに進みながら、詩月と光紗はどろどろのキスに耽る。

			　そして身体がベッドの縁に当たると、二人は思いきりそこへ飛びこんだ。

			　勢いがついていても、ふかふかのマットレスが優しく受け止めてくれる。詩月は足を振ってお行儀悪く靴を脱ぎ捨ててしまう。

			「はぁぁ……あ、ああ……」

			「詩月ちゃん……っ！」

			　鼻の先まで濡らすような口づけの末、詩月は光紗に組み敷かれる。もう光紗しか見えない、見たくない。彼女も目を輝かせ、息を荒らげて、昂りを隠していなかった。

			「せっかくのお洋服だけど……脱がせちゃうね」

			「おっ、お願いっ、しますっ」

			　許可を取る前から光紗は詩月のニットに手を掛けていた。詩月は身体を反らせて脱がされるお手伝いをする。そうしてニットを身体から引き抜いてしまうと、光紗が歓声をあげた。

			「わぁ……！　今日の下着も綺麗～！」

			　ちゃんと喜んでもらえてすごく嬉しい。もっとよく見てもらおうと、詩月は胸を張った。デートのために選んだのは黒のブラ。薔薇の柄のレースが美しくて、胸の上半分が透けて見えるデザインになっている。大人のお姉さんに憧れて買ったものだけど、いくらなんでも背伸びしすぎだと恥ずかしくなって封印していたもの。

			「詩月ちゃんは色白だから、黒がすっごく似合ってる。これ高かったでしょ？」

			「お年玉、全部使っちゃいました。まだ中等部なのに……こんなのヘンでしたか……？」

			「すごくいいと思う！　はぁ……脱がすの、もったいないぐらいだもん」

			　光紗はうっとりとブラに触れる。硬い感触しかないのに、それだけで詩月の胸には甘い痺れが走った。

			「わたしはつけたままでも……」

			「ううん、良い下着が汚れちゃうから」

			　光紗は、詩月のスカートのファスナーにも手を掛けた。そちらも解放されて、詩月はショーツもお披露目することになる。もちろんショーツも同じデザインのものだ。フロント部分は大胆に透けていて、ちょっと恥ずかしい。〝そのつもり〟で選んだ下着だから、見られているだけで期待が高まってしまう。

			「あ、あのあのっ。どきどき、しますか？」

			「当たり前でしょ……！」

			　もうお淑やかにはできないと言わんばかりに、光紗は手早く詩月を剥いてしまう。

			　興奮を行動で伝えられ、詩月の内側で喜びと悦びが混ざりあう。

			　すでに胸の先がぴんぴんなのは、肌寒さからじゃない。詩月が両手を拡げると、せわしく上下する慎ましい胸元に光紗が顔を埋めてくる。さらさらの黒髪が鎖骨をくすぐる。光紗のことを肋骨で感じる。そのまま、彼女はすうぅっと息を吸いこんでいた。

			「私……匂いフェチなのかも」

			「あ、汗臭くないですか……？」

			「そんなことない……」

			「ひっ！　ふぅんんんっ！」

			　嗅ぐだけでは足りないのか、詩月は胸を食べられてしまう。舌で優しく乳首をくすぐられるだけで理性は溶ける。頭の中を直接弄られているみたいだった。

			「わ……こーんなこりこりにしちゃって……ぢゅ、ぢゅううぅ」

			「あぁあぁ！　ふあっ、あぁあぁあ！」

			　光紗は容赦なかった。詩月の乳首に吸い付いたまま、もう片方の胸にも手を使って攻めこんでいく。口での責めがおだやかな分、彼女の指は少し乱暴で、詩月の乳首をつまんでひっぱったり、ぐりぐりと潰してきたりする。それでも立ち上がった乳首は光紗の指で悦んで、詩月に快感を伝えてくる。別々の刺激で胸をもてあそばれて、詩月の心は引きちぎれてしまいそうだった。

			「んふ、詩月ちゃあん……どっちがすき？　指できゅっとされるのとぉ、舌でちゅっとされるの」

			「えっ？　えっとぉ、えっとぉお……っ」

			　質問されて、詩月は素直に考えようとする。ただその間も乳首責めは止まることがなく、詩月は涙目で声を張ることしかできない。

			「どっち？　ちゅぽちゅぽっ……ほら、教えて……」

			「ごめんなさい、ん、みひゃさん……どっちも、えらべなひぃいっ……！　きもちよすぎてぇえっ！　んひぃいぃ！」

			　答えを出せなかったおしおきなのか、光紗の口も指もさらに激しくなる。時折上目遣いで詩月を見つめながら、光紗は口をすぼめて胸を吸いあげてくる。思い切り吸引されていると、大きめの乳輪と乳首がますますサイズアップする気がしてくる。指で責められている方も、乳首の先端を爪で掻かれ、その鋭い感覚がほしくてほしくてたまらない。

			「あぁあぁっ、あっ、ふあっ、だめ、もうだめ……っ！」

			　乳首だけでも詩月には充分だった。だんだん頭の中が白くぼやけ、腰が勝手に浮いてくる。何かにしがみつきたくて、咄嗟に光紗の頭を抱きしめてしまう。

			　そんな詩月に応えて、光紗はこりこりの乳首を甘噛みした。最後の一押しをされて、詩月は目を剥く。

			「ぁ！　っくぅうっ！　光紗さんっ、みささんっ！」

			　秘所に指一本触れられないまま、詩月は絶頂を味わう。のけぞる身体は光紗に受け止められ、落ち着くまでずっと抱きしめられる。おへその下あたりを手のひらでさすられるのがひどく心地よい。

			「どお？　気持ちよかった？」

			　胸へ口づけを落としてから、光紗は詩月へと向き直る。

			　彼女の質問に詩月は息も絶え絶えに頷いた。

			「はいっ……頭の中、ぶわーってしました……」

			「そっか。まだまだしてあげるから、頑張ってね！」

			　光紗が微笑みかけた後、物欲しげにこちらの胸元を見たことに詩月は気づく。光紗の濡れた唇に注目していたせいか、詩月はなんとなく彼女の望みを察した。

			「あの……もしかしてキスマーク、ですか」

			「え！　わ、分かっちゃう？」

			　光紗が顔を寄せてきて、詩月はびっくりしてしまう。まさか本当に当たるとは。心が通じあったようで、妙に嬉しい。

			「……この前キスマークのことを教えてくれたのに、光紗さん、わたしに痕を付けなかったから。ものたりなかったのかなって」

			　詩月の言葉に光紗は困った顔をした。彼女はまた詩月の胸を見つめ、首筋にも視線を遣る。

			「でも、痕を見られたりしたら……」

			　詩月はそんな光紗に微笑み返した。

			「大丈夫ですっ。胸なら服で隠れるし……首だって今日の服はタートルネックですから！」

			　それに──恥ずかしさを堪え、詩月は誘いをかける。

			「夜明けまで、わたしの全部を光紗さんに受け取ってほしいって……言ったじゃないですか」

			　光紗は頬を染めた。口を手で覆い、ぐうぅと唸る。彼女に火がついたのを感じ、詩月の全身にぞくりと震えが走る。このまま思う存分に、食べられてしまいたい。

			「そういうこと言われると……私、ダメになっちゃう」

			「……駄目になってほしいです」

			「痛かったりしたら教えてっ、す、すぐやめるからっ！」

			　早口でそれだけ言って、光紗は詩月のお腹に食らいついた。息遣いに合わせて上下するちょっとだけもちもちしたお腹。そこが最初の場所となった。わずかな痛みの後で、ちゅぱっと唇の離れる音がする。詩月が自分のお腹を見てみると、確かに、肌には赤い痕が残されていた。

			「わぁあ……」

			　身体に刻まれた〝好き〟の印。なんだか、ぞくぞくしてしまう。

			「ホントによかった？」

			「光紗さん、もっと」

			　次をせがむとすぐさま再開される。光紗は夢中で吸い付きながら、徐々に詩月の身体を昇っていく。胸、鎖骨、肩、そして首にまで光紗の唇が至る。ただ吸うだけではなく、甘噛みされ、時には汗を舐めとられて、詩月はくすぐったさに身もだえする。片手で肩を押さえこまれているのが、食べられているようでぞくぞくする。身体中に光紗との思い出を刻まれるのはたまらなく幸せだった。

			「ふあぁぁっ！　あっ、そっちまでぇ……」

			　首を吸いながら、光紗は詩月の秘所に空いた手を伸ばしていた。陰唇を優しくさすってから、二本の指で器用に拡げてしまう。具合を確かめるように、蜜口を光紗の中指がノックする。用意ならとっくにできていた。詩月は腰を動かし、光紗をせがむ。あてがわれた指を自分から押しこもうとする。

			「詩月ちゃん……っ」

			「んくぅぅっ！」

			　そのまま光紗の指を受け入れてしまい、詩月は嘆息する。心ゆくまで痕を付け終えたのか、光紗は首筋から離れ、快楽に歪む詩月の顔を楽しげに眺めていた。

			「気持ちいいんだね、詩月ちゃん。見てるだけで私もよくなっちゃいそう……っ」

			「光紗さんっ、もっと、もっとぉ！　すきっ、指でされるのすきぃいっ」

			「ん。私も頑張るからね」

			　光紗の見ている前で詩月は思う存分乱れ狂う。恋人を眺めるのに集中しているのか、光紗の手つきはゆるやかだった。

			「はぁー……っ、あ、あっ、あう、うぅう……」

			「きゅうぅうってしてるよ……かわいい……だいすき……」

			「わたしもだいすきです、みささん……」

			　だんだん会話も途切れてきて、詩月の吐息と秘所を穿つ水音だけしか聞こえなくなる。この快感に飲まれないように心を強く固め、詩月は必死に光紗を見つめる。すると彼女は詩月に笑いかけ、キスや睦言を降らしてくれる。この時の中で永遠にたゆたっていたいのに、身体が伝えてくる肉悦はどうしようもなく、詩月は切なげに息を吐く。簡単に上りつめてしまいたくなかった。身体に力がこもったせいか、秘所で光紗の指をぎゅっと締めつけてしまう。

			「ん……詩月ちゃん、イくの我慢してる？」

			　詩月の様子で光紗も彼女が耐えていることに気づいたようだった。詩月は微かに首を動かすだけで返事する。口を開けば一気に決壊しそうだった。

			「どうしたの？」

			　光紗は指を止めて、心配そうに詩月を見つめた。奔流ほんりゅうが落ち着いたことで、詩月は弱々しく思いを言葉にする。

			「ずっと、光紗さんとこうしていたいんです……っ。それに、何回もいっ、ぃっちゃうと……わたし、すぐに疲れて動けなくなっちゃうから」

			「はぁあ……！　詩月ちゃん……！」

			　詩月の告白を聞いて、光紗は嬉しそうに声をあげた。そして指を抜き、詩月の身体を気遣いつつ彼女を起こす。

			「光紗さん……？」

			　光紗のしようとしていることが分からず、詩月は熱に浮かされたまま彼女を待つ。ずっと押しとどめてきた絶頂が遠ざかると、今度はもどかしくてたまらなくなる。自分で指を入れてしまいそう。

			「ちょっとごめんね」

			　光紗は右手の中指と薬指を立てたまま、手のひらを上向けてベッドに置いた。

			「詩月ちゃん、自分で動いてみて……」

			「えっ」

			　ベッドに立てられた光紗の指を、詩月はじっと見つめた。

			　光紗の意図が詩月にもようやく伝わっていた。光紗の指に跨がる格好になれば、自分から腰を動かして気持ちよくなれる。達してしまうぎりぎりのところで動きを緩めることもできるだろう。このやり方なら、限界まで我慢できるかもしれない。

			「ん、うぅっ」

			「わ……詩月ちゃん……すご……」

			　詩月は積極的だった。腰を浮かし、光紗の指に乗ってしまう。光紗と見つめあいながら動けるのが嬉しかった。

			「ぅく……ふぁああ……！」

			　深々と押しこまれる感覚に詩月は涎を垂らし、それから自分のペースで腰を動かし始める。両手で身体を支えると動きやすかった。意外と疲れるけれど、確かに調整しやすい。身体全体が上下に揺れて、慎ましい胸もふるふると揺れる。

			「ね、これぐらいは我慢できる？」

			「ひぃいっ光紗さんっ、ちくびはっ、ちくびだめっ！」

			　感覚を掴み始めたところで、光紗が左手を伸ばしてくる。詩月のバランスを崩さないように、優しい手つきで胸の先をくすぐられる。ぷっくりとした乳輪をなぞられるとそれだけでおかしくなってしまいそうだった。

			「うーっ……！　ふぎゅうぅううっ」

			　昂りが臨界を迎えると、腰を止める。けれどそうすると今度は光紗のしぐさや責めに意識が向かってしまい、頭の芯が痺れてくる。気がつくと勝手に腰が動いてしまう。だんだん詩月の頭は快楽に支配されていく。

			「詩月ちゃん……すっごくえっち……私も我慢できなくなっちゃう……」

			　そんな詩月にあてられたのか、やがて光紗も乱れ始める。詩月の胸から手を離し、彼女は自分のジーンズのボタンを外してしまう。そのまま下着も脱がずに秘所に手を差し入れる。布越しに光紗の指が動いているのを詩月は目の当たりにする。

			「はぁ、はぁぁ……しづきちゃん……っ」

			「みささん……っ」

			　触れあわずとも、二人で気持ちよくなっている──自慰に耽る光紗を見てしまって、詩月は歯止めがきかなくなる。もっと腰を落として、ぐりぐりと秘所に光紗の指を押しつける。光紗のことを強く感じたかった。もっと光紗に眺めてもらおうと、詩月は腰の動きをゆっくりにして、指が出入りするところがよく見えるようにする。

			「イく、イくぅう……っ！　詩月ちゃんっ！　はぁ……あぅぅ……っ！」

			「わたしもぉっ！　あ、ああ！　くふぅぅっ！　うっ、ううぅーっ！」

			　光紗が果てるのを目の当たりにして、詩月も身体を震わせた。そのまま詩月は後ろに倒れこんでしまった。張り詰めていた身も心も弾け飛び、真っさらになる。両脚をあられもなく開いたまま、詩月は息を吐いた。姿勢を整える余裕もない。まだ視界に星が散っているような気がした。

			「イッちゃったね……詩月ちゃん……」

			　倒れたままの詩月の横に、光紗が四つんばいですり寄ってくる。もう彼女はジーンズと下着を脱いでいて、服を着たままの上半身がアンバランスだった。

			「光紗さんっ」

			「ひゃっ！」

			　光紗が近づいた瞬間に、詩月は彼女を抱きしめた。身体をくっつけて、思い切り甘える。指を使わせてもらうのは気持ちよかったけれど、秘所でしか光紗と繋がれなかった。光紗の体温を感じながら詩月は呼吸を整える。光紗の胸は意外と汗ばんでいて、匂いが濃い。光紗が匂いフェチかも、と言った理由がよく分かる。好きな人の匂いはいくらでも嗅ぎたくなる。

			「疲れちゃった？　いくらでも休んでいいからね」

			　詩月を抱いたまま身体を転がし、光紗は詩月を身体の上に乗せる。さりげなく彼女はブラを外していて、柔らかな感触が詩月を癒やしてくれた。

			　光紗をゆりかごにして詩月はしばらくゆったりとしていた。光紗に頭を撫でられて、その息遣いや鼓動を感じていると、一晩なんて一瞬で過ぎ去ってしまう気がする。

			「今度は……わ、わたしがします！」

			　だけど、時間は限られている。いつまでも甘えてはいられない。次は光紗をたくさん気持ちよくしてあげたい。決意を秘めて、光紗の返事を待っていると彼女は艶然と自分の服をまくりあげた。彼女はスイッチの入った身体を恋人に晒す。

			「うん。お願い、詩月ちゃんの好きにして？」

			　詩月は息を飲んだ。

			「ちゅ、ちゅう」

			「んう、詩月ちゃん……ちゅっ、ちゅ……」

			　ぎこちなくキスを交わしてから、詩月は緊張した面持ちで頭を下へと滑らせていく。やがて詩月は光紗の秘所へとたどり着いた。寝転がった体勢のまま、そこをしげしげと見つめる。

			　詩月がやりやすいように、光紗は枕をクッションにして、自分の腰を浮かせてくれた。そのまま詩月が太ももにそっと手を添えると、光紗はもっと脚を開いてくれた。

			「ん……二人で拡げちゃおっか」

			　詩月が言葉の意味を理解するより先に、光紗は両手で自分の秘所を拡げた。花芯の辺りを見せつけるように、陰唇を左右から引っ張る。

			「詩月ちゃんは内側を、お願いね」

			「はい……っ」

			　促されるままに、詩月も光紗の秘所、その花弁を拡げる。蝶を展翅するように二人の両手が秘所の四隅を留めてしまう。

			「ぜっ、ぜんぶ見えちゃってます……けど」

			「だからいいんでしょ？　私の全部、よーく見ておいてほしいな……」

			　二人一緒にすると、自分一人で拡げるよりもありありと光紗の内側を覗くことができた。光紗と共にいやらしいことをしているという実感が詩月を煽り立てる。

			　光紗に言われた通り、詩月はそこをしっかりと目に焼き付ける。花弁はてらてらとぬめり、花芯は剥けて張り詰めて、詩月のことを今か今かと待っている。自分にも備わっているものなのに、まったく別の、愛おしいものに感じるのはなぜだろう。何度見ても激しい欲望が全身を滾らせて、止まらなくなってしまう。

			「わ……わたしっ、頑張ります……！」

			「うんっ」

			　光紗に気持ちよくなってもらいたい。そのことだけを願いながら、詩月は光紗の花芯に口づける。何度か啄み、そのまま唇で挟んでしまう。

			「しづ、きっ！　しづきちゃん……っ！　うぅうっ、んくっ……あぁ……っ、んんんっ」

			　音を立てて吸いつくとそのたびに光紗の抑えた声が詩月の頭を痺れさせた。もっともっとその声が聞きたくて、詩月は一生懸命光紗を味わう。舌を思い切り伸ばし、蜜口から花芯まで舐めあげる。口元はどろどろで、口腔まで入ってきた蜜をこくりと飲み下す。おいしい、と思った。

			「ぢゅる、ぢゅぷ、みひゃさん……わらひ、うまくれきてますか……？　ぢゅうううぅっ！」

			　この前、二人で舐め合った時とは違い、今は自分の口に集中することができた。はじめて光紗に舐めてもらった時のことを思い出しながら、詩月は花芯を根元から吸引する。自分がされた時は頭に星が散ったやり方だ。光紗もそれぐらい感じてくれたらいいけれど。

			「ひあぁあ……！　れっ！　れんしゅうとかしたの……？　こんなぁあぁあ……っ！」

			　詩月が吸いあげた瞬間、光紗の声が一段と乱れた。光紗は勢いよく腰を浮かせて、詩月にぐっと秘所を押しつける。それでも彼女の両手は秘所を拡げたままで、詩月がやりやすいようにしてくれていた。

			　光紗の腰がはねて、詩月は頭を揺さぶられてしまう。我を忘れるほど感じてくれたのが幸せでたまらない。詩月は目を細め、まだまだ責め続ける。顔を寄せ、花芯を食んだ唇を擦り合わせる。

			　詩月は自慰する時、光紗がしてくれたことを何度も反芻していた。だからこのやり方だって、光紗が教えてくれたようなものだ。その感謝の気持ちも伝えたい。

			「あぁぁあー……！　あっ！　かは……っ、はぁー……っ」

			　責めに変化をつけようと、詩月はひとまず唇から光紗の花芯を解放する。光紗の反応を知りたくて秘所から顔を離すと、彼女はすっかり上気し、蕩けきっていた。眉根を寄せ、口の端からは涎を垂らし、必死に息をしている。いつの間に秘所から離れたのか、両手はシーツを握りしめていた。目の焦点は定まっておらず、崩れた表情を見られているのに気づいていない。大人の彼女をここまで追いこんだことに、詩月は強い昂りを抱いてしまう。

			「いっぱい感じてくださいね、光紗さん」

			　更なる果てを目指すつもりで、詩月はまた光紗に埋まった。今度は緩みきった蜜口に舌を押しこみ、花芯は指ですりすりさせてもらう。光紗は蜜口と花芯を同時に責められるのに弱いのだと、詩月はこれまでの愛の記憶から学習していた。

			「んんん、んぅ……ちゅぷ、ちゅぅうう……」

			「あっ、またぁっ！　はあぁ！　くぅう……っ！」

			　落ち着きを取り戻しつつあった喘ぎが再び掠れたものに変わる。このやり方だと花芯を舐めていた時よりも秘所に密着している感じがあった。舌で光紗の内側を舐めとる。彼女がしてくれたように、花弁を食んだり、顔全体を押しつけるのもやってみたいけれど、光紗の花芯と蜜口に吸い寄せられてしまう。彼女の匂いと蜜に溺れて、詩月はすっかり酔っていた。

			「しぢゅきちゃんっ、いい、すごひぃい、はーっ！　はぁーっ！　はぁ、はふぅうぅ……っ！」

			　そして詩月の願いが通じたように、光紗はひときわ身体をわななかせた。両脚で思い切り頭を締めつけられ、詩月は彼女が絶頂に打ちあげられたのを知った。光紗の蜜を飲みながら詩月は顔全体で愛しい人の絶頂に寄り添う。光紗の震えが収まるまでたっぷり待ってから、詩月は光紗の秘所にキスして顔をあげる。お腹の奥が熱くてたまらない。後で光紗に触ってほしい。

			「はぁぁ、詩月ちゃんのお口……すごかった……よ」

			　まだ絶頂の余韻を残したままの顔で光紗は微笑む。詩月もそんな彼女に笑顔を返す。

			　手招きされて顔を寄せると、頬にくっついていたヘアをつまみあげられ、それから思い切り抱きしめられる。さっきより光紗の身体は温まっていて、詩月への色香をより強く漂わせていた。

			「がんばりましたっ、えへへ」

			「うん。気持ちよくしてくれてありがとね」

			　たっぷりじゃれついてから詩月は光紗とキスをする。舌をねっとりと絡ませ、時にはちゅうっと吸ってしまう。

			　お互いに高めあって、相手の身体を感じとる。どきどきする胸を擦り合わせたり、首筋を甘噛みしたり──そんな風にもみくちゃになりながらも、二人は起き上がった。座った体勢の方が、相手を抱きしめやすかった。

			「はう！　んんんんっ！　し、詩月ちゃ……」

			「ひあ……っ！　み、光紗さんっ、そこぉ、くすぐったいぃ」

			　詩月が光紗の背中に指を滑らせると、光紗の反応はますます艶めいた。それに対抗するように光紗は詩月の小ぶりなお尻を揉み、脇腹を撫でさする。

			「みささんっ……ここも……」

			　むずむずしたものを溜めこみながら、やがて詩月は光紗のおへその下を撫でた。

			「あ……」

			　光紗は口づけをやめて、詩月の指を待つ。脚を開き、腰を浮かせて、詩月が触りやすいようにしてくれる。

			　ゆっくりと茂みをかき分け、詩月の中指と薬指が光紗の蜜口に至る。光紗の内側に進む前に、詩月は彼女を見つめた。たぶん自分は口の方がうまくできるけれど、どうしても光紗の顔が見たい。わがままを、許してほしかった。

			「いつでもいいから」

			　詩月の右手を光紗は両手で包み、その手首を撫でた。

			　けれど、そのまま詩月が押しこもうとすると、光紗は首を振った。

			「一緒に、感じたい……」

			　光紗は詩月から手を離し、そして彼女の濡れそぼつ秘所に指をあてがった。

			「感じたいですっ！　わたしも……大好きな人のこと……」

			　光紗のおねだりを叶えようと、詩月も彼女が触れやすいように脚を開く。前に伸ばした脚を交差させるような体勢で二人は向きあう。お互いの秘所がよく見える格好で、どちらも大好きな人を求めているのが分かってしまう。

			　こんなものを見せつけられて、もう我慢なんてできなかった。

			「うぅー……っ、あ、あっ、あぁ……詩月ちゃん……っ」

			「ふあぁ！　あぁぁあっ！　光紗さぁんっ！」

			　詩月も光紗もお互いの奥底に触れようとする。難しいことなんてできなくて、ただ、相手を傷つけないようにゆっくりと指を動かす。

			　光紗の内側はほかほかぬるぬるとしていて、詩月を抱きしめて離そうとせず、愛されているのだと実感させられる。光紗はこの幸せを噛みしめているようで、目を瞑ったまま震えていた。それでも彼女の二本の指はしっかりと詩月を導こうとしていて、詩月の天井のあたりをしきりに擦っていた。シーツの染みがどんどん広がっていく。

			　お互いの息遣いが、放つ熱が混じる。一緒にしているのだと思うと、心をかき乱す痺れもますます深くまで染み通っていく。

			「あう、ふああぁあ！　みっ、みさっ！　みささんっ、わたしのこともっ！　見てくださいぃいっ！」

			　こちらばかり眺めているのは寂しくて、詩月は声を張りあげる。光紗の指は気持ちよすぎるから、今の自分はすごく変な顔になっている気がする。それでも、詩月は光紗と見つめあいたかった。

			「うん……うんっ、私もぉ……しづきちゃんの顔、おぼえておきたいぃ……」

			「はひっ！　いっぱい、いぃっぱい見て……っ！」

			　苦しげに目を開いた光紗に、詩月はすべてをさらけ出す。光紗の指で今にも達してしまいそうな表情。光紗のことで頭をいっぱいにしているだらしない顔。好きで、好きでたまらないからこんなことになっているんだって、知ってほしい。

			「詩月ちゃん、幸せそう……。ふふ……あうぅう、嬉しい……っ、うれしいよぉ」

			「え、えへ。みさしゃんもいいですか？　わらひっ、ちゃんと気持ちよくできてますか」

			　その問いかけで、詩月の指はまた締めつけられた。泣き笑いのような表情で光紗が迫り、詩月と口づけを交わす。

			「しづきちゃ、んっ、ふ……しづきぃっ」

			「うあ……あっ、へぅ……ちゅ、ぢゅ、ぢゅうぅっ」

			　呼吸ができなくなるぐらい長く、キスをする。

			　頭の中がどろどろで、光紗に染めあげられる。

			　接吻の最中でもゆるゆると指は出入りしていて、もうすぐ何かが弾けそう。

			　それは光紗も同じのようで、彼女も熱に浮かされているのを詩月は全身で感じ取った。心と心が繋がっているのだと、思った。

			「……っ！　んんん……っ！　光紗さんっ、みささん、みさ、さん……っ！」

			「しづき、詩月ちゃん……あ、あぁ、あ……！」

			　大好きな人の名前を呼びながら、二人は深く高く絶頂に浸る。光紗に身体をすり寄せて、詩月は世界が縮こめられるような感覚を味わう。光紗も詩月を苦しくなるほど強くかき抱いて、せわしなく息をしていた。


[image: ]


			「み、光紗さん」

			「なぁに詩月ちゃん」

			　ゆっくり身体を休ませてから、詩月は優しく光紗の身体を押し倒す。光紗はすべてを受け入れていて、切なげに詩月を見つめていた。

			　身体中、燃えるような愛おしさに満たされていても、詩月はまだまだ足りなかった。身体を斜めにずらして、脚の間をかみ合わせる。そのまま腰を前後させて、秘所同士を擦り付けてしまう。それで、光紗にも詩月のしたいことが伝わったようだった。

			「ふふふ……貝合わせ、したいんでしょ」

			「い、イったばっかりですけど……駄目……ですか？」

			「ううん！　くっつけっこ、しよ」

			「ふ、みゃ！」

			　光紗の両手が詩月のお尻を掴み、もっと秘所がくっつけるように腰を押さえつけてくる。不意打ちで強まった刺激に詩月は鳴き声をあげた。

			「あんっ、ふあぁ！　くちゅくちゅすき！　しゅきぃっ」

			　立ち上がっている花芯が押しつぶされて、可愛い声が出せなくなる。どこまでも光紗を求め、欲し、詩月は身体をうごめかせる。

			「こっちでもぉ、ん、いっぱいっ、キスしよう……っ」

			　二人で秘所を合わせながら、また唇同士でもキスをする。

			　どこまでも、どこまでも、二人は昇っていった。

			


			×××

			


			　沈んでいるような、浮かんでいるような。

			　漂っているような、繋がれているような。

			　自分がどこにいるのかも分からないまま、詩月は身体をもぞもぞさせる。目を瞑っているせいで、肌に触れているものだけが世界を形作っている。

			　ここは安心できる。それだけしか、分からない。

			「詩月ちゃん、そろそろだよ」

			　あとちょっとだけまどろみに甘えようとしていたら、声が聞こえた。

			　詩月は自分が裸のままシーツにくるまっていることを思い出した。意識が水面を目指し、浮上を始める

			「ん、んぅ……」

			　もう一度、優しい声で肩を叩かれ、詩月はベッドから身体を起こした。起き抜けでぼやけた頭は、光紗の姿を認めた途端、冴えた。

			　──そっか、わたしは眠っちゃったんだ。

			　あれから心ゆくまで愛しあって、それからたっぷりとおしゃべりした。あれは深夜何時だったのだろう。今夜は眠らないつもりだったのに、光紗が心配するものだから、ついうとうとしてしまって。

			「おはようございます、光紗さん」

			「詩月ちゃん、おはよ。……といっても、一時間ぐらいしか眠ってないからね？　大丈夫？」

			「なんともないですっ」

			　胸を張ろうとしても、頭がふらついてしまう。

			　たった一時間でも意識を失っていたのが残念でならない。けれど起きた時、隣に恋人がいるとこんなにも満ち足りた気持ちになるなんて知らなかった。だから詩月は後悔しない。一番大切な瞬間のために、ちょっと休んだだけだ。

			「……夜明けが、来る」

			　光紗は窓の方を向いた。

			　すでに空は仄青く、夜明けの予兆を示していた。

			「いつもだとね……こういう空になるころに、私は死ぬの。巻き戻されるって言った方がいいかな？　胸が痛んで、意識が壊れて……後悔だけが最後まで消えなくて……。そして、気がつくとまたお昼過ぎの蒼百合館で、私は約束の人を待ち続ける……」

			　光紗は胸を押さえ、俯いた。詩月はそんな彼女の側に寄り添う。手を握り、肩に頭を預ける。

			　もう、待つ必要はない。痛むことも悔いることもない。光紗を縛るものは何もない。

			「だけど……もう私は一人じゃない」

			　光紗も詩月に身を預けた。

			「二人で朝を迎えよう。日の出を見ながら、せーのでおはようって言おう。朝ごはんは……用意できないんだけど」

			　持ちこんだコーヒーさえ、もう飲みきってしまっている。

			　詩月は自分のお腹をそっと押さえた。お腹が空いている。夜を徹して動き回っていたのだから、当然か。変なタイミングで鳴ったりしないでほしい。

			「この洋館の側においしいモーニングを出す喫茶店があるの。今も残ってるのかな」

			「古い喫茶店なら、来る途中で見かけました」

			　詩月が店の名前を言うと、光紗はああ、残ってるんだ、と感慨深げに呟いた。

			「おすすめだよ。帰る時に寄ってみてほしいな」

			　光紗の声は震えていた。

			　寄り添いあって朝を迎えても、向かいあって朝食のテーブルにはつけない、手を繋いで洋館から出ることもない。

			　二人でいられる時間は残り僅か。

			　これで、おしまい──その実感だけが詩月の中で膨れ上がっていく。

			「光紗さん！」

			　呼び掛けに意味なんてなかった。彼女が返事をしてくれれば、それだけ最後の時が引き延ばされる気がした。

			「詩月ちゃん……？」

			　詩月を見つめて、光紗は首をかしげる。泣きたくないのに感情が理性をすり抜けて、勝手に目や鼻から飛び出そうとしてくる。

			「……っ」

			　詩月の感情を受け止めて、光紗も表情を曇らせる。

			「あ──」

			　何かを言おうとして、続かない。今更さようならとも、行かないでとも、言うことはできなかった。光紗だってそんな言葉達を飲みこんでいるはずなのだから。

			「光紗さん……光紗さん……！　みさ、さんっ」

			「うん」

			　待って、そのままでいて、というお願いの代わりに名前を呼ぶ。光紗は柔らかにそれを許してくれた。

			　別れなくてはならない。共に行くことはできない。それでもできることがあるはず──

			　弾けそうな心を必死に抱きしめる。光紗との離別を前にして諦めたり、逃げ出したりしたくなかった。感情に理性が追いついてくる。

			　そして詩月は、自分の願いを見つけだすことができた。

			「……また会いましょう」

			　詩月にできるのは、光紗と新しい約束を交わすことだった。

			「分かってます。光紗さんは、行かなきゃいけないんです。だけど、こっちに留まることができるのなら！　またあっちから戻ってくることだって！」

			　この世界のルールなんて知らない。根拠なんてあるわけない。それでも光紗の側にいられるのなら、できるのだと信じずにはいられなかった。

			　光紗はゆっくりまばたきして、そしてようやく返事した。

			「そんなの……考えたこともなかった」

			「きっとできますよっ」

			　自信満々で言ってみる。すると本当に再会できる気がしてきて、不思議と勇気が湧いてくる。今までも光紗とはまた会う約束をしてきた。これだって同じだと、胸を張ってしまいたい。

			「ふふふ！　そうね！　絶対、会いに来るから。これまでずっと待ってばかりだったもの……次は私から逢いに行かないとね」

			　やがて、光紗も顔をほころばせる。二人で笑っていると、別れだって怖くなくなる。

			「約束です」

			「うん！」

			　二人はお互いの小指を絡めた。
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			　いつになるのか、どこになるのか、それは幽霊のように儚はかない誓い。だけど、めそめそと別れを惜しむより、こっちの方がずっといい。

			「私、絶対に約束を守るから……一つだけお願いさせて」

			　詩月の小指にキスをして、光紗は真剣な表情に戻る。

			「どうか、私のことを待たないで。また会う日まで、そしてそこから先の日々も、あなたが胸を張って生きていてほしい。愛しいあなたと結ばれることよりも、私はそれを願わずにはいられないの」

			　何度も何度も、詩月は光紗に頷く。

			「ええ、ええ……！　わかりました……！」

			　こんなに悲しいお願いはない。それでも詩月は迷わず誓う。待ち続けることの残酷さを知っているからこそ、光紗は祈る。自分のために、心から、祈っている。だから詩月は光紗の思いを胸に刻む。

			「いつでも、会いに来てくださいね」

			　──またあなたに会えた時は、自分らしく生きていると誇ってみせるから。

			「詩月ちゃん、いつかまた……」

			「必ず、どこかで……光紗さん……」

			　最後の口づけは誓いを結ぶために。

			　少し、しょっぱかった。

			　夜明けはもう間もなく──

		

	

			──夜明け──

			


			　詩月と光紗は二人で窓辺に佇んでいた。

			　大きなシーツを分けあって、裸のままでくっつきあって、夜明けを待っていた。

			「見て……！　詩月ちゃん……！」

			　光紗が声をあげる。

			　思いを言葉にできず、詩月は光紗と繋いだ手を握りしめた。

			　世界が目覚め、空が明るさを増す。

			　青い百合の花園を、陽光が照らしていく。

			「光紗さん……っ！」

			　詩月は彼女の名前を呼ぶことしかできなかった。

			　もう一度繋いだ手に力をこめる。

			　さっきまで確かに感じた光紗の存在、血肉のぬくもりが、もう失われている。

			　隣を見ることができない。

			　言葉も愛もたっぷりと交わした。もう思い残すことはない。

			　それでも、愛しいあなたが薄れて消えていくところを見守るなんて──

			「詩月ちゃん……」

			


			　光紗の返事はとても穏やかだった。

			


			　金色の光の粒子が視界にちらつく。そして、粒子は窓の外でも飛び交っていた。

			


			　それは、蒼百合館の夜明け。

			


			　青い百合が散っていく。

			　朝日の中で、白百合に戻ることもなく、夜空の色の花びらは輝きながら空へと昇る。

			　地に留まった星々が天に還るように。

			


			　二人の寝室にも朝日が差しこむ。

			


			　詩月と光紗は夜を越えた。

			


			×××

			


			　日文が目を覚ますと、そこは車の中だった。すでに日は昇っていた。会社の始業時刻もとうに過ぎているだろう。往来では人々がすべきことのために行き交っている。誰も森のことなんて気にせず、その奥に洋館があるなんて知らないようだ。

			　昨晩のことを日文は思い出す。詩月を見送った後、彼女は寒さに耐えながら洋館へ行く方法を探っていた。車で強行突破しようとさえ考えた。しかしどんな手段でも寒さには勝てず、結局、日文は車内で待つことしかできなかった。森の入り口を見つめていると、最悪の想像ばかりが次々と脳裡をよぎった。待つことは辛かった。十七年前、光紗がどんな気持ちで自分を待っていたのか、日文は思い知った。それから何時まで起きていたのだろう、知らないうちに、意識が飛んでいたようだ。

			「さっちゃん……詩月……」

			　詩月はまだ帰ってきていない。光紗はあれからどうなったのだろう。日文は二人の名前を呟く。返事がないと、分かっていながら。

			「フミちゃん……」

			　しかし、日文は光紗からの返事を聞いた。そこに彼女がいるのかと、車から飛び出す。もう寒さは感じなかった。

			「さっちゃん、どこ？」

			「目の前に、いるよ」

			「そんな！」

			　日文には何も見えなかった。森の木々だけが視界には広がっていた。

			「さっちゃん……！　私は……どうやって償えば……！」

			　その場に跪き、日文は光紗に許しを請う。昨晩のやりとりだけで許されたなんて思えない。贖罪を終えないかぎり詩月も帰ってこない気がした。

			「これ以上、自分を責めないで……」

			「だけど！」

			「あなたがずっと後悔してきたのは、分かってる。もういいの」

			　あたたかな風が頬を撫でるのを日文は感じる。光紗の存在を感じても、彼女は嗚咽することしかできなかった。

			「フミちゃん、私に縛られないで。あの子といっしょに、自由に生きて……そうしてくれるのが、私は一番嬉しいよ」

			「ええ、ええ……！　約束するわ」

			　顔をあげると、宙に浮かぶ光の粒子がぼんやりと見えた。それに向けて日文は手を伸ばした。光はゆっくりと空へと昇り、周囲に溶けていく。

			「さよなら、さっちゃん」

			「元気でね……フミちゃん」

			　その言葉を最後に光は薄らいで、消えた。日文は涙を拭って立ち上がる。

			　自由に生きてほしいと光紗は願った。自分だけではなく、詩月もそうあるべきと彼女は祈っていた。自分が詩月にしていたことも、聞いていたのだろう。

			　未だ帰らぬ詩月を案じ、日文は森の向こうを見る。そこには、人影があった。間違いなくこっちに近づいてきている。

			　やっと、戻ってきてくれた。

			「詩月ッ！」

			　日文は叫んだ。駆け寄ろうとしたら足がもつれ、派手にこけた。娘が心配そうにこちらを眺めている。ふらふらと立ち上がって、抱きしめる。ああ、無事だ。生きている。

			「ママ、ただいま」

			「おかえりなさい」

			　やんわりと押しのけられても、日文は詩月から離れようとしなかった。

			「帰ってきてくれて……よかった」

			　娘の友人を思い出す。彼女も娘を案じていた。後で連絡してあげなくては。

			「光紗さんは……」

			　その言葉を聞いて、日文は頷いた。詩月が言おうとしていることは分かる。

			　光紗は、もうここにはいないのだ。

			「さっき、私のところにもお別れを言いに来てくれたわ」

			「そっか……」

			　詩月は俯いた。その哀しみを分かちあいたくて、彼女の肩に手を置く。

			　──さっちゃんとの最後の約束を守るために、詩月との関係も変えていかなくては。

			　決意を抱いて、日文は娘の名前を呼ぶ。

			「詩月」

			「なに？」

			　詩月はまっすぐに日文を見つめ返していた。

			　──ああ、こんなにも、この子は凜々しかったのか。

			　数年ぶりに娘の顔をしっかりと見た気がした。自分とは似ていない、強い少女。

			　この瞳の輝きを曇らせないことが、自分のすべきことだったのに。親として大切なことをいつの間に見失っていたのだろう。光紗を見捨てたあの日から、自分はずっと両目を覆っていたのかもしれない。

			「帰りましょう」

			「うんっ！　帰ろう！」

			　詩月の手を引いて、日文は車に乗った。これから先、やるべきことはとても多い。

			「あなたの友達にも、連絡した方がいいわ」

			「うん。ええと、家の電話から通じるかな」

			「来年からスマホ、持っていいわ」

			「本当に？」

			「ちゃんと勉強するならね……」

			　家路につきながら、日文と詩月は言葉を交わした。盛り上がったわけでも、楽しかったわけでもなかった。

			　けれど日文はこれからもっと、詩月と話をしようと思った。

		

	

			終章　再会

			


			　居残りの生徒を見送ってから、詩月は大きく伸びをした。肩甲骨や首辺りがぽきぽきと鳴る。最近疲れが溜まりやすくなった。まだ二十代なのに、年を取ったと感じてしまう。それなのに見た目だけは、低身長で童顔のままだ。

			「ふーっ……」

			　教室には自分しかいないものだから、つい無防備になる。今日の仕事はこれで終わり。後は、帰って一休みするだけだ。四月から転入生が来るということで、その手続きにも追われた一日だった。まだ名前しか知らないけれど、うまくクラスに馴染んでほしい。

			　ひとまず職員室に戻ろうとして、スマホが震える。生徒の前でスマホは触らないようにしているが、今ならいいだろう。通知されたのは、星良のＳＮＳの投稿だった。白淵〝元〟先生が立ちあげた会社で、星良は働いている。もともと彼女が塾講師として働いていたのは貯金のためで、本当の夢は海外での翻訳業だった。その夢を聞いていた星良は大学を卒業してから、そのまま彼女のいる国に飛んだ。

			　外国人のスタッフの真ん中で、いい笑顔の星良と、ほんのり口角をあげた白淵元先生が並んでいる。良いミーティングができたと、投稿のキャプションには書かれていた。今でも星良とは定期的に連絡を取っている。物理的な距離が離れていても、彼女の元気の良さはこっちに伝わってくる。きっと星良の意中の人もそれを支えにしていることだろう。

			　〝いいね〟をして、またスマホをスーツのポケットにしまう。

			　向こうで頑張る二人を見たせいで、先日、母が言いたげにしていたことを思い出す。

			　──そろそろパートナーを見つけてほしい。

			　詩月はため息をつく。実家に帰った時、彼女はその願いをありありと滲ませていた。再婚したのだから、自分の幸せだけ考えていればいいというのに。

			　詩月は身軽なまま、夢のために進んでいた。

			　光紗を見送ってから、詩月は教師を志した。学校という場所で彼女のように迷っている子どもの寄る辺となりたかったからだ。勉強していく中で、ただ教職に就くだけでは足りないと感じ、講習会への参加やＮＰＯに所属することも決めた。教師の傍ら、余暇はボランティアや勉強に充てている。

			　夢のために力いっぱい生きていけるのは幸せで、そしてとんでもなく忙しくて、誰かと特別な関係になる暇もなかった。

			　ただ──黄昏時には胸が疼く。彼誰時あれはたれどきには脳裏にちらつく。何年経っても、光紗のことはありありと思い出せる。だからパートナーを求めなかったわけではない。けれど、このまま一人でいることは彼女の願いを裏切ってしまうことになるだろうか。

			「光紗さん……」

			　詩月は窓の外を眺めた。

			　午後六時前。間もなく日が沈む。光紗と出会ったのもこんな夕暮れ時だった。

			　まだ詩月は光紗と再会していない。

			　彼女がどんな姿になっているのか分からないけれど、きっと出会った瞬間に──その直感を信じて、詩月は誰にでも丁寧に接することを心がけている。思いもよらない相手が光紗かもしれないのだから。

			「ん……」

			　夕日が眩しくて、詩月は目を擦る。

			　浸っていても仕方ない──詩月は気を取り直して、今度こそ職員室に向かおうとする。

			　振り向くと教室の扉は開いていて、そこには見知らぬ少女が立っていた。

			　この学校の制服。だけど、この子は記憶にない。幼さが残っているけれど、伶俐で整った顔立ち。よく手入れされた長くて艶やかな黒髪。初対面であろう相手にも物怖じしない、堂々とした立ち姿。どこか懐かしい気がするのはなぜだろう。

			　少女は口を開く。

			「もしかして、泣いてたの？」

			　自分の秘密を覗かれた気がして、詩月は口ごもってしまう。

			「そんなことないよ？　あなた……もしかして転入生の子？」

			　一つの可能性に思い至り、詩月は少女に問いかける。もう引っ越しが済んでいて、学校まで手続きに来たのかもしれない。だとすれば保護者も来ているはずだけど。

			「うん！」

			　少女は素直に頷いた。

			「じゃあ、来週からうちのクラスなんだ」

			　目線を合わせるためにしゃがみこむ。すると少女はポケットに手を入れて、詩月にハンカチを差しだした。

			「ねえ、さびしくても泣かないでね……」

			「ううん！　平気だよ。心配してくれてありがとう、優しいんだね」

			　この子の名前、なんだったっけ。

			　そう、確か、天あま川かわ──

			「──美み朝さ……ちゃん……？」

			「ハンカチ、やっと返せた」

			　少女は嬉しそうに笑った。
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			「美朝ちゃん、みさちゃん、光紗……さん……！」

			　さっきは堪えた涙があふれてくる。手にとったハンカチは十数年前、確かに自分が渡したものだった。

			　詩月は改めて美朝を見つめる。小さいころはこんな子だったのか。一目で気づく自信があったんだけれど。

			「あなたとの約束……ちゃんと守れてよかった」

			　少女に抱きしめられ、詩月も彼女に応じる。華奢きゃしゃな身体に腕を回し、細い首筋に顔を埋める。光紗と同じように美朝も爽やかな香りがした。

			「どうやってわたしのことを見つけてくれたんですか……？」

			　詩月は美朝の肩を涙で濡らす。体型も声音も、顔つきだって大人の彼女とは違うのに、それでも彼女は間違いなく光紗だった。

			「詩月ちゃん、いろんなところでがんばってたでしょ？　インタビューとか、写真とか……いっぱいあったよ。それで……思い出せたの」

			　学校だけでなくＮＰＯなどでも精力的に活動する詩月は、それなりに注目を集める存在だった。広告塔のような役割は不本意だったけれど、みんなにも支援や理解を訴えることができるなら──そんな気持ちで受けていた仕事の評判は、ちゃんと彼女にも届いたらしい。またこみあげるものがあって、詩月は思わず顔を離した。これ以上、彼女の制服を濡らしたくない。そこでようやく、詩月はハンカチで涙を拭った。

			「私、詩月ちゃんのことを応援したいの。まだ子どもだし、できることなんて全然ないけど……それでも、あなたのとなりにいたい」

			　詩月が落ち着くのを待ってから、美朝は彼女の手を取る。その指先に口づけし、共にあることを願う。

			　詩月は顔をくしゃくしゃにした。

			「……喜んで。みささん」

			「ありがとう……詩月ちゃん……」

			　詩月も美朝の髪をかきあげ、その額に口づける。

			　唇やそれ以外のところは──大人になるまで我慢しよう。もう待つことだって何も辛くはないのだから。

			「ふふふっ！　さぁ、職員室までついてきて！　詩月先生のこと、お母さん達にも紹介しないと！　私、二人のことが大好きなんだ！」

			　美朝の口ぶりに、詩月は心から安心した。

			　大きく息を吸って、詩月は立ち上がる。もう涙は止まっている。笑顔で美朝の新しい家族に挨拶したい。

			「ええ、行きましょう」

			　美朝は詩月の手を引き、駆け出していく。

			　詩月も彼女に引かれるまま、一緒に走る。

			　夕日が沈んでいく。一日が終わる。

			　明日もきっと、素敵な日になるだろう。

		

	



小説　人にん間げん無む骨こつ

はじめまして、人間無骨と申します。いつも楽しみに読んでいた二次元ドリーム文庫の百合小説に作者として関わることができて、とても嬉しいです。一番素敵な年の差百合小説を目指して頑張りました！　よろしくお願いします。

Twitter:@ZoolockMetatron

https://www.pixiv.net/users/452865




挿絵　ネコサン

はじめまして、ネコサンと申します。たくさんの百合を描かせて頂きました。もっと深く百合を意識する素晴らしいきっかけになりました…！　ぜひぜひ楽しんでいただけると嬉しいです！

https://www.pixiv.net/users/544561
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